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本論文は ､
生涯教育の提唱者で あるポ ー ル ･

ラ ン グラ ン の教育思想を考察する ことで ,

生涯教育に新たな展開の方向性 を提示 しようとす る読みである｡ 生涯教育が ラン グラン に

よ っ て提唱されまもなく半世紀 を過ぎようとして い る今日にお いて ､ 生涯教育推進 のため

に現在行われて い る ｢ 生涯にわた る教育実践｣ という政策の徹底実施も有益で あるが ､ 本

論文は ､
生涯教育が世界的に注目され るこ とになっ た原点で あるラ ン グラ ン の生涯教育論

を再考する ことを研究の 手段と して い る｡ すなわち､ 本論文は生涯教育の原点と目され る

ラン グラン の 教育思想を明らかに し､ 今日 の生涯教育と照ら し合わせ ､ その達成度 ･ 不足

点を浮き彫りにする ことで生涯教育推進を試み ようというもので ある0

そこで ､ 第 1 章で はラン グラン が生涯教育論 を提唱 した背景 を 19 60 年代の社会の様子

から探っ て いく
一束涯教育が どの ような社会的課題に基づ い て提唱された の かを分析する こ

とで生涯教育論の形成過程 を明らかにする｡

第2 章では ､ 第1 章で明 らか になっ た生涯教育論提唱 の社会的要因に対 して ､ ラ ン グラ

ンが生定数育論をも っ て どの ように答えようと したかを見て いく｡ 特に第 2 章にお いて は ､

生涯教育の目的である教養の 育成に着目 し､ ラ ン グラン に影響を与えた人物 の教育論に言

及 しなが ら､ 生涯教育と して の学校教育の在り方に つ い て考察す る｡

第 3 章で は ､ ラ ン グラン の 生政教育論の展開を考察し､ ラン グラ ン以降の 生蛙教育が ど

の ような実践と して実施されたのか ､ またそれを通 じて どの ような問題が浮き彫 りとな っ

たの か ､ ある い は新たな側面が強調され るこ とになっ たの かを明らかに して いく ｡

結論と して第 4 章では ､ 第1 牽から第 3 章で明らかとな っ たラン グラ ン の 生涯教育論と

我国の 生涯教育論を比較し､ 我国 の生涯教育の今後を展望す る｡
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は じめに

｢ 原点に立 ち戻 る｣ とい う言葉があるが ､
何事もある程度事が進ん だり迷 い が生 じた時

に ｢ 原点に立 ち戻 る｣ こ とで
一

つ の 突破口が 見出され る こ とが ある ｡ 生涯教育が提唱され

40 年以上 の 歳月 が 経過 し教育の在り方が盛ん に議論され る今日にお い て ､ ポ
ー ル ･ ラ ン グ

ラン(P a u l L e n g r a n d 1 9 1 0
1

2 0 0 3) の 再考はまさに ｢原点 に立 ち戻 る｣ と い えるだろう｡ 現

代社会はそ こ に どの ような意義を求め るこ とが でき るの だろうか ｡

生涯教育と い う言葉が も つ 意味が 現在に お い て は っ き り と定義され て い る と は い えな

い ｡ それ は単に言葉通り の ､ ｢ 生涯に渡る教育｣ と い う語義に単純 に還元され る事柄 では な

い ｡ 教育が
一

過性 の もの で学校教育の みで完結す ると いう考えが ラ ン グラ ン以前の 全て の

人々 に共通 した も の で ､ ラン グラ ン の提唱に よ っ てそ の 考えが変えられた とい う ような こ

とは ない はずで ある ｡ なぜ なら､ 学校卒業後 に職業に つ きそ こで 教育を受ける こ ともある

し
､ 親に な っ た ときや人との つ なが りの 中で様 々 な事柄 を教わるとい う ことは生涯 を通 じ

て起 こ り うる こ と で ､ 学校 に よ っ て教育が終わる と い う事実は ラ ン グラ ン の 生涯教育論提

唱以前に も存在 しなか っ たか らで ある｡ そもそ も教育や学び とい う言葉自体 に期 間を限草

する ような意味は なく ､ あえて ｢ 生涯｣ とい う言葉に よ っ て時間軸 を統合す る意味 を教育

に付加す る には しか る べ き理 由が あるはずで ある ｡ そ の ように考える と ､ 生涯教育にはそ

の 語義以上 の意味が含まれてお りそ の 意味をどう汲み取 るかが 重要だと い える｡ もちろん ､

そ の意味 は時代 の コ ン テ ク ス トや文化的な条件で 変わ っ てく るか も しれない ｡ しか し､ 生

涯教育と い う言葉の なか にある普遍的な意義をつ か み取 る こ とが できなければこ 結局それ

は教育とい うこ とばと 同 じにな っ て しまう恐れが ある ｡ そ の ような生涯教育と教育の 同
一

視を回避 し､ そ して社会 の変化に よ っ て変わる こ と の な い生涯教育の 意味を汲み取 る こと

が必要とな っ てく る｡ そ の た めには まず ユ ネ ス コ の 立場か ら世界 を見て そ こ か ら必 要な エ

ッ セ ン ス を抽出す る こ とによ っ てできあが っ た ラ ン グラ ン の 生涯教育論 を､ もう 一 度見直

す必要が ある と い える だろう｡ その ような方法に よ っ て の み 生涯教育の 再解釈 がなされ る

とい える｡

一

方 ､ 現在の 生涯教育が妥当か ､ ある い は問題 が あるの か とい う評価の 手段 を構築 しな

けれ ばならない ｡ ラ ン グラ ン の 生涯教育論が絶対的に 正 しい とは い えな い か も しれ ない が ､

少なく と も ユ ネ ス コ とい う国際機関で提唱され世界的に評価 されて い る ｡ さらに ラ ン グラ

ンが 提唱 した 生涯教育論は後に実践 を経て ジ ェ ル ピな どに よ っ て問題点 を指摘 され修正 さ

れて い る こ とか ら､ よ り普遍妥当性を増して い る ｡ こ の ようなこ とか ら､ ラン グラン の 後

･
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の展開も踏まえて 生涯教育論提唱 の背景 を考察す る こ とで ､ そ の 比 較か ら現在の 生涯教育

の 妥当性 を評価す る材料とす るこ と ができ るとい える ｡ 少 なくとも誰もが 生涯 に渡 り学び

続 けるこ とがで きる ような社会が 形成されたとは い えな い の が現状で ある以上 ､ ラ ン グラ

ンが どの ような目的 を持 っ て 生涯教育を提唱 したの かが 明らか になれ ば､ それが どれだけ

達成され どれだけ達成できて い ない か を知 るこ とができ る ｡ そ の ような評価に よ っ て の み､

今後の課題 を展望 し新たな道 を見つ ける こ とができ るの で ある ｡

他方 ､ 4 0 年 とい う時間の 大きさを生涯教育に反映させ る必要が ある. 社会の 様相も随分

変わ っ て い るだろう し､ 生涯教育 - の期待も変化 して い る の は当然である ｡ そ の ような変

化に よ っ て 生涯教育の ある部分は
一

層強調される ようになる かも しれない し､ また新た な

局面が生涯教育に付加され る こ とに なるかも しれな い ｡ 学び が生涯 に渡 るもの と いう考え

方の 中心 は 正 しく とも ､ 社会の 変化に合わせ て生涯教育を目指す ため の 方法は変わらなけ

れ ばならない か も しれない ｡ そ の た め には生涯教育が どの ようなもの なの か を知り ､ どの

ように してそ れを実現させ ようと したか を明らか に しなければならない ｡

こ の ような意味で今日 にお けるラ ン グラ ン再考は重要な意義をもつ と考えられ る｡ それ

は生涯教育が進 んで いく上で必 要不可欠 なプ ロ セ ス で あると い える｡ すなわち ､
本論文は

ラ ン グラン の教育思想 を明らかにす る ことで ､
生涯教育の真意を確認 し､ 現状を評価 し､

そ して今後 の展望 を試み るこ とを意図 して い る｡

最後 に本論文で用 い る用語に つ い て触れ ておきた い ｡ 本論文で は ラ ン グラ ン の 教育思想

を論 じて いく に あたり生涯教育と生涯学習とい う言葉を区別 して使用 して い か ない こ とに

する
(1)
｡ なぜなら ､ ラ ン グラン の 生涯教育論は従来の 教育とい う考え方 ､ つ ま り教師が生

徒に教えるとい う考え方自体を変えようとい うも の だからで ある｡ すなわち ､ ラ ン グラン

の 考える教育は自己教育を意味す るの で あ っ てそ の 主体は学習者自身なの で ある｡ こ の こ

とか らラ ン グラ ン の 教育は意味的に学習と同義と い える｡ こ の ようなラ ン グラ ン の 考えを

反映させ る ため現在
一

般的 に使用されて い る生涯学習で は なく ､
生涯教育とい う言葉を使

用 して いく ｡

･

3
･



第1 章 ラ ン グラ ン の 生涯教育論提唱 の背景

こ こ で は
､
なぜ生涯教育論が提唱されたか とい う根本的な疑問から明らか に して いき た

い
｡ 生涯教育論が何 らか の社会的､ 歴史的要請 を受けて提唱され ､

そ の 構想が 世界が 抱え

る問題 を教育と いう側 面か ら解決 しうるもの で ある と考えられ た結果 ､ ユ ネ ス コ や多く の

国々 が生涯教育論 を評価 した とい える｡ こ の 生涯教育論の 出発点 にあ っ た課題 を明らか に

す る こ とが 生涯教育論 の 真意を明らか にす る手助けになる はず で ある｡ すなわち ､ 本章は

生涯教育論が提唱され た 1 9 6 0 年代の社会を考察す る こ とで 生涯教育論提唱 の 背景 を明ら

かに しようとす るもの であり ､ 第2 章で論述す る生涯教育の意義を明らか にす る材料とな

るもの で ある ｡

そ こ でまず始 めに ､
生涯教育論形成過程にお い て ラ ン グラン に影響を与えた もの を明ら

か にす るた め に ､ 彼 の 生涯 を概観 してお きた い ｡ また ､
生涯教育論 が提唱された 1 9 6 0 年

代の 社会や教育の様子 を分析 し､ 当時の 社会的 ､ 教育的課題 を探 っ て いく ｡ そ して ､
ラ ン

グラ ン が そ の課題 をどの ように受けとめて ､
生涯教育論 を提唱 した の か を明らか にする｡

第1 節 ラ ン グラ ン の 生涯

ラ ン グラ ン の 生涯 を彼 の 教育思想に影響を与えた で あろう人物 ､ も しく は出来事を中心

に見て い きた い ｡ しか し ､ ラ ン グラ ン の 生涯を記 した文献は まだ誰 の 手に よ っ ても つ く ら

れて い ない . そ こ で ､ 波多野完治(1 9 0 5
1

2 0 0 1) の 著書や ユ ネ ス コ の文献 を参照 L: て いく こ と

にす る｡ 波多野 は ラ ン グラ ン が生涯教育を提唱 した ユ ネ ス コ の 国際成人教育委員会に 出席

した人物で ある ｡ 彼は そ の委員会に提 出された ワ
ー

キ ン グ ･ ペ ー パ ー

､ す なわ ち ｢ エ デ ュ

カ シ オ ン ･ ペ ル マ ナ ン ト｣ (丘d u c a ti o n p e r m a n e n t e) を邦訳 し､ ラ ン グラン の 生涯教育論

をい ち早く 日本 に紹介した 人物で ある｡ 彼は それ以降も ラ ン グラ ン と親交 を深 めなが らラ

ン グラン の 著書を邦訳 して い く｡ つ まり ､
波多野は ラ ン グラ ン と最も深い 関係 を持 っ た 日

本人で ､ ラ ン グラ ン の ことを最も知る人物で あると い え る｡ また ､
ユ ネ ス コ は ラ ン グラ ン

が所属 して いた 国際機 関で あり ､ ラン グラ ン に 関す る情報が ユ ネ ス コ の資料と して それほ

ど多くで は ない が 存在 して い るの で これらの 材料か らうか が っ て い きた い ｡

まず は彼 の 幼少期及 び学生時代に つ い て考察す る｡ ラ ン グラ ン は 1 9 1 0 年に フ ラン ス 北

部の パ ･

ド ･ カ レ
ー 県 の キ ャ ン プラン ･ シ ャ トラ ン に生まれ た

( 2)
｡ そ して ､ そ の 4 年後に

は第
一

次世界大戦 開戦が始まる ｡ ラ ン グラ ン は幼少期 に第
一

次世界大戦を経験 し､ 1 9 3 0

- 4 ･



年代 の初めに は パ リ大学の
一

部で ある ソ ル ポ ンヌ を卒業と 同時に教授 資格 を取得 して い る｡

フ ラ ン ス で は大学は バ カ レ ロ アとい う試験に さえ合格すれ ば誰でも入れ る の で卒業す ると

い う こ とが 重要 とな る｡ さらに ､ ラ ン グラ ン が取得 した教授資格 はリサン シ ェ と呼ばれ る

も の で ､ 卒業試験 の ような大学内で行われ る試験とは異なり ､
こ の 資格を取得す るには 国

家試験 を合格 しな けれ ばならない ｡ こ の 試験 は非常に難 しい もの で ､ 当時は毎年数名か ら

数十名 しか合格 して い なか っ た｡ そ の難 しさから こ の 資格 を持 つ 人は非常に高い尊敬をも

っ て優遇 され る｡ つ ま り ､ ラ ン グラン はまさに伝統的な学校制度を勝ち抜い てきた人物 な

の で ある｡

そ の後 ､ ラ ン グラ ン はパ リ ､
シ ャ ン ベ リ

ー

､ グ レ ノ ー ブル で教師の 職 に就い た ｡ そ して

彼が 2 8 歳 の 時に第二 次世界大戦が始まる ｡ ラ ン グラン は第
一

次と第二 次の 世界大戦の 両

方 を経験 した人物 で あり こ の経験を通 じて ラ ン グラ ン の 生涯教育論 が形成 されて い っ たと

波多野 は指摘す る
( 3)
｡ ラ ン グラ ン は 2 0 歳代の 1 9 30 年代の 社会の 様子に つ い て ､ 次 の よう

に語 る｡

｢ われ われ は 並はずれたデ ィ レ ン マ の 中に い た ｡
一 方で ､ そ の 存在理由や価値を受け

入 れ る こ との で きない 社会と
一

体感 を持 つ こ と はでき なか っ た し､ 他方 ､
さらに悪い選

択で は あるが ､ 人種的偏見や他 の形態の 不合 理なもの の 勝利や ､
野蛮 さ - の 回帰と は何

と して も避 けなけれ ばならなか っ た ｡ こ の 理 由か ら､ わ れわ れは ､ 前方 にぼんやり と立

ちあらわれ つ つ あ っ た大戦争か ら超然と して い る こ とは でき なか っ た ｡ ｣
( 4)

これ は ､ 1 9 2 2 年 に はイ タリア ､
1 9 3 3 年には ドイ ツ で フ ァ シ ズム 政権が成立 し､ フ ラ ン ス

で は 1 9 3 6 年に反 フ ァ シ ズ ム を掲げた フ ラ ン ス 人民政府 が誕生 した頃 の こ とで ある｡ こ の

ようなま もなく 第二次世界大戦を迎え ようと い うとき ､ 多く の人 々 は社会 の 改善を政治的

手段に 求め た｡ つ まり ､ 体制と制度を変え､ 政府 の 性質を改め る ことが できさえすれ ば､

す べ て は うまく ゆき ､ 悪者は追放され ､ 無能 な人間は退けられ ､ 善良で 正直な人間は受け

る べ き地位を受けて ､ 腐敗 に終止符 を打 つ こ とが でき るで あろうと考えて い た の だ ｡ しか

し
､ 教師で あっ た ラ ン グラ ン はそ うで は なか っ た ｡ 彼は教育とい う道に よ り良き社会 を形

成す る方途 を求め た の で ある｡

ラ ン グラ ン は第二 次世界大戦下で レ ジ ス タ ン ス 運動に参加 した ｡ そ こ で彼は彼が成人教

育に 目覚め る重要 な体験 をする こ とに なる ｡ そ こ で感 じた こ と を彼は 次の ように述 べ る｡

｢ われ われとは 非常に異な っ た社会的前歴 ･ 労働上 の 前歴 をも つ 人び と と生活 し働く

機会をも っ た｡ こ の ような準備 があ っ て ､
こ の ､ 成人の 間の 交流 と伝達と い う経験が継
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続 され深め られ うる ような教育に貢献 しようと い う心構えが技術的 にも ､ 倫理 的にもで

き たと感 じた ｡ こ の 種 の活動を経験 し､ 実践 して み ると ､
そ の 後の 人生に か けて持続す

るそ れに対す る好 みを身に つ けて しまう｡ しか し､ また ､
子 どもや青年 の 間で の 教育活

動 は
､
い か に重要 で あり ､ 必要で あっ たと して も ､

一

種 の 準備 に過 ぎず ､ 真の教育課程

の 不完全 な原型 に過 ぎない と感 じは じめて い た ｡ 真の 教育課程は ､ 対等 の 人び と､
すな

わち成年 に達 した人び との 間で行われ る時 ､ は じめて そ の 充分な意味と領域とをも つ よ

うに なるも の で ある｡ 教育全体の 未来は､ 訓練や教育にお い て こ の 新しい 秩序を確立 し

機能 させ るこ とと結び つ い て い ると感 じた｡ ｣
( 5 )

つ まり ､ ラ ン グラン は レ ジ ス タ ン ス 活動と い う貴族も庶民も関係なく フ ラ ン ス 市民が
一 体

と な っ て戦うと いう経験の なかで多く の成人と寝起きを共に し､ そ の 経験 を通 じて成人教

育の 必要性 を感 じと っ た の で ある｡ こ の 経験は ､ ラ ン グラ ン に学校教育の 重要さを認め さ

せ るとともにそ の 役割が成人にな っ てか らの学び の 準備で なければならない と考えるき っ

か けとな っ た の で ある｡ つ ま り ､ 教育が 学校で終了す る の で はなく学校は成人教育を有意

義に行 える ような能力を養う役割 を持 ち､ 教育が 生涯 に渡 っ て継続 される ように ならなけ

ればならな い と考え るに至 っ た の で ある｡

さらに ラ ン グラ ン は
､
生涯教育の 発想が ｢ 私が フ ラ ン ス でナ チ ス に対す る レ ジ ス タ ン ス

運動を して い たときに考 えたもの だ｣
( 6)
と述 べ て い る｡ 教育思想事典は ､

レ ジ ス タ ン ス と

正規軍 の違 い に つ い て ｢命令に行動す る正規軍とは異 なり ､
レ ジ ス タ ン ス は情報 を自らあ

-5 め ､ それ らを自主的に分析 し､ 統合 し､ それ にもとづ い て行動 を律 し､ 決定しなけれ ば

ならない｣
( 7)
とラ ン グラン が レ ジス タン ス か ら生涯教育論 を考えつ い た根拠 を挙げて い る｡

彼は正 規軍の 態度を伝統的な学校教育の 所産 と捉 え ､ レ ジ ス タ ン ス の 態度をこれか らの 教

育が獲得す べ きもの に して い かなければならな い と構想す る ようにな っ た の で ある｡ レ ジ

ス タ ン ス の 戦士 は 正規軍の ような上か らの命令に絶対服従す る兵士 で は なく ､ 自分た ちで

考え判断 し行動す る兵士 で あり ､ これを教育の場 に置き換えると ､

一 方的な指導に従う学

習者で は なく ､ 自ら判断 し決定する学習者が 目指 され る こ と になる ｡ レ ジ ス タ ン ス 活動が

フ ラ ン ス の 解放 に つ なが っ た ように ､ ラ ン グラ ン は主体的 ､
自発的な活動が 人間の解放 に

つ なが る と考えた の で ある｡ つ まり ､
彼 は レ ジ ス タ ン ス を通 じて多く の 成人と ふれ合うこ

とで 自身の 活動 をナ チ ス ･ ドイ ツ か らの解放 の た めだけで はなく ､
フ ラ ン ス をよ り良くす

るもの に しなけれ ばならない という の である｡ それは ､ 多く の人が 考える ような政治的活

動で は なく ､ 成人教育に より フ ラ ン ス 人 一 人ひ とりが ｢ 自ら学ぶ｣ こ とが でき る ようにす
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る こ と で フ ラ ン ス をより良く しようと いうの で ある｡

ラ ン グラ ン は そ の ような生涯教育論形成の き っ か けを第二 次世界大戦中に経験 し､ 大戦

後は 労働者教育セ ン タ ー の設立 とそ の経営と い う仕事に加 わ っ た ｡ こ の経験は彼が そ の キ

ャ リ ア の 最後 で名 誉会長となっ た ｢ 民衆と文化(P e u p l e e t C u lt u r e)｣ の設立 に役立 っ た ｡

こ の ｢ 民衆と文化｣ は レ ジ ス タ ン ス 団体が改組 された成人教育運動の 団体で ､ ∫. デ ュ マ ズ

デ ィ ェ(a . ff r e D u m a z 6di e r 1 9 1 5
･

2 0 0 2) も設立 を共 に して い る
( 8)
.
こ の組織の活動 に つ い て

波多野は ､
｢ 大学教授 を多数うけい れて ､ そ の 大学教授 た ちに成人教育と は何 か ､ それ は大

学教育と ､ どうちが っ て い るの か ､ をわか らせ つ つ ､ 大学教授 た ちに成人教育に参加 させ

て い る｡ つ ま り ､ 大学の講義式 の成人教育で なく ､ 成人が 『参加』 しながら学ぶ 方式 の成

人教育をや っ て い る団体で ある｣
( 9 )
と説明 して い る｡ こ の こ と の 重要性 を知 る には少 しフ

ラ ン ス にお ける成人教育の歴史 の説明が 必要で あろう｡ 波多野の 著書に よ ると第
一

次世界

大戦に よ っ て知識人 と労働者達が 同じ塑壕で 起伏 を共 に し､ 知識人た ちが 労働者も自分た

ちと同 じような知的欲求を持 っ て い るこ と を発見 した こ とに よ っ て ､
知識人がそ の欲求を

満たす た めに社会教育の必 要性を自覚したとされ る｡ そ の結果 ､ 第
一 時世界大戦後に フ ラ

ン ス で は成人教育ブ
ー ム が始ま るが

､
こ の ような知識層か ら生 じた成人教育は教授 が労働

者団体や集会 に出て行 っ て講義をす るとい う形式の もの ばか りで あ っ た ｡ こ の ような講義

形式 の 成人教育は労働者 の 生活の 問題 を解決す るもの で は なく ､
こ の 第

一

次世界大戦後の

成人教育ブ ー ム は 実を結ばなか っ た ｡ こ の反省を踏ま えて ､ ラ ン グラ ン は成人が参加す る

形式 の 労働者の 生活 の 実践的問題 を解決する ための 成人教育を推進 し､ そ の 活動は世界的

に も評価 され るも の に なっ たの で ある｡

1 9 4 8 年 には ラ ン グラ ン は ユ ネ ス コ に加わ る こ とになる ｡ そ して ､
1 9 6 2 年 に は成人教育

長 となる｡ こ の ユ ネ ス コ 時代の ラ ン グラン の 上司は ドレ オ ン と い う人物で あ っ た ｡ 彼は ユ

ー ゴ ス ラ ビ ア の教育改革に たずさわ っ た人物 で , そ の 改革は政治体制 と教育を密接に結合

させ ると い うも の で あ っ た ｡ そ こ では 労働者の 直接政治参加 を
一

層押し進 め るた め｢ 自治｣ ､

｢ 評議｣ ､ ｢ 指導者の 交代｣ と いう三点を柱と して い た ｡ こ の ような態勢で は労働者す べ て

に高い教養と政治的識見が必 要とされる の で , ドレ オ ン は生涯教育の 必 要性 をより早く か

ら認識 して い た の で ある｡ ラ ン グラ ン の 上 司で あ っ た以上 ､ ド レ オ ン が行 っ た ユ ー ゴ ス ラ

ビア の 実践が 1 9 6 5 年 の パ リで開かれた成人教育推進委員会で提 出された生涯教育論 の原

点で ある ワ ー キ ン グ ･ ペ ー パ ー の作成に影響を与 えて い る と考えられ る｡

そ して ､ ラ ン グラ ン に影響を与えた歴史的事件と して 1 9 6 8 年 の フ ラ ン ス で の 五月 革命
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を忘れて は ならない ｡ こ の ような学生によ る世界 中で 起 っ た過激な運動が ラン グラ ン の 教

育思想形成 に影響を及 ぼ して い る と波多野は指摘す る
( 1 0 )

｡
つ ま り

､
学習者の 不満 を反省

す るこ とに よ っ て よ り よい 教育が形成されて いく とい うの で ある｡ それは利用者自身が教

育の 形成に参加す る必 要があるとい うこ とで ある ｡

1 9 7 2 年に は ラ ン グラ ン は ユ ネ ス コ を定年退職 し､ 先に述 べ た ｢ 民衆と文化｣ の名誉会長

の 座 に着く こ とにな るが ､
こ こ で ラ ン グラ ン の 著書に触れてお きた い ｡ ユ ネス コ に在職 中

に は ､ 1 9 7 0 年に A LZ )
'

n tT O d u c tl
'

o D t O h
'

(el o D g E d u c a t)
'

o D を出版 して い る｡ これ は国際教

育年 を記念 して ユ ネス コ か ら出版された もの で ､ 1 9 6 5 年 の ワ ー

キ ン グ ･ ペ ー パ ー

に ､ それ

か ら 5 年間の 世界各地で行われた議論を踏まえた 内容が付加 され て い る ｡ こ の本 は波多野

に よ っ て訳され ､ 『生涯教育入 門 第
一

部』､ 『生涯教育入門 第二部』 と して全 日本社会教

育連合会か らそれぞれ 19 7 1 年に出版されて い る｡ こ の 著書が ラ ン グラ ン の 思想 をも っ と

も良く知 る こ とが でき るもの で あるが ､ 訳者で ある波多野 が指摘す る ように抽象的で分 か

りにくく ､ さらにフ ラ ン ス 人独特 の酒落た言 い 回 しに よ っ て
一

層そ の 思想 をは か り知る こ

とが 困難とな っ て い る ｡ そ して ､ 1 9 7 3 年 に公刊され た 『未来 の 学習』(1 e a z m
'

D g t O b e) ､

通称 ｢ フ ォ ー ル ･ レ ポ
ー

ト｣ 作成に ラ ン グラ ン は ユ ネ ス コ が設けた ｢ 教育国際開発委員会｣

の委員と して参加 し ､ 報告執筆の仕事をして い る｡ こ の報告書は そ の 委員長が フ ラ ン ス の

元 首相 ､ 元文相で あ っ た ェ ドガ - ･ フ ォ
ー ル で あ っ たた め こ の名前が つ けられ て い る ｡ こ

れは 1 9 7 5 年に 平塚益徳に よ っ て 『未来の 学習』 と い うタイ トル で訳 されて い る｡ ｢ フ ォ ー

ル ･ レ ポ ー ト｣ の 中で は いた ると こ ろに ラン グラ ン の 生涯教育思想 の 流れ を見る こ とが で

きるが ､ そ こ に ロ バ ー ト ･ M ･ ハ ッ チ ン ス が 1 9 6 8 年 に提 唱 した ｢ 学習社会｣ ( L e a r n i n g

S o ci e t y) の概念が盛 り込 まれて い る点 に注目 して おき た い ｡

こ の よう に ラ ン グラ ン はそ の 生涯 の 前半をフ ラ ン ス の 独 立 ･ 向上 を促す活動家と して

｢ 民衆と文化｣ の 設立 に関わり ､ そ して後半 をユ ネス コ と い う国際的な機関で活動 し､ 最

後 は フ ラ ン ス の ｢ 民衆と文化｣ に再び戻る こ と に なる｡ 1 9 6 5 年に生涯教育論 を提唱 した際

の 彼の 立場は ユ ネ ス コ の 成人教育長で あるが ､ ラ ン グラン が ｢私 が成人教育で な した成果

の 大部分は その 『民衆と 文化』 の 経験に負うて い る｣
( l l )
と い う ように ､ そ の思想 の構 築

には フ ラ ン ス で の 成人教育の 経験 の影響が大きい とい える｡

こ の成人教育の 経験 は ラ ン グラ ン の 生涯教育論 に 学校教育批判 と い う特徴 を持 たせ る

こと に なる｡ 彼 は伝統的な学校で優秀 な成績を収 めた成功者で あるが ､ 伝統的な学校教育

に対す る徹底的 な批判 を行 っ て い る｡ それは波多野 に ｢ 彼が伝統的教育をうけて い ない の
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か
､ と思 っ たく ら い で ある｣

( 1 2 )
と いわ しめ るほ ど痛烈な の で ある｡ なぜ ならラ ン グラ ン

は成人教育実践を通 じて ｢ フ ラ ン ス の 伝統的教育が ,
い か に教科中心主義で あり ､ コ トバ

万能教授 の た め に ､ 子 どもや青年が 毒され て い るか を ､ 身 に しみ て体験 した｣
( 1 3)
の で あ

る ｡ ラ ン グラ ン は生涯に渡 る教育を主張す るが ､ こ の ような成人教育の体験 に基 づ い て論

じて い るた めそ の 原 理は い つ も伝統的学校教育批判とい う立場で あり ､ それが ラン グラン

の 生涯教育論 の 特徴とい える ｡

こ の ように彼 は フ ラ ン ス とい う国が抱える問題を深く 考察 し､ そ こ か ら世界で共通す る

問題 を導き出 した ｡ そ して ､ そ の 間題に対す る答えが生涯教育で あるとラ ン グラ ン は結論

づ けた の で ある｡

第2 節 生涯教育提唱の社会的要因

ラン グラ ン は 1 9 6 5 年 ユ ネ ス コ の 成人教育推進委員会 にお い て ｢ 生涯教育｣ と い う理念

を提唱 した ｡ しか し､ 生涯を通 じた教育とい うこ と で あるならば ､
｢ そ れ は古く か ら東洋で

も西洋で も言われて きた こ とだ｣
( 1 4)
と宮原誠 一 ( 1 9 0 9 ･ 1 9 7 8) は指摘す る

( 1 5 )
｡ で は ､ な

ぜ ラ ン グラ ン は こ の ような生涯 に渡 る教育の 必要性 をこ の 時 に強く訴 え た の で あろうか ｡

そ の 答えは ラ ン グラ ン が 生涯教育論 を形成 した フ ラ ン ス 社会に隠され て い るはずで ある｡

第二 次世界大戦後 の 世界の 変化 は激 しく ､ 様 々 な社会問題が 生 じて い た ｡ そ こ で ､ 本節で

はそ の変化が
一

体 どう い うもの だ っ た の か を明らかに し､ それ が どの ような課題 を教育に

突き つ けて い た か を考察す る｡ そ の 手が か りを第二 次世界大戦後か ら 19 7 0 年代まで の フ

ラ ン ス 社会 の変化 の 様子から見て いく ｡ そ こ で ､ フ ラ ン ス 社会 を経済 ､ 科学技術､ 人 口動

態 ､ 政治 ､ ヨ ー ロ ッ パ の 側面から見 るこ とで より具体的 に捉 えて いき た い ｡

まず第二 次世界大戦後か ら 19 7 0 年代まで の フ ラン ス 経済の 動向を見て い く こ とにする ｡

第二次世界大戦下に お い てフ ラ ン ス は ヨ ー ロ ッ パ の 主戦場となり国土の 大規模な破壊 をこ

うむ っ た ｡ 長部重康に よ ると戦死者数は 5 4 万人 と第
一

次世界大戦の 1 3 0 万人 に比 べ ると

少なか っ た ようで あ るが ､ ドイ ツ に よる組織 的な資源 の 略奪もあり物的損害が非常に大き

く ､ 工業生産が 半分にまで落ち込 ん だとされて い る
( 1 6 )

｡ 戦後 の フ ラ ン ス 経済はイ ン フ ラ

ス トラク チ ャ
ー

の 近代化 を含める破壊か らの 復興か ら始まらなけれ ばならなか っ た ｡ さら

に
､
フ ラ ン ス で は ｢ 産業 の マ ルサ ス 主義｣ に よ っ て ｢ 人 口増加が過 当競争と過剰生産 とを

もた ら し､ そ の結果企業倒産 は さけられない｣
( 1 7 )
と い う強迫観念が 人 口 を抑制 し経済成

長 の 妨げと な っ て い た ｡

-
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しか し､ フ ラ ン ス は これ らの 問題を打破 し､ 1 9 4 8 年 には生産水準 を戦前ま で に回復 し､

それ か ら 1 9 7 3 年 の オイ ル シ ョ ッ ク まで奇跡的な成長 を遂げ る｡ こ の フ ラ ン ス 経済の様子

は
､
1 9 60 年 から 1 9 7 3 年 の 間にお ける年平均成長率がイ ギリ ス ( 2 .9 パ

ー セ ン ト) ､ ア メ リ

カ (3 . 9 パ
ー

セ ン ト) , ドイ ツ (4 . 3 パ ー セ ン ト) を上 まわる 5 . 3 パ
ー セ ン トとで あ っ た ｡

これ らの 数字か ら世界的視点にお い てもその 急成長 ぶ りをうかが う ことが でき る｡

福井憲彦は 戦後 の 1 9 4 5 年から 1 9 5 8 年まで を戦後復興期 と して ｢ 国有化と計画化 と の導

入 に より ､ フ ラ ン ス 経済の伝統的構造の 変化が もたらされた 時代｣ と説 明 し､ 1 9 5 8 年か ら

1 9 7 3 年を高度経済成長期と して ｢ E C の 創設 にと もない 開放経済に移行 し､ 経済の ヨ
ー

ロ

ッ パ化が 進ん だ時期｣ と区分 して い る
(1 8)

｡
つ ま り

､
1 9 6 0 年代の フ ラ ン ス 経済は ､ 戦後 の

フ ラ ン ス 経済構造 の 変化をもとに して 1 9 7 3 年 の オイ ル シ ョ ッ ク まで 急成長を遂 げた 時代

と い える｡

そ して ､ 社会 の 変化 に強い影響を与えた の が科学技術の 進歩で ある｡ まず交通 に関 して

言及す ると ､ 移動の 高速化 は自家用自動車の 普及 ､ 航空路 の 開設 に よ っ てそれ ま でに ない

速度 で発 達 して い っ た ｡ 福井に よると高速自動車道路は 1 9 6 0 年に は総延長 1 7 4 キ ロ メ ー

ト ル にすぎなか っ た が ､ 1 0 年後には 1 5 9 9 キ ロ メ ー ト ル
,
さらに そ の 1 0 年後に は 5 2 5 1

キ ロ メ
ー

ト ル に まで延長 され て い る ｡ 商用自動車 を含めた 自動車保有台数は 1 9 4 4 年 には

わず か 7 0 万 台で あっ た が
､
1 9 6 0 年には 5 0 0 万 台 ､ 1 9 7 0 年 には 1 2 0 0 万台 と増加 して い っ

た ｡ こ の ように 自家用車を持 つ こ とが賓沢な こ とで は なくな っ た結果 ､
駐車 ス ペ ー

ス や事

故な どの 交通問題が 激増 した の もこ の頃の こ とで ある｡ 航空路の 開設 が本格化 した の も第

二次世界大戦後 か らで ある｡ 1 9 6 3 年 には エ ー ル ･ フ ラ ン ス が欧米と ア ジア の 大部分 ､
ア フ

リカ の セ ネガル ､ マ ダガ ス カル 路線を つ なぎ､
U T A が ア フ リカ の 残 りと オ セ ア ニ ア ､ 南太

平洋 の海外領土を担当 した
( 1 9 )

｡ こ の ような交通手段 の 発達は人 々 の ス ピ ー ド感覚や移動

の感覚を大きく変え､ 経済の 動き を変えたと い える｡

また
､
科学技術の発展は フ ラ ン ス の み ならず先進国の 人々 の 生活を電化と い う道 に導い

て い っ た ｡ 福井 に よ ると 1 9 5 6 年に開かれた電化製品の展示会に 1 4 0 万人を超 える人が集

ま っ た こ とが示され てお り電化製品の 関心 の 高さが 明らか に な っ て い る ｡ そ して ､

｢電化製

品が多く の 家庭に普及 されて い っ た の は ､
6 0 年代以降で ある｣

( 2 0)
と､ 1 9 6 0 年代に は多く

の 家庭が家に電化製品を所持 して い たと述 べ て い る｡ つ まり ､
こ の 時代 には科学技術が

一

般 の 家庭 に も取 り入れ られ始め たの であり ､ 誰もが それ を容易 に利用す る こ とが 可能 とな

っ た こ とを意味 して い る｡

･
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加 えて ､ 情報機器 の発展 にも目覚しい もの が あ っ た ｡ ラ ジオ に つ い て は 1 9 4 5 年 には約

5 3 0 万 台だ っ た の が ､
1 9 5 7 年 には 1 00 0 万台を超えて い る｡ そ れ は単に 量的 な拡大では な

く ､ 低価格や音質の改 良､ 個人別 の保持 - と 大きく質的にも変化 して い た ｡ さらに ､
1 9 6 0

年代に はテ レ ビ の 時代に移行 しようと して い た ｡ 1 9 5 0 年 に はテ レ ビ の 数は 3 0 0 0 台であ っ

た｡ 1 9 5 0 年代末 に は役 1 00 万 台になるがそれ でも普及率 は 10 パ
ー セ ン トで あ っ た ｡ それ

が 1 9 7 4 年に は 8 0 パ ー セ ン トの普及率 - と急増 して いく ｡ もちろ ん質的に も放送局の 増加

や放送時間増加 が生 じて い る｡ こ の ような情報機器 の普及 は世界 に関する知識 の拡大とい

う良い 面もあるが ､ 同時 に｢
一

面的な情報に よ る認識 の偏 りやあらゆるでき ごとの 並列化 ､

『見世物化』が生 じる｣
( 2 1)
と情報 に関する問題 が生 じ始 めた こ と を福井 は指摘 して い る ｡

こ の ように ､ 科学技術の発展は急速 で人々 の 日常生活 そ の もの に大きな変化を与えて い

っ た ｡ それ は ､ 人 々 の 生活の 主要な事柄であ る職業に も大きな影響を及ぼす こ とに なる｡

長部に よ ると､
1 9 0 1 年か ら 1 9 4 6 年まで の 4 5 年間 の 間に農業人 口 の 比 率はわ ずか 6 パ

ー

セ ン トの減少 にす ぎなか っ たが ､ 1 9 4 6 年か ら 1 98 7 年 の 4 1 年間に は 2 9 パ ー セ ン トも低下

した ｡ そ の 反対 にサ
ー ビ ス 部門の 労働人 口は倍増に近 い伸びで 6 割 を超 えるに い た っ た｡

こ う して フ ラ ン ス は科学技術の発展を背景に ､ 農業国か ら工 業国 -
､ そ して成熟 した都市

型社会 を形成す る先進 工業国 - と進んで いく の で ある
( 2 2)

0

さらに ､ 職 業 の変化 に伴 い 余暇時間にも変化が 見られた . フ ラ ン ス では 1 9 3 0 年に は 4 0

時間労働制 ､
二 週間 の有給休暇制 に関する法律が制定され て い る｡ も ちろん全て の人が こ

の ような生活 リ ズ ム で過す こ とが できたわけで は ない だろうが , 福井 は ｢ 労働時間が短縮

され ､ ヴァ カ ン ス の期 間が延長するに応 じて ､ 自由時間をどの ように つ か うかが 人生にお

い て大きな意味 を持 つ ようにな っ た｣
( 2 3 )
と述 べ て い る ｡ また 同氏 は 7 0 年代 にか けての 自

由時間 の過 ご し方に 関 して ､ 個別化 ､ 個人化と い う変化を指摘 して い る｡ 自分 の 家､
自分

の部屋と い っ た個別 の空間で余暇が過 ごされ る こ とが 多く な っ て きて い る の で ある｡ さら

に 同氏 は ｢ 地域で の 文化 セ ン タ ー や図書館 の 建設 などを推進 して い るが ､ 個人化 の趨勢の

なか で ､ 若 い 世代 をひき つ ける こ とは簡単で は ない｣
( 2 4 )
と

､
余暇と 文化活動 を結び つ け

る こと の 困難さを指摘 して い る｡

次 に ､ フ ラ ン ス の 人 口動態を考察す る｡ フ ラ ン ス の 人 口 は 1 9 3 6 年 に は 4 1 4 8 万人で ある

が ､ 第二 次世界大戦 を経て 19 4 5 年 には 3 9 7 0 万 人ま で落ち込 む ｡ しか し､ そ の 1 9 4 8 年ま

で に人 口 を戦前 の 水準に戻 し､ 1 96 0 年に は 4 5 6 8 万 人 ､
1 9 7 0 年 に は 5 0 7 6 万 8 千人にまで

増加 した ｡ 特 に 1 9 4 5 年か ら 1 9 6 5 年かけて の 2 0 年 間にお お よそ 1 0 0 0 万 人近い 人 口 が増

ー
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加 して い るの で ある｡ それ だけで はなく こ の 時代 には 死 亡率も順調 に低下 して い っ て い る ｡

とく に乳児死亡 率 の激減は著しく ､ 1 9 2 0 年に は新生児 1 0 0 0 人当た り 1 2 3 を超 えて い た の

が第二次世界大戦後 の 1 9 4 6 年 には 7 7 .8 まで 改善され て い る｡ さらに ､
1 9 5 0 年 には 5 1 .9

､

そ して 1 9 6 0 年 には 2 7 .4 まで達 して い る｡ そ の 後も 1 9 7 0 年 には 1 8 . 2 となり ､
1 9 8 0 年代

には 1 0 を切 る ように な っ た｡ また平均寿命に つ い て も 1 9 3 0 年 の 女性 6 2 歳 ､ 男性 5 6 歳

か ら 1 9 9 0 年代の 女性 8 1 .3 歳､ 男性 7 3 . 1 歳 - と高度経済成長期 を通 じて延 びて い っ て い

る｡ そ の 後フ ラ ン ス の 出生率は先進国同様低下 して いく こ とに なり フ ラ ン ス は先進 国の 共

通の 特徴で ある少産少死型の 社会にな っ て いく わけで あるが ､ 1 9 6 0 年代は まさにそ の 過渡

期 で あると言 える ｡

こ の よ うな人 口 の 変動 は全体の 総数 には見 られ ない 個々 の 家族 の 変化 をともなうも の

で あ っ た ｡ 福井 は ｢ フ ラン ス では 1 97 0 年代 に家族の あり方や人々 の 意識 に大きな変化が

生 じて い っ た｣
( 2 5)
と述 べ て い る｡ こ の ような意識 の変化は 1 9 7 0 年代か らの 離婚件数の急

増や ､ 非制度的な結婚の 増加 などの 現象と して生 じる こ と に なる｡ 1 9 7 2 年に は 4 万 3 0 0 0

件 の 離婚件数が 1 9 8 5 年 には 1 0 万件を超える ｡ ま た ､ 結婚件数は逆に 1 9 7 2 年 の 4 1 万 6 0 0 0

件か ら 1 9 8 5 年 に は 2 7 万件 と急落 して い る｡ つ まり ､ 結婚に対す る離婚 の割合が急増 して

い るの で ある｡ また ､ 教会で結婚式 を挙げる率も 1 9 6 0 年代初め に は全体 の 8 0 パ
ー

セ ン ト

近く で あ っ た の が 1 9 8 5 年には 6 5 パ ー セ ン トにまで下が り ､ 教会を中心 と して ｢ 家族 の危

機｣
( 2 6 )
と言われ る ようにな っ た ｡ さらに こ の 意識 の 変化は ｢ 同棲｣ と い うそれまで社会

■

的に低 い 階層や特殊 な人 々 の もの とみなされ て い た非制度的な結婚 を後に耐度上 の 結婚数

を上 まわらせ る こ と に なる｡ これらの 現象は 1 9 7 0 年代以降には っ き りと現れてく る こ と

で あるが ､ 福井は 1 9 6 8 年の 五月 運動が かなり の衝撃力を持 っ た と思うと述 べ るの に加 え

て ､ ｢ そ の 変化の 先が けはすで に 6 0 年代なか ばに あらわ れて い た｣
( 2 7 )
と 1 9 6 0 年代 の 経済

成長 に よ る産業構 造の 変化 から始ま っ たと して い る｡

そ して ､ 家族 の 変化 の 背景には女性の社会進 出が 考えられ る｡ 1 9 6 0 年代にお ける経済発

展と技術革新は 家事 の あり方を大きく変えた｡ 既製品が安く手 に入 る ようにな っ た の で 家

で縫う必要もなく なり ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト､ 冷凍食品の発展 ､ 冷凍冷蔵庫の 普及 は食生活

を変え､ 洗濯機 ､ 掃除機などの 家電製品は家事 の 手間を大きく軽減させ た ｡ そ れと同時に

産業化が進 み 第三次部門の増加が進む 中で女性 は新た なか た ちで
( 2 8)
労働市場 に参加 して

い っ た ｡ サ ー ビ ス 部 門を中心 に女性 の 進出が急速に進み資格や能力 しだ い で高 い社会的地

位に つ く こ ともでき る ようにな っ た ｡ そ して ､ 仕事 と育児 を両立 させ る こ とは困難なこ と

･
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で あ っ た が ､
7 0 年代以降には子 どもをつ く っ て い た 女性が働く こ とはもはや普通の こ とで

あっ た ようで ある｡ こ の ように女性参加が達成できてきた要 因と して , 女性だけの意識の

変化で は なく男性 の 女性 に対す る意識 の 変化も注 目 しなけれ ばならない ｡ 福井は ｢男女の

固定化 された役割分担 に基礎 を置く近代家族はもはや モ デル と して の 地位を失 っ て い ると

い っ て よ い｣
( 2 9 )
と ､ 性役割の モ デル が 失われ社会 の 変化 の 中で多様 な男女関係 が存在 し

始 めて い る こ とを指摘 して い る｡

次 に フ ラ ン ス の 政 治の 様 子 を探 り た い ｡ 1 9 5 8 年 の ド ゴ ー ル(C h a rl e s d e G a u ll e

1 8 9 0
･

1 9 7 0) の 大統領就任 によ っ て フ ラ ン ス は第四共和制 を経て 第五共和制 - と移行 した ｡

第四共和制にお い て は ､
大統領は ほとん ど力 を持たず政党主導の 政治で あ っ た ｡ しか し､

第五共和制 で は ､
大統領は 首相の任命､ 解任､ 国民議会の 解散とい う強い 権限を持ち､ 重

要問題に つ い て は政府また は上院 ･ 下院､ 両院の提案に基づ い て 国民投票 を実施 した り ､

非常事態に は非常事態措置権を発動す るこ とが できた ｡ ま た そ の任期 は 7 年と長期的な政

策が可能なもの とな っ て い た｡ こ の ような政治的変化にお い て梶田孝道 は ｢議会 の孤立 ､

及び 中小 商工業者の 孤立 が顕著となる ( 中略) 周辺 地域や さま ざまな中小商工業者も､ か

っ ては議会 ､ 国会議員 を経由 して 国家に働き かけて い た が ､ 政治家､ 地方名望家の 権力が

弱体化 し ､ こ れ らの 中/J ､ 商工 業者や後進地域の要求提示回路 の狭/J ､ 化がお こ り ､
いまや行

政や政府 を直接の 標的 と して行動 をお こす以外 に なく な っ てく る｣
( 3 0 )
と

､ 中央 と地方 と

の 格差が広が っ てお り ､ 5 0 年代後半か らの 高度経済成長期 の 特徴の
一

つ と して周辺地域に

お ける周期的な抗議行動を指摘 している ｡

ドゴ
ー ル 政権の 1 0 年間 ( 1 9 5 8 - 1 9 6 8 年) は 高度経済成長期 と重 なっ てお り ､ 植 民地問

題 の解決以降の 人 々 の 関心 に つ い て梶田 は ｢ ほぼ 『経済』 と 『外交』 に集中して い たと い

っ て も過言で は ない｣ と述 べ ､
｢ こ の 1 0 年間にお い て欠如 して い た の は ､ なに よりも 『社

会』 で あり 『社会運動』 で あっ た と い える｣ と して い る ｡ そ して ､ 高度経済成長の 達成 に

よ っ て ｢ 人 々 の 関心 は しだい に社会的 ･ 文化的領域に 向か う ようになる｣ と ､ 高度成長期

には経済が 関心 の 中心 で あっ たの がそ の 達成とともに社会に 関心が移 っ て い っ たこ とを明

らか に し､ それが 1 9 6 8 年 の学生 , 労働者に よ る反政府運動 ､ す なわち 5 月革命とい う形

であらわれ た と して い る
( 3 1 )

｡ 五月革命が生 じた理由 に つ い て容易 に説明す る ことは でき

ない が ､ 福井 は ｢ 直接に は ､ 現代社会の変貌の なか で大学で の 知的経歴 を求め る若者がふ

えた にもか かわ らず ､
大学に代表 され る高等教育制度が こ れをう けとめ る こ とが できずに

破綻 して い た とい う状況 に ､ 由来 して い た｣ と 中心 的要因を説明す る｡ しか し､ 同氏は そ

･
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れに加 えて こ の 運動 に よ っ て追及され るもの が ｢ 大学と い う狭 い 制度の範囲を大きく超 え

るもの で あ っ た｣
( 3 2 )
と単に大学制度に対す る批判 で なく ､ 学問の 問 い 直 しで あっ たと し

て い る｡ 1 9 6 8 年 の 5 月革命は人 々 の 社会 - の 関心 の 高まり を表すも の で あり ､ そ れが 7 0

年代以降の エ コ ロ ジ ー

､
フ ェ ミ ニ ズム ､ 地域主義運動 な どに つ なが っ て い くも の で ある と

い われ る こ とを触れ ておきたい ｡

次に ヨ ー ロ ッ パ の
一 国家と して の フ ラン ス の 動向を考察す る｡ 1 9 5 2 年に ヨ

ー ロ ッ パ石 炭

鉄鋼共同体(E C S C) が発足 した｡ これは ｢ ロ レ ー ヌ 地方 の 鉄鉱石 とル ー ル 地方 の 石炭を西 ヨ

ー ロ ッ パ 6 カ国が 共同管理 にあた る｣
( 3 3)
と い うもの で ある｡ さらに こ の 7 年後 の 1 9 5 9 年

に は ヨ
ー ロ ッ パ 経済共同体 ( E E C) が設立 され る｡ これ は ｢ 戦後の 食料不足 か ら域内農産

物 を保護 しそ の 増産 をはか るた め に ､ 西 ヨ ー ロ ッ パ諸国が 国家主権の
一

部 を放棄 して農産

物 を共 同管理 しよう とす るもの である｣
( 3 4)
と い う こ とで ある｡ そ して ､

1 9 6 7 年に は E C S C ､

E E C と ヨ
ー

ロ ッ パ 原子力共同体 (E U R A T O M ) がひ と つ にま と め られ ヨ
ー

ロ ッ パ 共同体

(E C) が誕生す る｡ 長部は ｢ E C の創設に より ､
フ ラ ン ス 経済の ヨ

ー

ロ ッ パ 化が大きく進

ん だ｣
( 3 5 )
と して い る ｡ フ ラン ス は植民地帝国を築きあげて い た の で通商関係 は 旧植民地

間 の比 重が圧倒的に 大きか っ た ｡ しか し ､
E E C の 発足 に よ り 1 9 5 8 年 か ら 1 9 6 6 年 に は E C

加盟 国 - の輸出が 旧植民地 - の もの を上回る ように なる｡

以上 ､ フ ラ ン ス 社会 を経済､ 科学技術 ､ 人 口動態 ､ 政治 ､
ヨ

ー

ロ ッ パ の 視点か ら考察 し

た ｡ こ の こ と か ら 1 96 0 年代は激動 の 時代で あり ､
そ の変化 の速度が 非常に速 い こ と がそ

一

の特徴で あ っ た と い える｡ 高度経済成長は急速 に進み多数 の市民が 生活 に豊かさを獲得し ､

彼らの 関心 ご とは経済的なこ とか ら社会的 ､
文化的 なこ とに向か っ て い っ た ｡ また ､ 科学

技術の発展 は労働形態 の 変容 ､ 情報 の 高速化 ､ 移動 の 高速化 ､ 家電製品の 普及に よ る家事

の軽減な ど人 々 の 生活様式そ の もの を変えて い っ た ｡ そ して ､ 科学技術は 1 9 70 年代 ､
1 9 8 0

年代 - と そ の 変化 の 速度を
一

層加速させ てい くの で ある｡ こ れらの 意味で こ の科学技術の

発展 の加速化が社会 の 変化 の重要な要因とな っ て い る こ とが い える ｡ そ して なに より ､ 長

部が フ ラ ン ス 人 の 間に｢ 持続的な変化や拡張を積極的に受 け入れ る精神的風 土が 定着 した｣

( 3 6)
と い うよう に ､ 人 々 が変化 を当然視する ように な っ たこ とが こ の 時代 の 変化 の 特徴で

ある とい える｡

次節で は こ の よ うな急速な変化の 途上 にある フ ラ ン ス 社会に ける教育の 様子 を考察して

い きた い ｡

･
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第3節 1 9 6 0 年代の フ ラ ン ス の教育

1 9 6 0 年代に は人 々 の意識や生活様式の 変化 が生 じ多様化 して きて い るが ､ こ の 時期に教

育は どの ような問題 を抱えて い たの で あろうか ｡ それ は ､ 社会 の 変化 から生 じた新 しい問

題で ある かも しれ ない し､ か つ てか らい われて い るような問題が依然と して問題 と して あ

り続けて い る と い う こ とか も しれ ない ｡ そ の 答 えを探 る べ く ､
オ リ ヴィ ェ ･ ル ブ ー

ル

( 0 1iv i e r R e b o u l 1 9 2 5
･

1 9 92) の 著書を手が か りと した い ｡ ル ブ ー ル は ラ ン グラン とほ ぼ

同時代を生きたフ ラ ン ス の教育哲学者で ある ｡ 彼は生涯 ､ ｢ 教育とは何か｣ ､ ｢ 学ぶ こ とは何

か｣ とい う問い に つ い て応え続けた｡ そ して ､ 1 9 7 1 年に 出された 『教育は何 の ため に』 に

お い て教育の 在る べ き姿を説 い て い る｡ こ の 著書で ル ブ
ー

ル は教育学社 ､
心理 学者､ 哲学

者 ､ 文学者 また は社会調査などを引用 しなが ら家庭や学校 にお ける教育の 様相を明らか に

し
､
それ らに対 して様 々 な批判 をしてい る｡ これ らの批判 を手が か りに 1 9 6 0 年代の フ ラ

ン ス 社会 の 教育の状態と問題を明らか に した い ｡

ル ブ ー ル は 『教育と は何の ため に』 の 中で ､ 1 9 世紀に お い て 学校 は希望 の シ ン ボ ル で あ

っ た と ､ ヴィ ク トル ･ ユ ゴ ー ( Ⅵ ct o r H u g o 1 8 0 2
- 1 8 8 5) の ｢ 学校 を開き ､ 牢獄 を閉 じよ｣

と い う言葉を引用 して述 べ て い る｡ と こ ろが ､
こ の本 が 出版された 1 9 7 1 年当時 の 学校 に

っ い て ､ ｢ 学校そ の もの が 牢獄 と化 して い る｣
( 3 7 )
と批判 して い る｡ 1 9 7 5 年 には ミ シ ェ ル ･

フ
ー コ ー

( M i c h e l F o u c a u lt 1 9 2 6
･

1 9 8 4) が 『監獄 の誕生』 の 中で ､
それ まで の 研究に よ

っ て 監獄と学校の 類似性を歴史的に学校や牢獄 の 建築構造か らよ り理論的 に指摘 しまとめ

て い るが
､
ル ブ ー ル は 1 9 7 0 年におい ても学校が 牢獄 で あると いう の で ある. そ の 牢獄と

比唆 され る学校とは い か なるもの であ っ た の か ｡

まず ル ブ ー ル は バ タ ロ イ ン ､
ベ ル ジ ェ

､
ワ トラ

ー の 共著 『学校 の 再興』 で 主張 され る フ

ラ ン ス の 学校 - の 批判を引用 して次の ように述 べ て い る ｡

｢ そ の攻撃 は ､ 単にす し詰め学級や予算不足 に向けられて い るだけで なく ､ 出来るだ

け迅速に 出来 るだ け多くの こ と を教える とい う基本的原 理 に た っ て い る フ ラ ン ス の 学

校教育の教条性 ･ 権威性に向けられて い る｡ そ の よう な学校教育の結果と して 『気狂 い

沙汰』 とも言う べ き教材過多現象が生 じるの で あり ､
生徒お よ び教師 の 能力 の 浪費, 港

第や退学の 恐 る べ き高い パ ー セ ン テ ー ジ ､ 多く の努力 に反比 例す る貧弱な知識 とい っ た

現象が 生 じる の で あると述 べ られて い る｡ ｣
( 3 8 )

こ れ は
､
い わゆる ｢ 詰 め込み 教育｣ に対す る批判で ある｡

また
､
ル ブ ー

ル は バ タ ロ イ ン らの批判に加 えて フ ラン ス の 教育の 問題点 を次の ように指

-
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摘す る｡

｢ フ ラ ン ス の 教育を考えれば, それはあた かも ､ まだ時期早尚なの にもか かわらず子

どもに徒弟奉公 させ る ようなも の で ､ 身体の 活動 ､ 睡眠 ､ 遊び ､ 観測 ､ 創造 と い っ た ､

児童期 の基本的欲求をす べ て なお ざり に して 考慮 しな い ｡ 当然ながら ､ 教師は生徒に正

しい動機付 けを与 える こ とが できず ､ 生徒には迂遠に しか思 えない 訓練を課 した り ､ 常

識を超 えた残酷な罰 を加 えた り ､ 競争心 をあお っ た りす る結果 となる｡ そ して ､ 出来 る

生徒とい われ るもの でも ､ 往々 に して順応
一

辺倒の 人間となり ､ 責任感 を欠く物織りぶ

っ た大の ようにな っ て いくの が多い の で ある｡ ｣
( 3 9 )

こ の ように ､ ル ブ ー ル は学校教育の 中で児童が 見捨 て られ て い る こ とを強調す る ｡ これは

1 9 世紀末 に始ま っ た新教育運動の 流れに沿うもの で ､
ピア ジ ェ な どの 心 理学者や フ レ ネな

どと同様に児童 を中心 に考 える こ とに対 して は 肯定的で あるとい える
( 4 0)

0

さらに
､
ル ブ ー ル の 学校 - の 批判 は続く ｡ ル ブ ー ル は アメ リカ とフ ラ ン ス の 学校の 相違

点を強調 しなが らもポ
ー

ル ･ グ ッ ド マ ン (P a u l G o o d m a n 1 9 1 1
･

) の論策『間違 っ た義務

教育』 を引用 し､ そ こ に共通の 学校批判が見られ る と して次 の よう に述 べ る｡

｢す なわ ち学校 は ､ 金持ちになれ る職業に ( 子 どもの) 知育を捧げて ､ そ こ に近づ け

ようと して い るわけで ある｡ 大企業の た めに少数 の エ リ ー トを選良す る
一

方で ､
しか し

なが ら八 五 パ ー セ ン トを数えるそ の 他大勢は ､ 自らの 時間と努力 を消費す るだけで ある｡

感情面で の 混乱 も重大である｡ 若者 は無にも等 しい こ の 教育を受 けなが ら ､
実際は

一

日

平均十分 ぐらい しか授業に 出ずに ､
あとは夢想 に走る ありさまで ある ｡ そ こ で彼らの 抑

圧された 怒 りや屈辱感 は 『反抗的 な愚か しさ』 の か た ちをと っ て表面化す る よう にな

る｡ ｣
( 4 1)

産業化が 進む社会 にお い て ､
少数 の 支配階級 の ため に学校が エ リ

ー

トを選良す る役割を担

っ て い ると い うの で あ る｡ つ まり ､ 試験に有利 な支配階級 の 子 が優秀な学校 に いく こ と を

可能と し､ そ れ以外 の もの を優秀な学校か ら排除 して い る｡ こ れは 学校 の 複線型
( 4 2 )

へ の

批判 とい える ｡

ル ブ ー ル は こ の ような学校に対 して ｢ 何の 役に た っ て い る の だろうか｣ と自問 して い る｡

そ して ､ そ の 役 目を小学校で は ｢ 社会の秩序を維持させ ようと してそ の 守 りに あた っ て い

る｣ ､ 中学校と高校 では ｢ 訓練と洗脳をする 『捕虜収容所』で あり ､
お か げで政治 の 手間が

省 ける｣
( 4 3 )
と応 えて い る ｡ こ の ように ､

フ ラ ン ス の 古典主義的な教育
( 4 4)
に対 して強 い批

判が なされ て い る｡ もちろん ､
ル ブ ー ル 自身も ｢ 児童の 多くは ､ 現在の 学校教育に満足 し､

･
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自己 の 開発 を成 し遂 げて い る こ ともた しかで ある｣
( 4 5)
と学校が果 た して い る役割を認 め

ては い るが
､ 同時 に ロ ベ

ー

ル ･ サ バ チ エ が 1 9 7 0 年 に出 した調査結果 を引用 し ｢ フ ラ ン ス

人 の 5 8 パ
ー

セ ン トは 学窓を離れ るや全然本 を読ま ない し､ 7 5 パ
ー セ ン トは コ ンサ ー トに

縁が な い し ､ 平均読書時間は
一

日四十八分で ある｣
( 4 6)
と フ ラ ン ス の 伝統的な学校が正 し

く機能 して い ない こ とを指摘 して い る ｡ こ の こ とか ら､ 少 なくとも ユ ゴ
ー の 言うような希

望 の シ ン ボ ル と なり える ような役割 を果た して い ない こ とが明らかで ある し､ 学校が十分

な役割を果 た して い るとは い えない ｡

で は こ の よ うな学校の 問題の 背景には何が あるの だ ろうか ｡ ル ブ
ー ル は学校 の 問題 に つ

い て教育学に求 め るの では なく ､ 政治的問題 と して の解釈 に よ っ てそ の原因を追究 しよう

と して い る ｡ つ ま り彼 に よると ､ 学校が圧迫や選別 の 場と なるの はブ ル ジ ョ ア社会の 学校

で あるか らだと い う｡ ｢ 学校は ブル ジ ョ ア社会に 必要な教育を供給 し､ 大衆を紐 で縛り つ け

なが ら産業側 の 要求に答えようと して少数 エ リ ー

トを選 び抜く ような教育を行 っ て い る｣

( 4 7 )
の で ある ｡ そ れ は具体的に どうい う こと なの だ ろ うか ｡ もう少 し詳 しくル ブ

ー

ル を見

て い きた い ｡

ル ブ ー ル は
､ 本来 ､ 学校 とは全て の子 どもに対す る機会均等を保障するも の で あり社会

的不平等 を減殺 して い く べ きもの だが ､ 実際には そ の反対 にブル ジ ョ ア に有利 な選別 を行

うこ とで不 平等を より確固た るもの に してい ると い う の で ある｡ 確か に ､ ブル ジ ョ ア の 子

どもは家庭 の 教養度の 高さか ら試験 にお い て有利 で ある し､ 逆に
一

般 の子 どもは不利 で あ

る と い える . 実際に労働者や農民d 子 どもが大学に進学す る こ と は ごく稀だ っ た .

さらに学校教育は そ の 内容か ら見て 階級教育に な っ て い ると い う｡ ル ブ
ー

ル はア リス ト

テ レ ス が過去に指摘 した ように社会が 二重構造の 文化形態 に基づ い て い る と い う｡ そ の 二

重構 造の 文化を構成す るの は ､ 労働者階級の 文化 と有産階級 の文化で ある ｡ こ の ような二

重 の 文化 は ､ 技術教育と文化的教養の教育､ 労働と余暇 ､ 実践と理論 ､ 物質と精神と い っ

た対立 を生み 出す の だとい う｡ つ ま り ､ 労働者は労働者と して の 技術や実践 を学び ､ 有産

階級 の者は文化 的な教養を学び ､
精神世界にお ける理論 を学ぶ ､ とい う ような対立 ､ ある

い は分離を階級教育が 生 じさせ るの で ある｡ 当然 ､ 有産階級は総人 口 に対 して少 ない割合

である か ら､ 教育が社会の 多く の人々 を文化的教養か ら疎外 して い ると い える｡

こ こ で
､ 学校教育 - の 言及 をひ とまず終えて 学校外の 教育に つ い て考察 した い ｡ 教育が

行われ る場と して家庭も重要な役割 を担 っ て い る こと が考 えられ るが ､
ル ブ ー ル も家庭 に

お ける教育の役割 を非常に大き い もの である とみ な し､ 1 9 6 0 年代 に は家庭教育 - の 批判 を
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行 っ て い る｡ 当時の 高度経済成長に よ っ て家庭 も大きく変化 して い るこ とは既 に述 べ た が ,

そ の 変化 の様 子 をル ブ
ー

ル は次の ように捉えて い る｡

｢ 現代世界 にお い て ､ 家庭 は事実 ､ か なり弱体化 した ｡ 家庭 は夫婦単位か ､ ま たは 子

どもが い て もごく少数に限られ ､ 規模か ら して縮小 して い る｡ そ の 上機能上も ､ 縮小 し

て い る｡ なぜ なら, 家庭 はもはや ､ 寝るため と食 べ るた め の 共同体で しかな い の だか ら｡

最後 に家庭 は ､ 権威の 面で も制限される ように な っ た｡ 子 どもに対す る親の ,
とくに 父

親の 権威が ､ 国家にと っ て代わられただけで なく ､ 父 の権威は習慣や考え方 の 変化 の た

め に ､ 大きく制約 される ように な っ た｡ 親だか らと い っ て ､ も はや子 どもの 結婚や職 業

を左右す る こ とは 出来ない ｡ 親はもう ､ 何
一

つ 決定できなく な っ て い る ような印象をう

ける こ とも しば しばで ある｡ ｣
( 4 8 )

つ ま り ､
ル ブ ー ル は家庭の 変化を第

一

に家庭 の核家族化 の進行 に よ る家庭規模の縮小 ､ そ

して 第 二 に家庭 の 機能上 の縮小とい う二 点に代表 させ て い る｡ そ して彼は これらを総 じて ､

家庭 の教育力が低下 した と捉 えた の で ある｡

しか し
､ 例 え家庭が ｢ 寝るた め と食 べ るた め の 共同体｣ で あろうと も､

一 見親が子 ども

の 人生を左 右す る こ とが 出来なく な っ てい る ように見えた と しても ､ それで もやは り親の

権力は全て の権威の 中で最も絶対的で ある の だとル ブ
ー ル は い う｡ 親は子 どもの 生死 に つ

い て の権利は もたな い がそれで も子 どもは親 の力 に よ っ て 生き ､ 守られて い る と い うこ と

は疑 い ようが ない ｡ ル ー ブル の家庭 - の批判 は こ の親の 持 つ 絶対的な権威に対す るもの で

I"
ぁるとい う こ とがうか が える . ル ブ ー ル は同時代 の フ ラ ン ス の 哲学者サル

`

トル の ｢ 子 ども

をつ く る ､ これ ほ ど良い こ とは ない ｡ が ､ 子 どもをも つ ､ 何 と い う間違 っ た行為か ! ｣
( 4 9)

と い う言葉を挙 げ､ 親が子 どもを所有して い る状態に ､ 家庭 が非難され る理 由が あると考

えて い る｡ これ はたん に親が利己的で あっ た り ､
夫婦 間が うまく い っ て い ない 場合の み話

で は ない の で ある ｡ そ の ような場合で あれば親が子 どもを思 い通 りに ､ 時 には道具の よう

に扱うようなこ とも考えられ るだろう｡ しか し､ 愛情溢れ る家庭 にお い て い か なる問題が

ある の だ ろうか ｡ ル ブ ー ル はア ン ド レ ･ ジ ッ ドの ｢蜜房的体制｣ と い う言葉を使 い愛情溢

れる家庭は 同時 に子 どもを精神的成長や自己解放 ､ そ して自己克服 を抑圧 して い ると い う｡

なぜ なら家庭が まとまり をも っ て存続でき るの は ､ 子 どもを含めた家族構成員 がみ な与 え

られ た役割を変わ る こ となく遂行す るか らなの で ある｡ つ まり ､ 円満 な家族の ため に子 ど

もは 自己を押 し殺 し生活 しなければならない の で ある｡ ル ブ ー ル は青年期 にお ける子 ども

の 突然の犯行や変貌は こ の こ とに由来すると して い る｡ もちろ ん ､
そ の ような こと が親に

･
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は納得が い か な い の は当然で ある｡

最後に ル ブ ー ル は家庭 - の批判 を ｢ つ ま り全体的 にみ て ､ 専断と思える ような親の 権利

を基礎 に して成り立 っ て い る家庭 は ,
子 どもを窒息させ る こ とで ,

子 ども を保護 して い る

の で あり
､ 子 どもを凍結させ る ことで ､

子どもを育て て い る の で あ る｣
( 5 0 )
と結論付けて

い る｡ さらに こ の批判自体は早く は聖書か ら言われて い る こ とで あり ､ プ ラ トン の 『国家』

にお い て も家庭 の 権威 - の批判は なされて い る とい う｡ ル ブ
ー ル が こ の 時代に強調 して い

る こ とは
､
これ らの 批判が長 い 時間を経て減少す る どこ ろか さらに強ま っ て い るとい うの

で ある｡ そ の 原因は 1 9 6 0 年代にお ける家庭 の 変化に ある ようで ある ｡

上記 の よ うな円満で あろうと上手く い っ て なか ろうとも ､ 家庭 の 中で子 どもた ちは自己

主張 できなく なり自分を押 し殺 して い ると い う問題 の 原因は どこ か ら来 るもの なの だろう

か ｡ ル ブ ー ル は家庭 の規模が ｢ 縮小 され てい るに もかか わらず ､ そ の きずなが ､ 実際には ､

より堅く締 め直され て い るか らで あり ､ 対外 的機能をほ とん ど失 っ て しま っ た にもかか わ

らず ､
二 つ の 点で機 能が強化 され て い るた めで あ る｣

( 5 1)
と指摘 して い る｡ 高度成長期 に

お ける家庭 の 核家族化や マ ス ･ メ デ ィア の普及や移動 の 高速化 に伴う行動 の個別化は ､ 家

庭 を小規模で 社会 の 中で孤立 した存在に した o そ して そ の こ とが 家庭 内の 二 つ の機能 ､ す

なわち ､ 子 どもを保護す る機能, 教育をす る機能 を強化 して い ると い うの で ある ｡ 大衆の

中で 人は孤立 した存在 とな っ てきて い るが ､ ひ と りで は何もできな い の で 家庭 と い う人の

つ なが り の 必 要性 が強くなり
,
子 どもは 一 層 に家庭 に よ る保護を必要 とす る｡ また村落

･

教会 ･ 露店 な どと い っ た伝統的な薮育環境が 無く なり ､ 学校が知育専莱
( 5 2)
の場 にな っ て

い る社会で は家庭 の みが広義の 教育の機能を果た して い ると い う｡

ル ブ ー ル は ､ 人 間が社会 から孤立 し社会がそ の教育機能を失 い つ つ あるなか で ､ 規模が

小さく なり親 の価値観も通 じぬ ような家庭を問題視す るとともに ､ それで も家庭 に教育の

場と して 重要な役割 を求め なければならない と い う状況 を危倶 して い る ｡ ま た ､ ル ブ
ー ル

が既 に地域社会 の教育力をほぼ無 い もの とみ な し､ 教育の場 を学校と家庭 に特定 して論 じ

て い る こ とに も注 目 して おきた い ｡

以上 ､ 1 9 6 0 年代 の 教育の 問題を考察した｡ ブル ジ ョ ア を中心 と した産業社会 の なかで 学

校が ブル ジ ョ ア 中心 の社会構造 を維持す るた め の 学校 である と こ ろに ､ 1 9 6 0 年代 の学校教

育の 問題 が 生 じて い る とい う ことが い えるで あろう｡ それは ル ブ
ー ル に よ っ て ｢ 詰め込 み

教育｣ ､ ｢ 児童 を中心 に置かない 教育｣ ､ ｢ 学校 の複線型｣ と批判 され るの で ある｡ さらに家

庭にお ける教育力 は低下 して い るにもか かわらず ､ 子 どもと社会 との つ なが り が薄れた た
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め学校外教育と して の家庭の機能 に人々 は頼 らざるをえなか っ た の で ある｡

で は ラ ン グラン は上述 の社会の 変化 とそ こ か ら生 じる教育の 問題 に対 して ､ そ の生涯教

育論 で どう答 えようと した の か次節で見て いきた い ｡

第4 節 ポ ー ル ･

ラ ン グラン と 1 9 6 0 年代の フ ラ ン ス

『生涯教育入門 第
一

部』( 1 9 7 0 年) の 第 1 章にお い て ､
1 9 6 0 年代 の 社会の 変化 の 様子

を ､
｢ 現代人に対す る挑戦｣ と して ｢ 諸変化 の加速｣ ､ ｢ 人 口 の 増大｣ ､ ｢ 科学的知識及 び技術

体系 の進歩｣ , ｢ 政治的挑戦｣ ､ ｢ 情報｣ ､ ｢ 余暇活動｣ , ｢ 生活 モ デル や諸人 間関係 の 危機｣ ､ ｢ 肉

体｣ ､ ｢イデ オ ロ ギ ー の 危機｣ の 9 点に代表させ て い る
( 5 3)

｡ そ こ で ､ 本節で は これ らを詳

しく考察し､ 1 9 6 0 年代 の社会の 変化 に対 して ラ ン グラ ン の生涯教育論が どの ように機能 し

て いく の か を明らか に した い ｡

第
一

に ｢ 諸変化 の 加速｣ に つ い て述 べ た い ｡ ラ ン グラ ン は古代ギ リ シ ャ の 哲学者 - ラク

レ イ トス の 言葉 ｢ パ ン タ ･ レ イ｣ す なわち ｢ 万 物は流転す る｣ を引用 し人類 の歴 史にお い

て社会の 変化は何も新 しい もの で は ない と し ｢ 昔の も の と現代 の もの との相克は歴史 の 常

であ る｣ と述 べ て い る ｡ しか し続 けて ｢ 新しい こ ととい えば ､ それ は変化 の リ ズム の加速

とい うこ とで ある｣ と述 べ ､ 変化 が生 じて い る こ と は変わらない が ､ そ の変化 の加速化が

1 9 6 0 年代 の 特徴 で あると見て い る｡ そ の 変化 の 加速 の様子に つ い て は ｢何世代 にも及ぶ 労

力を要 した ほ どの 改革が ､ い まや た っ た
一

世代で達成され る｣ ､ ｢ こ こ 十年毎 に ､
以前の解

■ー
釈で はもはや こ と足 りなくなるほ どの大変化 を呈す る ような､ 物的 ､ 知的て

p
道徳的世界に

対面させ られ て い る｣ と､ 1 9 6 0 年代 の社会の 変化 の 速度が過去 の もの と比 べ ようが ない も

の で ある こ と を明か に してい る｡ さらにそ の 社会を生き る人々 に対 して ､
｢ 精神は諸構造 の

発展 との 関係 で ､ しば し遅れ をと っ て い る｣ と社会 の 変化 に比 べ 精神的発展 が追 い つ い て

い ない こ とを指摘 して い る｡ つ まり ､
｢ 世界は ､ もはや人々 が子 供の ときか ら自分で築きあ

げてきたイ メ ー ジと似 たもの で は なく なっ て い る ｡ そ れ は人々 に と っ て 理解 し難 い もの に ､

そ して急速に敵対的なもの に なり つ つ ある｣ と い うこ と で ある｡ こ の ような社会全体の 変

化が急速な状況が ､ 生涯教育と いう新しい 道を要請 して い る と ラ ン グラ ン は考えて い る の

で ある｡ ラ ン グラ ン は ｢ 世界 を､ 政治的次元 ､ 物 理的次元 の 両方にお い て ､ そ れが現 に あ

るが まま に ､ そ れが成るが ままに 理解する こ とは ､ 人生の 現実と , 各人が そ れ に つ い て獲

得 しなけれ ばならな い認知との 間の 均衡の 変わる こ と の ない 必 要条件で ある｣ と して ､
そ

しても しこ れ を怠 るなら ｢ 人々 は ､ 自分が生きて い く ように運命付 けられ て い る環境の 中
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で異邦人と な っ て しまう｣ と述 べ ､ 社会の 変化を認識 し､ 自分 自身が生き る社会 と自分の

精神 を常に
一

致させ続 ける努力が変化の 急速な社会にお い て は必 要で ある とそ の 理由を明

らか に して い る｡

第二 に ｢ 人 口 の増大｣ を見てみ た い ｡ フ ラ ン ス で は 1 9 6 0 年以降人 口 は急速に増大 し平

均寿命も延 びて い っ て い る｡ また ､
フ ラ ン ス だけで なく人 口 の 増大と平均寿命の延 びは世

界的視点 か ら見て も同様 で あっ た ｡ ラ ン グラ ン は ユ ネ ス コ の 成人教育長 とい う立場である

の で
, 世界 の視点に立 っ て人 口の 増加 を量的な視点と質的な視点か ら述 べ て い る ｡ まず ､

量的な視点 からは単に人 口の 増大とい う問題 だけで は なく ､

｢ 人 口増加 と平行 して教育を受

ける普遍的な権利 に つ い ての ､
全く正当化され て い る感情が発達され るだけに ､ なお さら

の こ とで ある｣ と教育を受ける権利が浸透 した結果 ､ よ り
一

層教育 - の 受容が増加す るこ

とに なり
､ 学校 とい う施設だけで は こ の要求に こ た える こ とが でき ない こ とを指摘 して い

る｡ そ して ｢ 伝統的な制度の 効果が どん な迅速且 つ 大量的で あろ うとも ､ 大学や研究所 だ

けで は ､ もはや こ の課題 に応 える こ と はできない｣ と､ た だ既存の 学校 を増加 させれば教

育に対す る受容 に応 えられるわけで はない こ とを述 べ て い る ｡ つ まり教育の質的な面で の

変革の 要請 で ある｡ それ はラ ン グラン が ｢ 教育活動は ､
知識 の 普及や個人や社会が い よい

よ必要とす る教育訓練の 諸類型を確保するた め ､ 学校年齢を超えた後も十分に行われなけ

ればならない｣ ､ そ して ｢ こ の ような活動は ､ 教育の伝統的な機能 を超えた知識 の 普及や訓

練の た め の ,
あらゆる近代的でか つ 巨大なマ ス ･ メ デ ィア の大規模 な活用を抜きに しては ､

思い も及 ばぬ こ とで ある｣ と いうように ､ 教育が 学校とい う人生の 序盤 の 期間で の教育の

み ならずそ の 期間を生涯 に延長 し､ 学校以外 の 場所 で の 教育を模索しなければならない と

い う要請 で ある｡ こ の よ に､ ラ ン グラ ン は こ の 教育の 質的変革こ そが 人 口 の増大 によ る資

源 の 枯渇 とい う問題 を解決 しうると考えて い る の で ある｡

第三 に ラ ン グラ ン は ｢科学的知識お よび 技術体系の 進歩｣ を挙 げて い る｡ 科学技術 の進

歩 は先に述 べ た ｢諸変化の 加速｣ の
一

つ に他 ならない ｡ あえて こ の 項目を立 て る理由は ラ

ン グラン が ｢ 科学技術の諸変革が ､ 人間性全体に しだい に多く影響を及 ぼす ようにな っ て

い る｣ と言う ように ､ 社会を変化させ る主要因が科学技術で あり そ の進歩が社会の 隅々 に

浸透 して い るか らだと考えられ る｡ ラ ン グラ ン は こ こ で 1 9 6 5 年 7 月 に世界各 国か ら ユ ネ

ス コ 本部に専門家が集まり ､
そ こ で行われた ｢ 技師 ･ 技術者｣ 養成 に つ い て の 研究に つ い

て言及 して い る｡ そ こで は技術は 1 0 年で 面目 を
一 新す ると い う こ とが結論づ けられた ｡

そ の 専門家た ちは次 の ようにい う｡
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｢ 従 っ て ､ も し明日 の技術に自分自身を適応 させ る こ とが でき るような技術者を育成

しようと欲す る の で あれば､ 生徒 には何 よりも学ぶ こ とを教えなけれ ばならない ｡ と い

うの は ､ 技術者は生涯学ばなけれ ばならない だろうか らで ある｡ ｣

ラ ン グラ ン は加 えて ｢ 技術者に と っ て真で ある こ とは ､ 医者 ､ 経済学者 ､
そ して

､
文科系

であれ理 科系で あれ
一

般的にい っ て あらゆる分野の 専門家に もあて は ま る｣ と ､ 技術者の

み ならず様 々 な分野に携わる者た ち全てが生涯学び続けなければならな い と して い る｡ そ

して こ の科学技術の進歩は人々 の 生活にまで浸透 して い る以上 ､ 社会 に生き る人々 全てが

学び続けなければならない の である｡

第四に ｢ 政治的挑戦｣ を考察した い ｡ フ ラ ン ス は第 四共和制か ら第五共和制 - と移行 し

て い き
､ 政治的変動 の 大き い時代 を経てい た ｡ そ の ような政治 の 変化 の様子は ラン グラ ン

の 次 の言葉に表れ て い る ｡

｢ 諸概念や諸態度や統治者と非統治者 との 諸関係が ､ 必ず しも五○年前 ､
二○年前あ

る い は つ い
-

○年前に課せ られた もの では ない ､ 選択や地位取得 - と導く と こ ろの ､ 絶

えざる審査 の もと に置かれ ると い っ たこ と を どう して避 ける こ とが でき ようか ｡ 市民社

会 の諸原 理や諸構造 に生 じた諸変化 の結果市民は ､ 適切な訓練 を受 けるの で なけれ ば､

望ま しい 能力 を持 っ て 引き受 ける こ とが 新 しい 課題 や任務を果 たす よ う要請 されて い

る し
､ 今絶えず ､

-

そう要請される こ とに なるだろう｡ ｣

そ して ラ ン グラ ン は ｢ 今日 ユ ネス コ 加盟国で ある
一 三 一

国 の うち三分の
一 以上 が ､

こ の -

○年 の 間に独 立 を獲得 した ばか りの 国で ある｣ と第三 世界 に つ い て言及 L
'

二 先進国で必要

とされ る市民 の 変革に対応す る能力は第三世界で は よ り切実に 必要 とされ ると述 べ て い る ｡

｢ 新 しい憲法 を公布 したり ､ 新 しい型の 行政 をとと の える だけで は十分 では ない ｡ 主要な

努力が払 われねばならない の は ､ 精神や品性や人間関係 の 側面で ある｣ と彼 は言うが ､ そ

れ は国家を導く
一

部の 人間や政府の 要人が変わる こ とに よ っ て政治変革が成就す るわけで

は ない と い う こ とで ある｡ 国民
一 人ひ とりが制度の 変化に応 じた考えや行動を伴う ことが

でき る ように ､ 常に社会の 変動 に対応 し学び続 ける必 要が あると ラ ン グラ ン は考えて い る

の で あり
､
それ を可能とす るの が生涯教育なの で ある｡

第五 に ｢ 情報 ( イ ン フ ォ メ
ー シ ョ ン) ｣ を見て みた い ｡ ラ ン グラン は 1 9 6 0 年代 にお ける

マ ス ･ メ デ ィ ア の 急速な発展と普及 に対 して非常にポジテ ィ ブなイ メ
ー ジ を持 っ て い る こ

とが うか が える
( 5 4 )

｡ 情報 の 高速化に よ っ て どこ で 起き た事件で もそ の 情報が即座 に世界

中に広ま り ､ 人 々 が ｢他 の もの に 関心 をもた され ､
他の 人 々 に結 び つ けられ ､ 望む と望ま
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ない にか か わ らず ､ 他 の人 に責任を持つ ような全地球的文明｣ が展開され ると ラン グラ ン

は マ ス
･

メ デ ィ ア の 発展に つ い て説明する ｡ そ して こ の ような ｢ 全地球的文明｣ が展開さ

れる こ との 積極 的な諸側面に つ い て次の ように考えて い る｡

｢ それ は ､ 人類 の 文明 - の決定的な貢献で ある ｡ 人間の 同属的関係や人間が直面す る

問題 の 大部分 に お ける共通性 が状況の 相違や条件の 多様性 を しだ い に超越 してき て い

る｡ こ の 現象が も っ て い る無数の意味をみき わめ ､ 測定す る こ とは時期 尚早で ある けれ

ども､ 長 い 目 で見 ると､ 国際理解と国際協力 だけは ､ それ に よ っ て益す ると こ ろ以外に

ない だ ろう｡ ｣

こ の ように ラ ン グラ ン は マ ス ･ メ ディ ア の積極的な活用が地球上 の 人類を結び つ け､ 様 々

な国際間題 ､ 例 えば資源 の 問題 の解決に寄与す るで あろうと考 えて い る｡ しか し マ ス ･ メ

ディ ア の発展 はそ の ような良い面ばかりをも っ て い るもの で はない ｡ 人 々 は大量 の情報を

短時間で獲得す る こ とができ るようにな っ た が ､ そ の信額性 は常に確保 されて い るわ けで

は ない ｡ 真偽は 情報 を獲得 したもの の判断に委ねられ ､ 情報 をどう解釈す るか も受け手側

しだ い なの で あ る｡ こ の ような マ ス ･ メ ディ ア時代 にお い て ｢情報は ､ 教育訓練とい う集

中的か つ 継続的な作業 を伴う場合に しか ､ 建設的な役割を果たす こ とができ ない で あろう｣

と､
マ ス ･

メ デ ィ ア を積極的に活用 した ｢ 全地球的文明｣ の構築に は ｢ 受けた メ ッ セ ー ジや

デ ー タ の 理解 ､ 解釈 ､ 岨 しや く及び活用は ､ 各人 に諸表現形式 一 話 し言葉や書き言葉とと

もに視覚的なもの も
ー

理解､ 判読の 習慣 ､ と りわけ批判的精神や選択能力 の酒養｣ とい う

情報獲得能力が前提条件となるとラ ン グラ ン は言う ｡ こ の ように ラ ン グラ ン は情報を大量

に獲得 し活用す る なかで情報獲得能力を育成 し､ そ の 育成された能力で よ り有効に情報を

獲得 し活用す る とい う継続的 なプ ロ セ ス を考案 して い る の で ある ｡

第六 に ｢ 余暇活動｣ が ある｡ ラン グラン は近代的な余暇 を産業社会の 発展が生み出 した

もの で あると考えて い る ｡ なぜなら ｢ 伝統的な農村型 の 社会で は ､ 労働と余暇活動 ､
い い

か えれば生産活動 と娯楽とは ､ 多くの 場合密接にも つ れ あ っ て い る｣ と し､ ニ ジ ェ ー ル 川

の 岸 にす む ドゴ ン族 の漁擦と刈入れの 最盛期 と ､ 祭と儀式 の 時期が ぴ っ た りと
一

致 して い

るか らで ある ｡ つ まり 労働と余暇は 不可分で密接な っ なが りをも つ もの で あ っ た の が ､ 産

業社会が進む に つ れ ､ それらの 関連性が薄れ 多様な余暇活動が展開され る ようにな っ た と

こ の 余暇時間 の 変化 を捉えて い る の である｡ それと同時 に こ の 流れが逆行するもの では な

い と考えて い ると い える｡ ラ ン グラン は過去の ような労働と余暇が
一

体化 した状態 に理想

を求め る の で は なく ､ 新たな余暇と 労働 の 関係 を提唱 しようと して い る ｡ 生活 にお ける労
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働時間の 割合の 減少 を､ 仕事 ばか りで他の こ ともする時間が無 い 時代 より はは るか に 良い

もの で あると考えて い るか らで ある｡

もちろん ､
こ の 余暇がす べ て の 人に等 しく あるわけで は ない が ､ 少なくとも多くの 人々

が こ の 時間 の活用 を促 されて いく ように なる と ラ ン グラン は考えてお り ､ そ こ で重要 なこ

とと して ｢ 彼 らが そ の ような時間を全体と して の社会の た めと同様自分 自身の 利益の た め

に適切に利用す る こ とで ある｣ と して い る｡ と こ ろが ラン グラン は ､ 余暇時間の 増大 に対

して社会が十分な施設や制度の整備 をして い ない ことに対 して ､ ｢ あらゆる ､ 地位の 建設 関

係者､ 建築家や都市計画家や総合計画家た ちに ､ また彼 らの サ ー ビ ス を利用す る人々 や国

や市町村に対 して ､ 個人と してまた集団の
一

員と して考えられ る人格 の 基本的 な諸必 要を

考慮に入れ る こ と な しに はい か なる事業も始め る べ きでな い｣ と述 べ ､ 余暇 問題 が都市計

画や国土計画の 中に組 み込 まれて い ない こと を批判す る ｡ そ の せ い で余暇 が余暇産業と い

う利 的企業の標的とな っ てお り ､ 余暇とい う貴重な時間がく だらない こ と に浪費されて し

ま っ て い る の で ある｡

しか し
､ や は り ラ ン グラン は この ような問題 の 主要な責任 は教育者にある と考えて い る ｡

｢ 人 々 に教養を身に つ ける最も広範な機会と可能性 が与え られて と して も､
これ らの 富 は ､

も し人 々 が宝庫 の入 り 口を開ける鍵 を持 っ て い なければ ､ 宝 の もちぐされ とい うこ とに な

るで あろう｣ と､
いく ら施設や制度が整備されて もそれ を活用する方法や動機 が なけれ ば

無駄で あ ると して い る ｡ そ こ で人々 に ｢ 鍵｣ を与える役目は教育者にある と して ､ そ の 役

目 を ｢人 々 に自覚､ 思考､
思想や感情の 表現等 の 手段 を提供す る こ とによ っ て ､ 人 々 が な

お い っ そ う自分自身 になる の を助ける ことで ある｣ と , 余暇 を活用す るた め の方法や意欲

を与 える こ とで 自分 の 目指すもの - 進む 手助けをす る こ とだと述 べ て い る｡ そ して最後に ､

こ の ような余暇の 活用が でき ない人々 が陥る退屈 とい う状況に対 して ､
｢ 肉体に と っ て ビ ー

ル ス がそ うで ある ように ､ 退屈は魂にとっ て恐ろ しくて不吉な被害をもた らす もの で はな

い か｣ と批判 して い る｡

第七 の ｢ 生活 モ デ ルや諸人間関係の 危機｣ を考察 した い ｡ ラ ン グラン はか つ て の生活 モ

デル に つ い て ｢ 人 々 は ､ 自分 の
一 生涯 の 間に当面す る主要な諸 問題に つ い て ､ 先だ っ 諸世

代の 遺産 の 中に ､
広く受 け入れられ る解決策を見出 して い た ｡ しばしば彼らは梼曙など し

なか っ た｣ と ､ 強制的なもの で あ っ たとの べ て い る｡ つ まり ､ 男 には男 の ､ 女 には女 の 生

活様式が あり ､
また年齢に よ っ てもそ の振 る舞い の選択肢は 限られて い た もの であ っ た の

で ある｡ しか し ｢ ゆ っ くり と した沈殿作用に よ っ て ､ 諸世紀 にわた り作り出されてきた 人
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間生活の 伝統的なタイ プ の どれひ と つ と して も , もはや個人的 ､ 社会的状況 に対応するも

の で は ない｣ と ､ 人 々 が長 い時間をか けて作り上 げてきた 生活 モ デル が 完全 に揺らい で い

る こ とを指摘す る｡ そ の なかでも ラン グラ ン は ､ 特に第 2 節で の べ た女性 の イ メ ー ジ の 変

化 を顕著なもの と して挙 げて い る ｡ こ の ような生活 モ デル が危機 に さらされ るなか で ｢
一

連 の新 しい 教育 一 人間関係 ､ 情緒､ 親子関係 ､ 夫婦 関係 ､ 父 親や母親の役割な どに つ い て

の 一 全体が ､ こ の ような新しい文脈 の 中に位置 を占め るもの で なければならな い｣ の で あ

る｡ つ まり教育が既 存の役割認識に基づ い て行われ る の で はなく ､
正 しい 人間関係 を作 る

た め の もの と して機能 しなけれ ばならない とい うの で ある ｡

第八 に ｢ 肉体｣ を見て い く｡ ラン グラ ン はそれまで の 西洋世界 の 過去 にお い て肉体は タ

ブ ー

とされ てきた の だとい う｡ そ の 結果 ｢ 肉体と呼ばれ ると こ ろ の も の と魂と呼ばれ ると

こ ろ の もの とに 亀裂が生 じた の で ある｣ ｡ 西洋諸国では人間 の 文化が 生物学や肉体的表現や

性 と の 正常な関係 が奪われて しま っ た の で ある｡ しか し第二 次世界大戦後 の 資本主義の 開

花 に よ っ て新聞や広告 ､ 映画や歌詞に性が利用され る ように な っ た こ とで ､
これまで タブ

ー で あ っ た 肉体の 問題は利潤 の 追及に よ っ て緩む こ とにな り ､
ラ ン グラ ン は そ の こ とを注

視 して い る｡ 彼 は こ の 現象に つ い て ｢ こ れ は ､ 同時に好機 で もあれ ば脅威 で もある｣ と い

う ように ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンや表現方法 にお ける ｢ 人間存在の 豊富化｣ と い う良い側面

もあるも の の ､ ｢ 訓練されて い ない だけ､ また これ らが提供す る諸手段 が活用 されて い ない

だけそ れだけ
､ 人間存在 の均衡に と っ て深刻 な脅威｣ で もある と､ 良い 面と悪 い 面の 両方

か ら捉 えて い る . そ して教育は ぞわ ｢ 有害な側面を弱 め ､ 人 間が より調和の とれた より豊

か なそ して存在の 実相に より よく 一 致 した人生 を過す の をたす けるもの をこ の 中か ら抽出

する と い う重要な任務をも っ て い る｣ と して い る｡

第九 に ｢ イデ オ ロ ギ ー の 危機｣ を考察す る｡ こ こ で ラ ン グラ ン は物的社会 の 変化や諸人

間関係 の 変化だ けで なく思想の 変化 にも触れ て い る ｡

｢我 々 の 先輩達 は ､ 彼 らが つ なが り をもつ イデ オ ロ ギ ー に従 っ て ､ 人生の 意味に つ い

て ､ 行為 の 原理 に つ い て欠点や徳に つ い て ､ 功績や落度､ 過失と つ ぐない ､ す る方が よ

い こ とまた避 けた方が よ い こ とに つ い て ､ 必 要な熱中や不可避 な嫌悪に つ い て ､ 提 出さ

れる諸問題 - の
､
豊富で よく保存された答 えの ス トッ ク を活用 したもの で ある｡ ｣

こ の ように過 去 の 世界で は物事の 価値基準や選択基準が社会 の なか で決ま っ て い て ､
そ の

共同体の なか で蹟曙す るこ と なく落ち着い て い る こ とが できた の で ある｡ と こ ろ が ､ 当時

の社会で は こ の ようなイデオ ロ ギ
ー

に従 っ た判断がで きなくなり始 めて い た の で ある｡ そ
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れは つ ま り ｢ 不 動 の キ リ ス ト教信者｣ もいれ ば ｢ マ ル キ シ ス ト｣ も い るが ､ ｢ そ の 状態 が最

も確 固と して い るまさにそ の とこ ろに疑い が入 り込 んで い る｣ と い う こ とで ある｡ ラ ン グ

ラ ン は
､
宗教的教えや伝統的な儀式 などの絶対的で万 能で あ っ たも の です ら､ もはや人々

の 不安や疑 い の 心 に 対 して強制的な力を行使で きなくなり始め たと い うの で ある｡

ラン グラ ン は こ の ような社会 の変化が人々 を二者択
一

に直面させ ると い う｡ そ れは ｢ 放

棄と断念の 態度をと っ て ､ 矛盾や逆転や思い 悩む ことなく ､ 教養や信 条の 渦巻 に受身の追

随をす る｣ ､ ｢ 自分なり に探求す る｣ とい う二 者択
一

で ある ｡ どちらが人間と して生き る こ

とに つ なが る選択肢 で あるか は ラン グラ ンで なく とも明白に 分か るはずで ある｡ さらに｢ 現

代人は ､ ある意味で 自律 - と追 い つ められ て い る｡ 彼は 自由 を命 じられて い る の だ｣ と続

ける｡ 確 か に , 自由は自己の 判断や行動に責任 を持た なければならない と い える｡ ラ ン グ

ラ ン は ｢ これか らは ､ 誰も代理人と して ､ 哲学者や詩人や市民で あるわ けに は い か ない の

で ある｣ と 自由な社会を生きるた め誰もが自立す る必要 が ある ことを強く要求 して い る｡

そ して ､ こ の 自由を獲得す るため には ある代価 を払わ なければならない とい う｡ それ こ そ

が ｢ 教育｣ な の で ある｡

以上
､
フ ラ ン ス 社会をラン グラ ン の 視点か ら 9 つ に分 けて 考察 した ｡ こ の ように ラ ン グ

ラ ン は ､ 物質的領域から精神的領域ま であらゆ る諸側 面で 変化が 生 じてお り ､ そ の速度が

非常に急速で ある と見て い る こ とが 明らか にな っ た ｡ そ こ で ､ ラ ン グラ ン は そ の 変化 に対

応する た め に教育を生涯 に渡 り延長する ことを考 えた の であ る｡ しか し､ 彼 は単に教育の

時間を延長する だけで社会の 変化 に対応でき るとは考えて い ない ｡ つ まりラ ン グラン の 生

涯教育論 は伝統的 な教育､ すなわ ち ｢ 知識 の詰 め込 み｣ を中心 と した教育の延長とい うも

の で は ない の で ある｡ なぜならこ の ような社会に生きる人々 は 自ら判断 し､ 行動する能力

が必要 とされ る の で あり ､
知識や技術を学ぶ だけでは なく知識や技術の 学び方 を学ばなけ

れば変化 に対応す る こ とはできない か らで ある｡ 以上 か ら明らか になる こ とは ､ ラン グラ

ン の 生涯教育論が 教育の 質的変化 を求めるもの で あり , 彼は そ の ような質的改革を教育が

生涯 に渡 っ て行われなければならな いとい う原 理 をも っ て 行 っ て い こう と主張す るの であ

る｡

第5 節 結論 : 生涯教育論の 背景に ある社会的要請

1 9 6 0 年代の 社会 は ､ 変化が急速に速くなり始め た時代で あ っ た ｡ そ の領域は ､ 科学技術

で あ っ た り ､ 政治で あ っ た り , 思想や人間関係 で あっ た り と様 々 な方 面に及ん で い る ｡ そ
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こ で忘れ て はならない の はそ の 変化が 向かう先 で ある ｡ つ ま り ､
1 9 6 0 年代の 社会が急速に

どの ような方向 - と変化 して い っ て い るか と いう こ とで ある｡ そ れは多様化 とい う道で あ

ると ラン グラ ン の 言葉か らうか がう ことができ る｡ 1 9 6 0 年代 の 社会 は急速に様々 なこ とが

多様化 して い っ た時代なの で ある ｡ もちろん ､ 人 々 はそ れ以前か ら自由とい う権利 を獲得

して い る｡ しか し､ それ を行使す るまで には 高度経済成長 に よ る豊 かさの 広が りを待たな

けれ ばならなか っ た｡ 生活で精
一

杯 であ っ た状況か ら時間的 にも経済的に も余裕を持つ 人

が 多くな っ てきた こ とに よ っ て ､ 人 々 は多く の選択肢か ら選 びと るこ とが でき るようにな

っ た の で ある ｡ 今まで従う しか なか っ た宗教的権力 にも経済力で 立 ち向かう こ とが でき る

よう になり ､ 何 を信 じるか自分で選ぶ ことがで きる ように な っ た ｡ また ､ 今まで選択肢の

なか っ た服装で も既製品の 値下が りや生活的余裕から自由に選ぶ ことが でき るように なっ

てきて い た ｡ こ の ように人々 は様々 な場面で ､ 多様な選択肢か ら自分で選択でき る ､ とい

うより選択 しなけれ ばならない ように なっ て いき て い た の で ある ｡ 多様化が進 む社会で 学

習者 を中心 とせず ､ 画 一 的な教育を提供す る こ とが批判 され るの は 当然で ある ｡

また 1 9 6 0 年代 は余暇時間の 増大とい う新た な変化 に兆 しが見 え始めた 時代 でもあり ､

こ の ような自由時間 をどの ように使うかが教育者 の 重要な関心 ごととなり始め て い た ｡ し

か し社会で は余暇時間が有効活用 され る どこ ろ か余暇産業の餌食となり ､ 多く の者が こ の

貴重 な自由時 間を浪費して しま っ て い た ｡ そ こで 教育には , 余暇時間を自分自身を高め よ

り 良い 生活 を獲得す るた めの 学習活動の 時間と して活用で きる市民を育成す る とい う役割

を担う こ とが求 められ る ようにな
､

っ たの で ある｡

と こ ろが ､
こ の ような社会の 教育 - の 要求に対 して , 学校は ル ブ ー ル の批判か らもわ か

るように ､ 社会 の 変化 に対応でき るような人間 を育成す るに は程遠 い もの とな っ て い た ｡

変化 の速 い 社会に お い て ｢ 知識 の詰 め込み｣ は意味をなさない ｡ 知識 の獲得 の 方法 を学ば

なければ､ 変化 に は対応す る ことが できな い ｡ ま た ｢ 学習者 を中心 に置か ない 教育｣ は多

様な学習者の 要求に応 える こ とが できない の で ある ｡

そ こ で ､ ラ ン グラ ン は生涯教育論に よ っ て伝統的な学校教育を改革しようす る ｡ 特に ｢ 学

校の複線型｣ と い う問題 は ラン グラ ン にと っ て非 常に重要 な事柄 で あ っ た と考えられ る｡

ラ ン グラ ン の ｢ 人民と文化｣ にお ける活動は ､ 労働者達に教養を与えると い うもの で あ っ

た ｡ 教養を持 た ない 成人は こ の複線型の 学校に よ っ て 教育か ら排 除される こ とか ら生 じて

い る の で あり
､ 成人教育と いう活動を通 じて ラ ン グラ ン はそ の こ とを直接見て い る ｡ そ の

結果 ラ ン グラ ン の 生涯教育論 は伝統的な学校批判 が強く ､ 次章で詳 しく述 べ るが ､ 学校教
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育を改革す る こ とを生涯教育論にお い て強く要請する こ と に なる｡

上記の こ とか ら ､ 教育が学校や人生の初期の 段階で終了す るもの では ない とい うような

考えが 19 6 0 年以前か らあっ た にもかか わらず ､ ラン グラ ン の 生涯教育論が 世界的に注目

を浴び た 理由が 明らか となるだろう｡ すなわち ､ 1 9 6 0 年代 の 社会の 急速な変化 と余暇時間

の 増加 に よ り伝統的な教育に不満が 生じた こ とを背景に ､ ラ ン グラ ン は それに対 して生涯

教育とい う視点か ら教育の 質的改革､ つ まり教育を自ら学ぶ能力を育成す るもの に変え よ

うと した こ とに大きな意義が ある｡ こ の 点にお い て ､
それま での 生涯に渡 る学びとい う考

え方 とラ ン グラ ン の 生涯教育の 考え方は異なる の で ある｡

-
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第2 章 ラ ン グ ラ ン の 生涯教育論 の意義

第1 章で 見てきた ように ､ ラ ン グラ ンが 生涯教育を提起 した背景 には ､ 社会変化の加速

化 ､ 既存の 学校教育 - の 不満が あっ た ｡ ラ ン グラン は 1 9 6 0 年代 の社会 ､ そ して これか ら

の社会 の 変化 を予測す ると ､ 教育が今の ままで は不都合で あると考えた ｡ 彼は教育が生涯

に渡 っ て行 われ るもの で なけれ ばならない と主張す るが ､ それ は彼が ｢ 生涯教育は ､ 従 っ

て ､ 伝統的な教育の 単なる延長とい っ たもの で は ない｣
( 5 5)
と い うよう に ､ 教育の期間を

延長する とい う ような単純なもの で はない し､ 漠然と延長され た期間の 中で ただ知識を獲

得すれ ばよ い とい うもの では ない ｡ 肝要なの は教育の ｢ 期間｣ が 生涯 に渡 るもの で なけれ

ばならない と い う前提に 立 っ たとき ､ その 変化 が教育の ｢ 全体｣ をどの ように変えて いく

か と い うこ とで ある ｡ つ まり ラ ン グラン の 生涯教育論 の 意義は ､ 生涯教育論 が社会的要請

に答 えるた め ど の ように伝統的な教育を改革 しようと した の か と い う点に 見出す こ とが で

き る｡

そ こ で ､ 本 章で は 二 つ の 点に分けて言及す る ことにす る｡
一

つ 目は生涯に わた る学び を

可能 とす る能力 に つ い て の考察で ある｡ それに あた り第 1 節では ラ ン グラ ン の 生涯教育論

の 目的 を明らか に し､ そ の 目的を達成するた め の 能力 を教養と仮定す る｡ そ して そ の仮定

を証明す るた め に ､ 第 2 節にお い て教養 に つ い て考察する ｡ また第 3 節で は教養の 要素と

して重要で ある と目され る ,

｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力に つ い て分析す る｡

二 つ 目は ､ 前者に よ っ て 明らかに な っ た能力 の 育成方法の 考察で ある｡ そ の た め に第 4

節で は ､ ラ ン グラ ン が モ デル と して挙 げて い る フ レネ の 学校に注目 しなが ら見て い く こ と

にす る｡

第1 節 生涯教育の 目的

本節で は生涯教育の 目的を明らか にする こ とで ､ そ の 目的 を達成す るた め に必要な能力

を明らか に して い きた い ｡ ラ ン グラン は生涯教育の 目的と して 『生涯教育入 門 第二部』

の 中で ｢ あるが ままの 人間｣ ､ ｢ 適応性｣ ､ ｢ 幸福 - の 教育｣ ､ ｢ 生活 の 質の 向上 の た め の 教育｣ ､

｢ 平和と国際理解の 教育｣ と い う 5 点を挙げて い る｡ まず は ラ ン グラ ン の 生涯教育論の 目

的 をこ れ らから探 っ て いきた い ｡

第
一

に
､ ラ ン グ ラン は生涯教育に よ っ て育成され る人間を ｢ ある が ま ま の 人間｣

( 5 6 )
と

して い る ｡ そ れに 対 してラ ン グラ ン は 1 9 6 0 年代に 生き る人間 を ｢ 分離の 犠牲者｣ ､ すなわ
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ち ｢ 分割 された 人間｣
( 5 7)
で ある と指摘 して い る｡ そ の 人間を分割 して い る要 因と は ､ 階

級社会
､
断片化され た労働

-

すなわち機械 に よる大量生産 の
一

工 程で の 仕事 ､ 肉体労働と

頭脳労働
-

そ して そ こ か ら生み 出される 二 つ の タイ プ の 人間 ､ つ まり 肉体労働者と頭脳 労

働者､ イデ オ ロ ギ
ー の衝突と集団的神話の 崩壊 ､ 身体と精神 ､ 物質的価値と精神的価値の

二分とい っ た もの で ある｡ そ して由々 しき こ とに教育がそ の分割に 手をか して い ると ラ ン

グラ ン は指摘す る の で ある｡ それ は ､ 試験 の 点数で 学習者の 知的側 面ばか り評価す る教育

の こ とで ある｡ そ して こ の ような競争が ｢ 人間 の経験領域を狭め る こ と に手をか して い る｣

( 5 8)
と い う｡ 点数に よる評価に よ っ て

一

人ひ とり を比 較され る こ とが 前提 となる こ の よう

な試験で は , 学習者相互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンや高 め合い が少 なくな っ て しまうの で ある｡

ラ ン グラ ン の 考える教育は こ の ような教育を正 し ､

｢ ある がまま の人 間｣ を目指す もの

で ある｡ そ して ､ 教育の 目的を次の ように述 べ て い る｡

｢教育の 目的は ､ 身体的 ､ 知的､ 情緒的 ､ 性 的､ 社会的 ､ 霊的存在 と して個人の あら

ゆる側面 ､
あらゆる次元 の要求をみ たすこ とで ある｡ これ の構成要素 の いずれも隔離さ

れ えない し
､ 隔離さる べ きでは なく , それぞれ相互 に他 を支えて い る ｡ ｣

( 5 9)

そ して こ の 教育にお い て個人は ､
独立 したも の で ありなが ら社会 にまき込 まれ た状況 に あ

る ｡ つ ま り ､ 彼個人は 具体的であり特殊なも の で あるが ,
そ れ と同時に人類に共通す る普

遍的なもの に も所属 して い るの で ある｡ こ の個人 はもちろん集団 に参加す るが ､
そ こで 集

団 の力 に流され たり競争に傾く ことなく ､ 自分に責任 をもち行動す る こ とが でき るの で あ

る. ラ ン グラ ン は こ の ような ｢ あるがまま の 人間｣ の 育成を生涯教育〆自的と して い る の

で ある ｡

第二 にす で に述 べ た ように社会 の変化の加速 は ､ 人類 に適応能力の 必 要性 をつ きつ けて

お り
､

｢ 適応性｣ の獲得が 生涯教育の 目標 の
一

つ で ある と ラン グラ ン は考えて い る. 特に科

学技術の発展 は著 しく ､ 技術革新に対応す る能力が なけれ ばもはや こ の 時代 を生き抜 い て

い けない と い う社会背景が生涯教育論を提唱させ た重要な要 因で ある ｡ こ の 行き先が見え

なく習慣 を変えて い かなければならない状況 に対 して ､

｢ 教育は ､
こ の ような状態に ある精

神や態度を培う こ とに全能 の力 を持 っ て い る｣ と い う｡ そ して ｢ 変化 - の適応性は ､ あり

うる最も幅の 広 い教育にお い て の み ､
そ して それ を通 して の み考 えられう るの で ある｣

( 6 0)

と ､ 様 々 な場面で多様化す る変化に直面する の は現代人の 運命で あるが ､ 知的 ､ 精神的 ､

感情的な側 面だけでなく ､ 職業的な側面にお い て も同様で ある こ とを強調す る ｡ こ こ に お

い て ラン グラ ン は ､ 特 に職業面で の ｢適応性｣ を強く求 めて い る の で ある ｡ そ れは ､ 1 9 6 0
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年代 にお ける専門的な知識 の獲得ばか りを求 め る教育 - の 批判 か ら生 じるもの で ある｡ そ

こ で重要 な こ とと して ｢ 柔軟性と多面性と を現代人に 与えるた め にも ､ かれ を既成 の知識

に没頭させ る こ とで は なく ､
かれに ､ 知的にも ､

精神的にも ､ 研究や発見に 必要な能力 を

与える こ とで ある｣
( 6 1 )
と述 べ て い る｡ つ ま り適応性｣ の 獲得の た め に は ､ 特定 の職業知

識 を教える だけで は なく ､ 職業を遂行す るための 科学的な論議や創造性 ､ 社会参加とい っ

た目的と結び つ い た能力を育成する こ とが重要で あるとい うの で ある 0

第三 に ラ ン グラ ン は生涯教育は ｢ 幸福 - の 教育｣ で あると述 べ て い る｡ ラ ン グラン は ｢ 教

育の 目的は ､ 人を幸福 にする こ とだろうか｣
( 6 2 )
と自問す る｡ 彼 は幸福が ｢ 所有｣ するた

め の もの で あるなら ､ 教育は何らそれに貢献する ことはで きない と断言す る｡ つ まり ､ 幸

福が金や財産な どの 物的なもの を持 つ こと はもちろん ､ 社会的尊敬を得るとい う道徳的な

資産で あろうと ､ 何 か を持 つ こと に よ っ て決 められ るなら教育は登場 しない とい うの で あ

る｡ ｢ 粉挽 きと 王様｣
( 6 3)
の話 の ように ､ 貧 しい粉引きよ りお金 も地位もある王様 の 方が淋

しい 生活 を送 っ て い る こ とが あるの で はない か ｡ しか し､ ラ ン グラ ン は教育が幸福 の役 に

立た ない と い うわけで はない ｡ そ うで はなく ､ ラン グラン は こ の ような幸福の 方を否定す

る の で ある｡ そ こ で ､ ラ ン グラン は真の 幸福 を ｢ 存在様式ならび に生活 と して の 幸福｣
( 6 4 )

と定義す る ｡ こ の よ うな幸福とは どうい っ たもの であろうか ｡

ラ ン グラ ン は人 を幸福 が力の 行使 と結び つ い て い ると い うo それは ､ 他 の もの を支配 し

たり疎外す る ような力で はなく ､ ｢ 自制の 力｣ だと い う｡ そ して次 の ように ､

｢ 自制の 力｣

を獲得す る こ と が幸福に結び つ
'

( と い う.

｢ 誰で も幾度 となく こ の 自制の 努力をす る こ とが でき る の は 明噺さが幻想 に対 して ,

知識 が無知 に対 して ､ 希望が絶望や落胆に対 して ､ 他人 に対す る信頼が不信や疑念 に対

して ､ 愛 と理解が憎 しみ と人間嫌い に対 して ､ 役立 つ こ とと率直さが拒絶と唆昧さに対

して ､ そ れぞれ勝利 をお さめ るに違い ない ときで ある｡ ｣
( 6 5)

こ の 勝利 は幸福 の要素で あり ､
自分 を自分で コ ン ト ロ

ー ル でき る状態 にある こ とが幸福 の

条件 だと考えて い る の で ある｡ これ はラ ン グラ ン に よ ると ｢ そ れは羊 の ような民衆とは反

対に自分自身の感 じを述 べ た り ､ 自分の 個人的 ･ 独創的な世界観を持 っ て既成の 概念に逆

らっ た り ､ 漠然と して ､ 動揺して い る世論 より ､ 知識 ある い は思考を基礎 に つ く りあげた

判断を好 む時 の こ とに似て い る｣
( 6 6)
と い う状態で ある｡ つ ま り ､ 自分が 自分で ある と い

う こ とが 幸福な の で ある｡

こ の ような ｢ 自制 の 力｣ は自然の 過程 にお い て獲得され て いく もの で は ない ｡ ラ ン グラ
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ン は こ の ような力 を与えるもの こそ教育であると いう の で ある｡ そ して ､ こ の ような教育

に よ っ て幸福 な生活 を築き上げる ことに終わりは ない の で ある｡

第四 に生涯教育は ､
｢ 生活 の 質の 向上の た め の 教育｣ で なけれ ばならない ｡ 人間の 幸福

が生活 の 豊か さに左 右されるとい う ことに異論 はない だろう｡ もちろんそ れは ､
ある程度

の 生活水準以上 で あれば物質的な豊かさの み に よ っ て決定 されるも の で はな い ｡ そ の よう

に考える の で あれば ､ ｢ 生活の 質｣ に関わ るも の は ､ 全 て の もの で あるとい える｡ 空気や水 ､

家や学校､ 静か さや温か さ､ ありとあらゆるも の が ｢ 生活 の 質｣ を決 定す る要素と なる｡

こ の ような ｢ 生活 の 質｣ を構成す る要素に ､ 教育は どの ように関わ っ て い く の で あろうか ｡

ラ ン グラ ン は バイ ク の 騒音の例 でそれを説明 して い る｡ バイ ク に乗 る人が夜は騒音を気に

して乗 らな い ようにす るの は ､ そ の 人が他の 者を尊敬 し感情を考慮す る ように ､
民主的生

活の 原則や規則 に従うように育て られたか らだとい う｡ さらに ラ ン グラ ン は ､ 人間にと っ

て非常に有害で あると指摘す る退屈 の源泉を ｢ 身体的 ･ 知的 ･ 道徳的 ･ 審美的 と い っ た 多

面的な
"

文盲
"

の 中に見出され うるの で ある｣ と ｢ 多面的な
"

文盲
"

｣ が人間の 生活を悪質

なもの に して い ると指摘 して い る
( 6 7)

｡ 退屈 を生み 出さない た め に学習 の楽 しさを教える

こ とが教育の 重要な目的で あり ､ そ こか ら ｢ 生活 の 質｣ をよく して い こう と い うの で ある｡

最後に ､ 生涯教育は ｢ 平和と国際理解の 教育｣ で ある とされ る ｡ ラン グラ ンが 二度の世

界大戦を経験 した人物で あり ､ 自らも レ ジ ス タ ン ス に参加 した こ とか ら､
彼 の 平和に対す

る思 い が非常に 強 い の は 間違い ない だろう｡ それ は ｢個々 人を平和愛好者とす る こ とはあ

らゆる形態 の教育の 第
一

義的な目的で あると い うこ とで ある｣
( 6 8 )
と

､ 平和 こ そ が教育の
●'

最重要の 目的で ある と述 べ て い る こ とからもうか が える｡ ラ ン グラ ン は戦争を無くす ため

に は ｢ 倫 理 の 全般的 な水準に依存す るととも に観念や精神的態度 に よる こ と はきわめ てあ

き らか な こ とで ある｣
( 6 9 )
と ､ 精神的側面の 育成が 重要で あると して い る｡ そ して平和的

精神 の形成 には ､ 平和を独立 した教科と して教える べ きでは ない と い う｡ すなわち､ す べ

て の教育活動 の 中に平和を尊重する精神を持た さなけれ ばならない の で ある｡

以上 ､ ラ ン グラ ンが ｢ 生涯教育に関連 した諸目的｣
( 7 0)
と して あげて い る 5 点を考察 し

た｡ これ らの 目的にお い て最も肝要なの は ､
生涯教育が ｢ 存在様式と して の 幸福｣ を目的

と して い る こ と で ある｡ そ の ｢ 存在様式と して幸福｣ の ために は ,

｢ ある がままの 人間｣ で

なけれ ばならな い し､ ｢ 生活 の質｣ をよく し ｢ 適応性｣ を獲得 しなければならな い ｡ もちろ

ん ｢ 平和｣ は 幸福 の た め には欠かせ ない ｡

こ れ らの 目的 は生涯教育に よ っ て何を得 る こ とが でき れ ば成 しうる こ と が でき る の だ
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ろうか ｡ 上 述の 目的 に共通 して必要なもの を教養 と仮定 して み た い ｡ まず ｢ 適応性｣ を獲

得す る とい う こ とは ､ 知識をたく さんもつ こ と の 帰結で はな い ｡ 新た な知識 を獲得す る能

力や経験 した こ とが ない 場面に対応す る能力 こそ が教養で あ ると考えられ る｡ また ､ 教養

を獲得すれば ｢ 生活 の質｣ をよくでき るだろう｡ 教養を得 る こ とで 学習す る こと の楽 しみ

や意欲が 高まれ ば､ 職業技術を進ん で学習す る こ と が でき るだろう｡ そ の ような向上が所

得の 豊か さをもた らす ことに つ なが る｡ さらに芸術的教養が 高まれば日 々 の 生活で音楽や

絵画 を楽 しむ こ とが でき ､ 物質的豊か の みならず精神的豊 かさももたら してくれ るだろう｡

こ の ような観点か ら教養を見 ると､ 教養は生活様式 に強く 関わるもの で あるとい える｡ 教

養を獲得す る こ とで物質的に豊かに なるが ､ それ 以上 に精神的 に豊か にな るこ とでそれ ま

で気づ か なか っ た楽 しみや幸福 を見つ ける こ とが でき ると考 えられ る の で ある ｡ 物質的豊

かさは ｢ 所有と して の 幸福｣ で あり ､ 他方 ｢ 存在様式と して の 幸福｣ の た め には 学ぶ こ と

や芸術を楽 しめ る精神的豊か さが 必要で ある ｡ そ して技術や芸術の知識 をもつ こ とで は な

く
､
そ の ような技術 ･ 知識を行使する ことがで き る人間 こ そ が ｢ あるが ままの 人間｣ で あ

り ､ 精神的 にも肉体的 にも統
一 され た人間だと い える ｡ と こ ろで ､ 教養は 平和に益す るこ

とが でき る の だろ うか｡ 他の 者 を理解す ると い う こ とが教養の 要素ならば教養は 国際平和

に大きく貢献す る で あろう｡

一

方 ､ ラ ン グラ ン 自身の活動か ら考える と ｢人民と文化｣ で の活動は成人 に知識 を与え

るだけで の もの で は なか っ た ｡ 彼 は ､
フ ラン ス 人 に対話や グル ー プ活動 を通 じて教養を獲

得 して もら い た い とい う願い がら成人教育を指導 して い た の であ る. こ の ように ､ 生涯教

育に よ っ て獲得す べ きもの が教養 で あると い う仮定 は ､
ラ ン グラ ン の 考える生涯教育の 目

的と照ら し合 わ せて み る限り妥当で あると い える ｡ そ こ で次節で は こ の 仮定を明らか にす

べ く教養を考察 して いきた い ｡

第2 節 生涯教育論と教養

こ こ で は教養 と い う視点か ら生涯教育を見て い くが ､ それ にあた り職業と関連付 けて考

察 して い きたい ｡ なぜ ならラ ン グラ ン は ､

一

般教育と職業教育に つ い て 1 9 65 年 の ワ ー キ

ン グ ･ ペ ー パ ー 『生涯教育に つ い て』 の 中で 重要 な問題 と して 取り扱 っ て い る し､ そ の後

の 彼 の 著書 『生涯教育入門』 にお い ても同様に言及 して い る ｡ 生涯 と い う期間に お い て労

働の 時間はそ の 大半を占めるもの であるか ら､
生涯教育にお い て職業が 重要 な問題で ある

と い う こ とは当然な こ とで ある｡ ラ ン グラ ン は職業 と教育の 関係 に つ い て ､ ｢ 個々 人は自己
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の利益 の た め に ､ 企業は生産性 の 諸必 要の た め に ､ そ して全体と して の諸社会は よく でき

た経済ならび に社会 正義の都合上 ､
職業的な資質を向上する た め に教育に顔 を向ける｣

( 7 1 )

とそ の 関係 の 深さを指摘す る｡ しか し､ ラ ン グラ ン は自らの 言葉で教養を具体的に明らか

に は して い ない ｡ そ こ で より生涯教育と教養 の 関係 を深く考察す るた め に ､ 1 9 6 5 年以前 に

活躍 したフ ラ ン ス の ア ンリ ･ ワ ロ ン ( H e n ri W all o n 1 8 7 9
･

1 9 6 2) とポ ー ル ･

ラ ン ジ ュ ヴ

ア ン(P a u l L a n g e v i n 1 8 7 2
･ 1 9 4 6) を手がか り に した い ｡

ワ ロ ン は国際新教育連盟の フ ラン ス 支部の 副会長で あり ､ ラ ン ジ ュ ヴァ ン は名誉会長 で

あ っ た ｡ 彼 らは フ ラ ン ス 新教育グル
ー プを結成し ､ 戦前か ら戦後にか けて フ ラ ン ス の 教育

運動の 指導者的立場 にあ っ た｡ また ､
心理学者と して の ワ ロ ン と物理 学者で あり なが らも

勤労人民 の 友で あり民主主義と正義の ため に戦 っ た ラ ン ジ ュ ヴァ ン の 二人 の 教育活動で は ､

職業と
一

般教養の 問題 に焦点が 当て られて い る｡ 彼 らは フ ラ ン ス 政府機 関で あ る教育改革

委員会 の ､ ラ ン ジ ュ ヴァ ン は委員長 ､
ワ ロ ン は副委員長と して ､

｢ ラ ン ジ ュ ヴァ ン ･ ワ ロ ン

計画｣ の 作成 にあた るな ど､ フ ラ ン ス 教育運動 に与 えた彼 らの影響は 非常 に大き い ｡ また ､

彼らと ラ ン グラ ン の 直接的な関係 に つ い て は ､
彼等が ラン グラ ン 自身も参加 した レ ジ ス タ

ン ス の 指導者でも あっ た こ とが挙 げられる ｡ 加 えて ､ ラン グラ ン は彼 の思想 の形成に こ の

レ ジ ス タ ン ス 運動が 大きな影響を与えた と語 っ て い る｡

本節で は ラ ン グラ ン の 生涯教育論にお ける教養を職 業と の 関係 を中心 に ,
ワ ロ ン と ラ ン

ジ ュ ヴァ ン か らの影響に注目 しなが ら考察 して い く こ と にす る｡ そ こ で まず ､ 教養と いう

言葉の 意味を明 らか にす る｡ そ して ､
そ の 教養概念 と フ ラ ン ス 社会で 受け入れられて い る

教養と の相違 を明らか に し､ そ こか ら生 じる問題点に つ い て 述 べ る ｡ そ して ､ ラ ン グラ ン

の 生涯教育論 にお ける教養と職業 の結 び つ き を考察 し､ ラ ン グラン の 生涯教育論 にお ける

教養論を明らか にす る ｡

で はまず , 教養 の言葉の 意味を明らかに した い ｡ ｢ 教養が ある｣ と は ､ 多く の こ とを知

っ て い る とい う こ となの だろうか ｡ も しくは ､ 大学の
一

般教養 の授業 をたく さん受 けた者

が教養 の ある人と言 えるの か ｡ 広辞苑に よる と教養とは ｢ 単なる学殖 ･ 多識 とは こ となり ､

一

定 の 文化 理想 を体得 し､ そ れに よ っ て個人が身 に つ けた創造的な理解力や知識 ｡ そ の 内

容 は時代や 民族 の 文化 理念の 変遷に応 じて異 なる｣
( 7 2 )
と､ 教養が 単なる知識 を集積すれ

ばよ い もの で は なく ､ そ こ に文化的な行動様 式や創造力が含まれ るも の で あるとされて い

る ｡ つ ま り多様 な知識や技術を有 して い ても ､ そ こ か ら何 か創造でき る ような力や文化的

な振 る舞い が で きなければ教養の ある人とは い えない の で ある｡ ラ ン グラン 自身は教養 に
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つ い て次 の ように述 べ る ｡

｢ 教育に 関す る意見の 大半がそ こ から示唆を受け る教養 の伝 統的な概念ほ ど誤 っ た ､

破壊的なも の は ない ｡ ある個人の 教養は ､ 隣の 人ある い は平均的 モ デル が も っ て い る知

識 の 量と質 の偏差 に従 っ て の プ ラス か マ イ ナ ス か ､
より劣 っ て い るか とい っ た こ とに よ

っ て明 らか に され るもの では ない ｡ 教養とは ､
それ に よ っ て 人が よ りい っ そ う自分自身

に なる ような努力と経験の 全体を指すもの で ある｡ ｣
( 7 3)

ラ ン グラ ン の教養が 知識 の有無に よ っ て測れ ない もの で ある こ とが分か るが ､
こ の説明で

は教養の 定義が具体的に明確に されたとは い えな い だろう｡ そ こ で ､
フ ラ ン ス 語 にお ける

教養 ( c u lt u r e) に つ い て ル ブ
ー ル の 定義を見てみ た い ｡

ル ブ ー

ル は ラ ン グラ ン 同様に ｢ 百科全書的精神 ほ ど､ 教養 に反す るも の はな い｣
( 7 4 )
と ､

教育を受 け知識 を獲得 しただけでは必ず しも教養ある人間となり得な い ことを指摘す る｡

さらに ル ブ ー ル は 教養を特別な知的特性を持 つ もの で あると し､ そ の 特徴と して ｢ 駆使力｣ ､

｢ 一

体化｣ ､ ｢ 全体性｣ ､ ｢ 転移性｣ の 4 点を挙 げて い る｡

第
一

の 特性 は ｢ 駆使力｣ で ある｡ ル ブ ー ル は体育を例 に挙げ ｢ 体育のね らい は ､ 何らか

の 実技 を身 に つ けさせ る こと では なく ､ 身体全体 を自由自在に駆使 でき る ようにす る こ と｣

で ある と して ､ それ と同様 に教養も ｢ 己が持て る資力をす べ て活用 して ､
新 しい状況 - の

対応や ､ 新 しく 起 っ てく る問題 の解決を行う｣ と して い る ｡ さらに教養と は ｢ 学ぶ こ とを

学ぶ こ と｣
( 7 5 )
で あると

､ 学び方 を学ぶ こと こそ が教養で あると指摘 して い る｡

次に ｢
一

体化｣ とい う特性が挙げられ る｡ こ の 特性 は第 一

の特性か ら導かれ る ｡ それ に

つ い て ル ブ ー ル は ｢ 私が或 る知識 を駆使でき るの は ､ 私が そ の 知識 を自分の も の に して い る

か ら ､ い わば ､ 私 の 言葉 ､ 私 の観念 と して 肉化されて い るか らで ある｣ と述 べ て い る ｡ つ

まり知識 を駆使 でき るの は ､ 知識 が自分の も の ､ すなわち ｢ 肉化｣ されて い るとい うこ と

で あり
､
自分自身の体 の

一

部となっ て い るとい う こ とで ある ｡ さらに続けて ル ブ
ー ル は ｢ 精

神 は形式 を通 して知識を受容す るに しても､
形式 の 中にと どま っ て い る限り の 知識 ならば､

意味 はな い｣ と い う｡ こ の文言は ､ 現実場面で活用されな い 内容 か ら切 り離されて得た知

識 を ｢ 意味は な い｣ と批判す るもの で あり ､ 知識 の 活用 をも っ て初め て ｢
一 体化｣ が なさ

れ る とい うル ブ
ー ル の考え方 の現われで ある｡ ｡

そ して 三 つ 目 の 特性で ある ｢ 全体性｣ とは ､
知識 の 結び つ き をい う の で あり ､

｢ 互 い に

結び つ きの ない 知識の 集合を教養 とは い えない｣ とル ブ
ー ル は い う｡ さらに彼 は ｢ それ ら

の 知識は
､
そ の 人間の うちに存し､ そ の人間そ の も の で ある統

一 的な原 理 に従 っ て ､ 組織
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だて られ て い な ければならない｣
( 7 7)
と言及 し､ 知識 を組織だて る ｢ 統

一 的な原理｣ に よ

っ て ｢ 全体性｣ が もたされ ると述 べ て い る ｡ ル ブ ー ル は
､ 特に こ の人間そ の もの で あると

する ｢ 統
一

的 な原 理｣ に つ い て説明 して い ない が ､ 筆者は こ の 原理 は経験で あると考えて

い る ｡ つ まり ､ 知識 と知識は教師が系統だてて論 じる こ とに よ っ て結び つ けられて いく の

で はなく ､ 自分自身の 経験の 中で結び つ けられて いく の で あり ､ 経験 こ そ が人間そ の もの

をつ く り あげて いく と い える ｡

最後の 特性 は ｢ 転移性｣ で ある｡ ル ブ ー ル は こ の 特性 に つ い て ジ ャ ン ･ シ ャ ト
ー の 見解

を引用 して い る｡ シ ャ ト ー の 考え方は行動主義者の ｢ A の 知識 は B の 知識習得を可能にす

る どこ ろ か
､ む しろ逆にそれ を妨 げる可能性 さえある｣

( 7 8 )
と い う見解とは 異なり ､

｢ 可逆

性や
一

体化 を伴 っ た知識 ならば ､ 全く異なる知識 の習得 にも役 立 っ はずで あ る｣
( 7 9 )
と見

て い る｡ ル ブ
ー

ル は こ の シ ャ ト
ー の 見解を肯定 して お り ､ 教養は

一

つ の 知識 の 獲得か ら他

の 知識 の 獲得に役立 つ もの で あると考 えて い る ｡

そ して こ れ らの 特性を総 じて ､ ｢ 教養とは 知識 自体 の 中に存す るも の で は なく ､ 知識 を

活用でき る技 に存す る ､ とい う べ きで あろう｣
( 8 0)
と教養が知識そ の もの で はなく 知識 を

活用す る能力で あると結論付けて い る ｡

こ の ル ブ ー ル の 定義から , 教養と は知的 ､ 精神的領域に限定され る の で は なく ､ 行動様

式に 関わ るもの で あ る ことがわ か る｡ 特に ､ 教養が ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ で あると述 べ て い

る点に注目 した い ｡ 知識 を獲得したと してもそれが行動 に つ なが らなければ､ 新たな知識

を獲得する こ と には ならない . 知識 を駆使す ると いう こ とが 新た な知識め獲得に つ なが り ､

それ が ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ こ とになると考えられ る｡ また転移性や全体性 とい う要素は ､

知識 に結び つ き をもた せ新たな知識を習得させ るもの で あるとい える ｡ こ の ような教養 を

獲得すれば自ら学ぶ こ とが容易になるはずで ある｡ こ の ル ブ
ー

ル の 教養 を獲得すれ ば生涯

教育論提 唱の 背景に ある社会の 変化の加速化 に対応す る こ とがで き ,
ラ ン グラ ン の 生涯教

育が獲得 させ なけれ ばならない 能力の
一

つ で あるとい え る｡

次 に ､ こ の ようなル ブ
ー

ル が定義す る教養とフ ラ ン ス 実社会で考 えられて い る教養の相

違 に つ い て述 べ て いき た い ｡ これは ラ ン ジ ュ ヴァ ン の 教養に つ い て の 見解か らうかが う こ

とがで きる ｡ ラ ン ジ ュ ヴァ ン は フ ラン ス 新教育教会名誉会長 と して 1 9 3 2 年 に行われ た 国

際新教育連盟 の ｢ 社会 の 変貌と教育｣ と題された ニ
ー

ス 大会 で議長 を務め た ｡ 彼は こ の会

議 の 冒頭 で 『
一

般教養 の 問題』 と い う講演を行 い ､ 実社会で の 教養 に つ い て次 の ように述

べ て い る ｡
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｢ す こ し以前まで
一

般教養は精神の 衣装とみ なされて い ま した ｡ 若 い ときに華やか で

浅薄な装 い を身 に付 けれ ば､ 当意即妙に気 の きい た言葉を挟ん だり ､
ラテ ン語 の詩文 を

適 当に引用 できます｡ 歴史上 の 重要な事件と有名 な文学者や芸術家の名前を記憶す る こ

と が ､ 世俗 的な成功の 手段とされたの です ｡ ｣
( 8 1 )

これ は教養が ラテ ン語や文学ばかり で人文的､
精神的領域に属す るも の で あるとい うこ と

で ある｡ そ して ､
｢ 記憶｣ する こ とが教養を獲得す るた め の 主要な手段 であ っ た の である ｡

こ の ラ ン ジ ュ ヴァ ン の文言が明らか に して い るの は ､ ル ブ
ー ル の 教養の 定義は理想的な

教養で あり現実社会の 教養とは相違 があるとい う こ とで ある｡ ル ブ
ー ル は フ ラン ス 社会に

お ける教養の 在り方 ､
つ まり百科全書的な知識をも つ こ とが 教養で あると い う ことを問題

視 し､ 教養の 正 しい在り方 を定義したの で あり ､ ラ ン グラ ン もそ の ような教養の あり方 を

｢ 教養の 伝統的な概念ほ ど誤 っ た ､ 破壊的なもの はな い｣
( 8 2 )
と批判 した の で ある ｡

とこ ろで
､
こ の ような ｢伝統的な教養｣ に は どの ような問題が含まれて い る の だろうか ｡

上述 の ラン ジ ュ ヴァ ン の言葉に あっ た ｢ 歴史上 の 重要な事件と有名な文学者や芸術家の名

前 を記憶す る こ と が ､ 世俗的な成功 の手段とされ たの です｣ と い う文言が意味す るの は ､

教養 の獲得が よ い職業に つ く ことの 条件と して機能 して い た と い うこ とで ある｡ こ の よう

な教養と職業 の 関係 に つ い て ワ ロ ン は ､ ｢ 教養は或る職業に つ く手段に なりま した｡ とく に

大革命い らい ､ そ して それ よ り少 し前で さえも､ 教養 は高尚な職務 (fo n cti o n lib 6 r al e) と

呼ばれ るも の を果 たす手段となりま した｣
( 8 3)
と述 べ て い る｡ つ ま り ､ 教養 の 無 い者は ｢ 高

尚な職業｣ 一 例 えば医師 一

に廉く ことが できない と い う こ とで ある. 職業 ( p r of e s si o n )

は生計 をた て るため に行う活動 の ことであるが ､ それは単に収入 をもた らすだけの もの で

はなく ､ 従事す るもの の社会的身分を決定す る役割を担 っ て い る の で ある｡ ル ブ
ー ル は ｢ 二

十世紀 の ブ ル ジ ョ ア ジ ー の 中に ､ 収入が いく ら良い か らとい っ て我が 息子 を手職業につ か

せ る父親が どのく らい い るか｣ ､ また ｢ 文部大臣が 技術教育に つ い て審議す る場合 ､ 大臣は

彼 の 子 どもに技術教育を つ ける勇気が あるだろうか｣
( 8 4 )
と述 べ て い る ｡ こ の 文言 が意味

す るの は支配階級 の 職業､ す なわち頭脳労働と労働者階級 の職業 ､ すなわち肉体労働が賃

金に 関係 なく相容れな いもの とな っ て い る とい うこ とで ある｡ 特 に肉体労働は 労働者階級

の低俗な仕事で あるとブル ジ ョ ア ジ
ー

から見られ て い る の で ある ｡ ラ ン ジ ュ ヴァ ン は こ の

こ とを ｢ しば しば職業は人々 を離反させ｣
( 8 5 )
ると指摘 して い る｡

こ の ように 教養 が職 業に就くた めの 手段と して機 能す る ように なる こ とに よ っ て ､ 職業

が人 々 を分け隔て る こ と を正当化す る役割をもつ ように な っ た と い える｡ さらに既 に教養
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が ある者た ちは ､ そ の 教養を自分たちだけの 特権と して教養をもた ない 者の 侵入を防げる

こ とで ､ そ の 地位を維持する こ とが できる の で ある｡ そ の ような状況に対 して ル ブ
ー ル は ､

デ ュ ー

イ の フ ラ ン ス 批判を参照 し､ ｢ われわれ フ ラ ン ス 文明の 悲劇 は ､
デ ュ ー

イ が 正 しくも

指摘 して い る通 り ､ リ ベ ラル な教養は指導階級に ､ 技術指導は思考の 必要が なく ､ 従属を

強い られて い る人々 に ､ 充当されて い る こ とで ある｣
( 8 6)
と述 べ て い る｡ デ ュ

ー イ の 指摘

か ら分か る よう にブル ジ ョ ア階級 に よる教養の独占､ そ して教養 の 有無 に よる職業選別 と

い う問題 を
一

層強化す るの は ､ 前章で述 べ た ｢ 教育の 複線型｣ で ある とい える ｡

一

方 ラン グラ ン は職業､ つ まり労働と教養の 関係 に つ い て以下 の よう に述 べ る｡

｢ 教養が ､ 人 々 に文学や哲学や芸術の 文脈 の 中で 定義され提案され 分配 され る限り ､

しか もほ とん ども っ ぱら余暇に入り込 ん でく る
一 連 の 活動 と して で あるか ぎり ､ 労働者

は彼 の 思想やく ふうを構成す るもの の精髄を ､ 正 しい 価値体系 の 中に位置づ けるの に最

も大き な困難をもつ こ とに なる｡ 従 っ て最高に だい じなこ とは ､ 労働 に ､
理論にお い て

も事実 にお い て も､ そ の真 の意識を返 すこ と ､
つ ま り ､ そ の 語 の最も深 い そ して最も真

正 な意味で 教養 の はたらきとい う意識を再び もたせ る こ とで ある｡ ｣
( 8 7 )

ラ ン ジ ュ ヴァ ンや ワ ロ ンが指摘す る ようなフ ラ ン ス 社会 の 教養 に対 し､ ラ ン グラ ン も同様

に教養が人文的 ､ 精神的領域の み に属す るこ とを批判 して い る｡ ラ ン グラ ン の 問題意識 は

｢ 人間形成の
一

般的側面と特殊な側面 ､ 特に職 業的養成 の側 面｣ が ｢ た と え相反 したもの

にな っ て い なく と も､ あたかも互 い にちが っ た価値をも っ て い る か の ごとくは っ きり分離

されて い ると い う事態が ､
実に容易に起 こ っ て い る｣

( 8 8 )
と ､ 教 育の海神的側 面と職業的

側面が分離されて い る こ とに 向けられて い る ｡ さらに彼 は ｢ 職業は人の 生活の 多分最も重

要な事柄 で ある の に ､ それ は ､ 教育的視野で は依然人間存在の 周辺 に置かれ て い る｣
( 8 9)

と､ 教育にお い て職業が正 しく扱われ て い ない こ とを批判 して い る｡

こ の よう に フ ラン ス 社会にお ける教養は知的 ､
精神的領域の もの で ある と捉 えられ ､ ラ

ン グラン が 考える｢ 人が より い っ そ う自分自身に なるような努力と経験 の 全体 を指すも の｣

とは か け離れて い た ｡ 教養が こ の ような知的側面に限定され る こ とが ､ 結果的に教育にお

い て 百科全書的知識 の獲得が重視される こ とに つ なが るの で ある ｡ 教養は職業に就く手段

と して機能 し､ さらに ｢ 複線型の 教育｣ によ っ て ブル ジ ョ ア階級 の 特権で あ っ たの で ､ 労

働者 階級 の 者に は技術指導 しか与えられなか っ た｡ そ の ような教養の 分離が教養の あるも

の は知的労働 ､ 教養 の ない もの は 肉体労働と い う ように職業 の分離
･ 対立 - と つ なが っ て

い く こ と にな る｡ こ の ような知的 ､ 精神的側面と技術的 ､ 肉体的側面 の分離は労働に従事

･

3 8
･



す るもの の 精神 と 肉体をも分離させ るこ と になる ｡

そ こ で ラ ン グラ ン の 生涯教育論は ｢ 最も深 い そ して最も真正 な意味で の 教養 の はたらき

とい う意識 を再 びもた せ る｣ ことに よ っ て ､ 教養の 問題 を生涯教育と いう視点か ら解決 し

ょぅと して い る の で ある｡ 次に こ の 教養の 問題
( 9 0)
を どの ように ラ ン グラ ン が解決 しよう

と して い るか 見て い きた い ｡

上述 した ラ ン グラ ン の 言葉の ｢ 労働者は彼の 思想やくふ うを構成する もの の 精髄を､ 正

しい 価値体 系の 中に位置づ けるの に最も大きな困難をもつ こ とにな る｣ とい う部分が ラ ン

グラ ン の 教養に 関す る問題意識 で ある と考えられ る ｡ ｢ 思想やく ふ うを構成す るもの の精

髄｣ とは人 が考え工夫す る ことの もとになるの が教養で あるか ら､ そ れ は教養で ある と考

えられ る｡ そ の 教養 を ｢ 正 しい価値体系｣ の 中に位置づ ける こ と に困難をも つ の は ,
そ の

教養が 上述 したように人文的 ､ 思想的領域の もの に限定されて い るか らだと考えられ る｡

こ の ような教養 の在り方を前提と して い ては ､
ル ブ ー ル の 教養の 要素の

一

つ で ある ｢ 一

体

化｣ が なされ ない ｡ つ ま り , 芸術や文学と い っ たも の を人 口 の大半 を占め る技術指導しか

なされ て い ない 労働者たちがすぐに理解す るの は困難 で あり ､ 現在の彼 らの 生活 にと っ て

それほ ど重要なも の で はない もの を自分の ｢ 肉化｣ させ る の は難 しい とい えるの で ある｡

それ は ル ブ ー ル に従 っ て いうと ､
形式の 中に 留ま っ て い る の で あり ｢ 意味は ない｣ の で あ

る｡ 彼らに と っ ては職業技術や科学技術の 獲得の ほうが よ ほ ど関心 ごと で あろう｡ ｢ 文化的

な性 質の 動機づ けは ､ 個人の 集団の側 には永続的 な接触 を刺激す るに は十分なほ ど強くな

い｣
( 9 1 )
とラ ン グラ ン が い うように ､ 例えいく ら必要 で あ っ た と して も労働者階級 の 人々

■-

に何 の準備 も無く彼 らが文化的素地をもたな い領域の教養 をあた えると い う こ とは ､ 非常

に困難なこ とで あると い える ｡ い くら優れた 学習 プ ロ グラ ム を用意 して も労働者の 人々 が

何 の興味や関心 を示 し参加 しなければ､ そ の プ ロ グラ ム は 開始 され るこ とは ない の で ある｡

そ こ で ラ ン グラ ン は ､ 教養の 出発点と して職業を位置づ ける こ とに よ っ て学習者が興味
･

関心 をもて る事柄 か ら教養を高めて い こうと した の で ある ｡ それ は次 の文言か ら見 る こと

が でき る ｡

｢ 実際問題 と して ､ 労働の諸活動を枠組みと して ､ また 出発点と して使 えば ､ 職業人

を適切な諸方法の お か げで彼 が育っ 社会 の 主要な様相や問題 に関 して の ､
は ば広く か つ

透徹 した ビ ジ ョ ン の と こ ろ - 導く こ とが可能 で ある｡ 他方で 上述 の
一

般教育､
つ ま り表

現の 方法や科学知識 の 手段の 使用の 修行は ､ それ が人 々 を彼 らの 仕事を遂行す る ように

準備す るた め の もの である場合 ､ その 十全の 意義をま と い ､ そ の 最も強固な動機を見出
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す｣
( 9 2)

こ こ に は職業を教養の 出発点とす るこ との利点が 二 つ 示 されて い る｡
一

つ は教養が知識 の

獲得の み に 限定 されず ､
知識を獲得す る方法 に つ なが る とい う こ とで ある｡ 人類は具体的

なもの を徹底的 に深く考察する こ とで抽象的 ､

一

般 的なもの をそ こ か ら見つ けだ してき た｡

特定 の 三角形 を調 べ る こ とで 三角形
一

般の 法則を導き出す の で ある｡ つ ま り具体的な職業

を徹底的に学ぶ こ とに よ っ て ､ 職業
一

般を知 る こ とが でき るの で ある0

二 つ 目は 学習 - の 動機 づ け
( 9 3 )
を与えると い う こ とで ある｡ 動機 づ けの 重要性 に つ い て

は ､ ラ ン グラ ン の ｢ 教育の機能的な面は学習 - の 最も強力な動機 を与えるとい う こ とで あ

る｣ とい う言葉か らも分か る｡ さらに続けて彼 は ｢教育はそ れ独自の 目的を追求する と い

っ た 抽象の 真空状態 の 中では効果的 には行い えず ､ それ は 日常生活 ､ 職業 ､ 政治､ 地域 の

生活条件 の 改善などとい う強 い 関心 と 関連 して い なけれ ばならな い｣
( 9 4)
こ と が 明らか で

あると述 べ て い る｡ つ まり ラン グラ ン は ｢ 真空状態｣ の 教養を止 め ､ 職業と い う強い 関心

と関連 させ る こ とで動機づ けを行お うとい うの で ある ｡

こ の よう に ラ ン グラ ンは ､ 知的､ 精神的側 面と技術的 ､ 肉体的側 面に分離 して しま っ て

い る教養 を､ そ の 出発点と して職業を位置づ ける こ と に より統
一

しようと した の で ある｡

職業は労働者に と っ て重要な関心 ごとであり ､ 彼 らは職業が教養 の 出発点に ある こ とで 教

養を高め る道に 立 つ こ と を動機 づ けられるだろ う｡ もちろん こ の こ と が人文的 ､ 思想的領

域の教養を否定す る こ とには ならない ｡ 職業を出発点と した教養が人文的 ､ 思想的領域に

辿り着く こ とが ありうる し､ 教育はそ の ように学習者 を導く 必要が あち. ラン グラ ン は こ

の ような方法に よ っ て知的 ･ 精神的領域に限定され て しま っ て い る教養を解放 しようと し

た の で ある｡

こ こ まで ラ ン グラ ン の 生涯教育論にお ける教養を考察 してき たが ､ こ の教養の 中心 をな

すもの に つ い て言及 した い ｡ それは ル ブ ー ル が既 に述 べ て い た ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣
( 9 5 )
能

力で あると 考えられ る｡ 教養は知識で はなく 知識 を駆使 し､
一 体化 し ､ 組織化 し､ 転移 さ

せ るも の で あり ､ これ らは ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力と 関係 の深 い もの で あると い え る｡ ラ

ン グラ ン は こ の 教養 の 中心 で ある ｢ 学ぶ ことを学ぶ｣ をどの よう に考えて い た の で あろう

か ｡ 非常に重要な事柄 であると考えられる の で次節で詳 しく見て いく ことにす る ｡

第3 節 ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ とは

変化 の加速化が 著しい 時代で は特定 の知識や技術 を獲得す る だ けで は不十分 で ある｡ つ

･ 4 0
･



まり
､
生涯教育の 目標 は百科全書的な知識を持た せ る こ とで は なく , 知識 を自分 の力で獲

得す る能力を身 に つ けさせ る こ となの で ある ｡ なぜ なら ､ 学校で特定 の職業の技術や知識

を獲得 した と しても技術革新はす ぐに行われ ､ そ の 技術や知識 が役 に立 たなく なるか らで

ある ｡ 人 々 は それ らの 知識や技術と同時に ､ それ らを時代の 進歩 に適応 させ る能力も獲得

しなければならない の である｡ すなわち､ それが ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ とい う こ とで あると

い える｡ しか し､ ま だまだそ の 言葉の 内容は具体性 を帯びて こ ない ｡ どうい う下位能力が

あれ ば ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ こ とが できるの だろうか ｡ ラン グラ ン の 著書か らそ の 具体的な

内容 を考察す る ｡

第
一

に ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ とは ｢ 動機づ け｣ を得 る こ とで ある ｡ ラ ン グラ ン は フ ラ ン ス

とイ タリ ア で行われ た調査 に よ っ て読書が少数者の 活動 に留ま っ て い る こ とを述 べ ､ 学校

で文字を書く こ とも読む こ とも習っ た はずで ある の に成人が 読書と い う活動を行わない こ

とを ｢ 読書 - の 趣味 (t a st e) と習慣(h a bit) を獲得 しなか っ た｣
( 9 6 )
た めで ある と伝統的な

学校教育を批判する ｡ 読書は い か なる学習や研究 にお い ても重要 な手段で あるが ､ そ れを

使わ ない とい う こ と は学習を放棄して い る状態で あるとい える｡ つ まり こ の ような成人は ､

そ の 子 ども時代に お い て学習 - の動機づ けを獲得す る こ とが でき なか っ た の で ある｡ ラ ン

グラ ン は次 の ように伝統的な学校 の 動機づ けに つ い て批判す る｡

｢ 大多数 の もの にと っ て は ､ 刺激は ､ 通常 ､ 活動を方向づ ける人すなわ ち教師か ら与

えられ る ｡ 点数 ､ 賞罰 ､ 称賛 とけん責の シ ス テ ム ､ そ こで は ､ 生徒達の 浮動す る努力 を

支える こ とが でき るの であ
'

a ｡ こ れらの 伝統的 な刺激剤の助 けをか りて ようやく ､ かれ

らは ､ つ い に ､ かれ らの 学習の 終わり まで戦 い とお す の で ある ｡ そ して ､ そ の 学習は ､

大人 の 世界 - の 入 口 をまた ぐ価値が ある か否 か をかれ らに告 げ る試 験に お い て頂点 に

達す る ｡ それ は ､ た い て い ､

■
盲目的な努力で あ っ て ､

そ の意義は あま り明瞭で はな い ｡

結局 ､ 外的な法則 に したが っ た り ､ 長期 にわたる従属の 経験を通 して 自由や独 立の 活用

を学ん だ りす る こ とな どは幼年時代の運命で は ない だろうか ｡ こ の ような環境の 下で は ､

多く の
"

生徒た ち
"

に と っ て ､ 教育が相変わらず表面的で 逸脱 したも の で あるとしても

不思議で は な い ｡ ｣
( 9 7)

こ の よう に ｢ 大衆の 無学｣ の 根拠 を評価に よ る外的な動機づ けに よるも の で あると して ､

古 い制度にお ける 内的な動機づ けの 不在を指摘す る ｡ それ に対 して ラ ン グラ ン は ｢ 教育の

機能 的な面は 学習 - の 最も強力な動機 を与える と い う こ とで ある｣
( 9 8)
と い う｡ こ こで ラ

ン グラ ン の い う ｢ 最も強力な動機｣ とは内発的な動機 だとい え る｡ つ まり 自ら進んで 学習

1
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に向か っ て いく意志で あり ､ 学習活動そ の もの に喜び を感 じる こ とが でき る ような興味や

好奇心 で なけれ ばならない
( 9 9 )

｡ 動機は学び の 出発点で ある と い える ｡ 学ぼうとい う意志

がなければ何も始まらない ｡ 教育の 目的が学ぶ こ と を学ばせ る こ とで あり , ラ ン グラ ン は

そ の 出発点と して 内的動機づ けを非常に重視 して い る の で ある｡

第二 に ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ とは ､ ｢ 学習の習慣を身に つ ける｣ こ とで あると い える｡ ラ

ン グラ ン が ｢ 学習もまた
一

つ の 習慣であり ､ 児童期 に習得の しか た を身に つ けた人は ､ い

っ で も新 しい 学習実践 の 手ほ どきを受け､ 導入 され る こ とが でき る｣
( 1 0 0 )
と い う ように ､

彼は学習が
一

つ の習慣で あると考えて い る｡ 習慣 を身に つ けるとい う こ とは想像以上 に大

きな力となる ｡ 例えわずかな こ とでも ､ 毎日続ければ大きなもの となる とい うの は古く か

らい われ て い る こ とで ある｡ 上述の フ ラ ン ス とイ タリア で の 調査 に つ い て も ､ 動機づ けだ

けでなく習慣が なか っ た こ とを批判 してい る｡ ｢ 習う より慣れ ろ｣ と いう言葉が あるが ､
ど

の ような学びで あ っ ても
-

度や 二度で獲得す る こ とは ほ ぼ不可能で ある し､ 高度な技術 に

なればなる ほ どそ の 時間はか か る｡ 自己教育の能力が
一

度の 活動で獲得 され る はず がない

し
､ 習慣 と して長期的 ､ 継続的に行うこ と以外 にそ の 能力 が習得され る こ とは ない だろう｡

毎日 の生活 の 中で ､ 分析 ､ 観察､ 吟味 ､ そ して知識 の活用 と い う行動 を習慣的 に行 っ て い

く こ と で どう い うふうに事物 を観ればよい の か ､
ど の よう に知識 をつ なげて い けばい い の

か ､ と い う こ と が徐 々 に理解できてく るの で ある｡ 長期的展望を必 要とす る学習活動で あ

るが ､
一 度そ の 習慣 を獲得 して しま えばい つ で も新 しい 活動に挑戦す る準備 が できた状態

に あるとい える の で ある ｡

最後 に ｢ 自己教育の 方法を学ぶ｣ こ とが ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 要素で あるとい える｡ ラ ン

グラ ン は学校や大学の外 で行わ れる労働者教育や協同組合教育で の 学習活動に新 しい成人

教育の 道 を見出 して い る ｡ そ の活動に参加 した成人を｢ 原則 と してす べ て の 教えられる人々

の も の だ っ た教育の 対象の 地位か ら出て ､ 彼 は彼 自身 の 教育の 主体 と な っ た の で ある｣

( 1 0 1)
と称 えて い る ｡ 教育の 主体は教育するも の ､ つ まり教師で ある｡ と こ ろ が ､ 教育され

る生徒が 教育の 主体で あると い うの で ある｡ これ は自己教育を意味す る ｡ 自分 自身が自分

の教師となり ､ 自分に教育す るとい う新しい道で ある｡ で は 自己教育をす るた めに は どう

い っ た能力が 必要な の で あろうか ､
ラ ン グラ ン は次の ように述 べ る｡

｢ 今後は い かな る学習過程にお い ても､ 必然的に 限定され抽象的に切 り離され た内容

を強調でき なくな る｡ 強調されね ばならな い の は ､ 理解 し比較 し分析 し､ 知識を秩序づ

け､ 具体的なもの と抽象的なもの の ､ ある い は
一

般的なもの と特殊的なもの との 関係 を､

-
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なん なく取扱い ､ 知識 を行動に結び つ け､ 訓練と情報 を調整す る能力で ある｡ ｣
( 1 0 2 )

1 9 6 0 年代 の 世界は ､ 変化が早く学ばなければならない 知識も どん どん新 しい もの にな っ て

いく ｡ こ の ような状況では 限られた時間で教師がす べ て を教 えつ くす ようなこ とは不可能

で ある ｡ よ っ て ､ 知識 を獲得するための 方法や ､ 獲得 した 知識 を秩序づ け､ 活用す る能力

が要求され るの で ある ｡ 自己教育は生涯教育の 中心で あり ､ こ の 能力 を獲得すれ ば生涯教

育は容易に なると い える｡

ラ ン グラ ン の 考える ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ とは ､
｢ 動機づ け｣ ､ ｢ 自己教育の 方法を学ぶ｣ ､

｢ 学習の 習慣 を身に つ ける｣ ､ の 三点が主要な内容で あるとい える｡ そ して生涯教育の 目標

は ､ こ の ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ 能力を教養の 中心 と位置づ け､ それを獲得させ る ことで ある

と い える ｡ そ の ような教養を獲得 した人間は ｢ ､ 自律 した 学習者｣ と して こ の 変化の加速

化す る社会 に対応す る こ とができ ､ さらに教養 ある人間を目指 して い ける の で ある｡

そ こ で 次節で は ラ ン グラ ン が こ の 能力をどの よう に育成 しよう考えて い る か を考察 し

てい く ｡ どうや ら､ ラン グラ ン はそ の 能力 の 育成 を学校に 見て い る ようで ある｡ ラン グラ

ン は こ の 能力 を育成 させて い ない 学校教育に対 して非常に批判的で ある｡ なぜ なら成人教

育を推進 しようと して も､ 学校教育を通 じて学習に対する否定的な姿勢の 出来上 が っ た状

況 で は非常に 困難な活動と な っ て しまうからで ある｡ そ して こ の ことが ､ ラ ン グラン が生

涯教育を提唱 した 大き な要因に な っ て い るとい える ｡ 学校教育や成人教育とい っ た分け方

で考 えて い る の で は なく ､ 両者が密接な関係 で成り立 っ て い るとい う こ と を認識 しなけれ

ば､
い っ こ うに こ の 間題 が解決でき ないか らである ｡ ラ ン グラ ン は教養 ある成人が自ら学

び ､ より
一

層教養 を獲得 して いく社会を作り 出すた めに ､ 学校で どの よう に ｢ 学ぶ こ と を

学ぶ｣ 能力 を身に つ けさせ ようと考えて い た の だろうか ｡

第4 節 ラ ン グラ ン の 生涯教育論 にお ける学校

ラ ン グラ ン は ユ ネ ス コ の成人教育長という立場 であり ､ 成人教育に つ い て の 議論 の場 で

生涯教育と い う理念 を提唱 した｡ しか しラン グラ ン が生涯教育論 にお い て 学校や子 どもに

つ い て何も言及 して い ない か とい うと ､ 決 して そう い うこ とで はな い ｡ む しろ彼 は学校 を

重視 して い るの で ある｡ 生涯教育にお ける学校の 役割に つ い て ラ ン グラ ン は次 の ように述

べ る ｡

｢ も し教育が生涯 にわた っ て拡大されるなら､ 学校はそ の 過程全体に比 して比 較的短

い 期間 を占め る こ とになろう｡ 言葉の 十分な意味にお い て の 教育の た め の 時間は成人生

･
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活 の 中にある こ とに なろう. 成人生活にお い て ､ 人は 自分自身 の教育にお い て ､ 客観的

か つ 主観的な役割を演ず る立場に ある｡ 学校は む しろ充実 し完全な教育の 過程 - の た め

の 重要で決 定的な導入部(プ レ リ ュ
ー

ド) を構成する もの と なろう｡ しか し､ 同時に 学校

教育に移 る責任 もかなり増加するだろう｡ と いう の は ､ 学校は ､ これま で の ように ､ 知

識 の 伝達 に全力 を注 がずに ､ 全体として の 人 間の 発達 に 向けられ るで あろうか らで あ

る｡ ｣
( 1 0 3 )

こ こ で ラ ン グラ ンが 生涯教育の
一

部分と して 学校教育を捉 えて い る こ とが読み 取れ る｡ そ

して彼 は そ の 位置が教育の導入部(プ レ リ ュ ー

ド) で あると考 えて お り ､ そ の 意味で の重要

性 を帯びて い ると して い る｡

ラ ン グラ ン が 成人教育とい う立 場で あるも の の 上 記 の よう にまた 上 記以外 に も学校に

っ い て多く述 べ て い る理 由は ､ 彼が ｢ 大人は子 どもの後継者だ｣
( 1 0 4)
と考えて い るか らで

ある｡ つ ま り ､ 成人教育の 成功の た め には学校教育の 成功 が不可欠 だとい う こ とで ある ｡

しか し
､
これ は単に学校教育か ら成人教育 - の貢献 と い うだけの

一 方向的なもの で はな い ｡

なぜ なら ､ 実際 には ｢ 子 どもが大人の 後継者｣ で あるか らで ある｡ 成人が生涯教育の 必要

性 に気づき 学校教育を改善して い か なければ ､ 学校教育が勝手に 改善され る こ とはない ｡

つ ま り ラ ン グラ ン は大人に生涯教育の 必要性 を学ばせ ､ そ の 大人た ちに学校教育を改善さ

せ
､
そ して学習 に目覚めた大人た ちが また 学校教育をより よくす ると い うサイ ク ル を考え

て い るの で ある ｡ こ の 理論 は正 の循環で ある と言える｡ 学校教育が良く なれば成人教育が

良くなり ､ また成人教育が良くなれ ば学校教育が よくなる とい うの モある ｡ これは教育と

い う側面 だけで なく子 どもが変われ ば大人が変わり ､
大人が 変われ ば子どもも変わ る とい

うように ､ 社会変革をもたらすサイク ル ともい える ｡ ともあれ ､
ラ ン グラ ン の 生涯教育理

論 にお い て 学校教育と成人教育は ､ 二 つ に分断され る ようなもの では なく ､ 連続性 を有 し

てお り 互 い に影響 し合 っ てい るの である｡

今まで 述 べ たよ うに ラ ン グラ ン の 生涯教 育論 に お い て学校教 育が成人 に な っ てか らの

学習に非常に重要 なもの である｡ つ まり学校は卒業以降の 学習の た めの 準備段階で あると

い える｡ 本節で は ､ 学校にお い て どの ように成人 にな っ て か らの 学習に必 要な能力 ､ すな

わち ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を獲得 しようと考えて い るの か を明らか に した い ｡ それ にあ

た っ て ､ ラ ン グラ ン が 『生涯教育に つ い て』 の 中で フ レ ネ の 学校 を
一

つ の モ デル と して提

示 して い る こ とに鑑 み て
( 1 0 5 )

､
セ レ ス タ ン

･ フ レ ネ ( C el e sti n F r ei n et 1 8 9 6
-

1 9 6 6) の 教

育論 を手が か り に考察して い きた い ｡ フ レ ネとラ ン グラ ン の 関係 に つ いて は ､ 宮 ヶ谷徳三

･
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が ｢ 彼 ( ポ ー ル ･

ラ ン グラ ン 筆者) もフ レ ネか ら直接教 えを受 けた人なの だが｣
( 1 0 6 )
と

述 べ て い る こ とか ら､ ラ ン グラン は彼の 教育思想を形成す る上 で フ レネの影響を非常に強

くうけて い る こ とが分 か る｡ そ こ で まず ､
フ レ ネや ラ ン グラ ン の 著書か ら伝統的な学校 の

様子 を考察 し､ そ の 間題点を明らか にす る｡ そ の 間題点を踏まえて ､ 学校をどの ように変

える こ と で ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を養う こ とが できる か を明らかに した い ｡ そ こで ､ 本

節で は ､ まず伝統的な学校が 生活と切り離されて い る様子 を示 し､ どの ようにそれ らを結

び つ けようと した の かをフ レネを手が かり に考察し､ 学校と 生活が連続性 をも っ た学校で

は どの ように教養が獲得され て い たの か を明らか にす る｡

まず初 め に フ ラ ン ス の 学校 の様子 を､ 生活との 帝離の 視点か ら描写 して い きた い ｡ フ レ

ネは 自身 の 経験 に よ っ て学校 と生活が切り離された様子を次 の ように記述 して い る｡

｢ 大気 を胸 い っ ぱい す っ て ､ 私た ちは学校 - の道 をゆく ｡ 自分 たちの 現在と未来の 生

活 と か かわ っ て深 い意味を持 つ様 々 な活動 ､ 自然の 営み そ して小鳥 の 歌声が私た ちの 心

を満た して い た ｡ 心配 ごと ? そん なもの は め っ た に私た ちに つ い ては こ なか っ た ｡ 仲間

の 中で解放 されて い る子 どもは ､
病気か解決不可能な問題が の しかか っ て い る時以外は

決 して 心配 に か られ る こ とが ない ｡ 生活が彼 を独 占 し､ 自身に満 ちた楽天 主義で彼 を前

- 前 - とすすませ る の だ｡

私た ちは学校に 近づく ｡ 確 かで独創的な考 えが 尽き る ことは ない ｡ 鋭さと ユ ー モ ア に

満ちた 言葉が 次々 に飛び 出す ｡ よき につ け悪 しき に つ け､ や り た い こ とが 山ほ どある｡

そ の 時突然 ､ 鐘が鳴る｡ ぞれ はた ちま ち､ 私た ちに空白の ようなも の を引きお こす｡ 生

活が そ こ で ス トッ プ し
､ 学校が始ま っ た ｡ 新 しい 世界 ､ 私た ちが 生き てきた世界と全く

違 っ た別 の 規律 ､ 別 の義務､ 別の 興味､ いやも っ と重大な こ と に は ､ そ こ は劇的と言え

る程興味 の 存在 しない世界｡ 私た ちは最後 にもう 一 度 ポケ ッ トの 中の ビ ー 玉 を数え､ 道

で 見 つ けた 素敵なア ン モ ナイ トを, 帰りに持 っ て帰れ るよう に注意深く かくす ｡ そ して ､

私た ちの 後か ら つ い てきた犬 を追 い かえさなけれ ばならな い ｡ 犬は私 た ちが整列 して無

表情に なり ､ 総 て の 生活が追放された世界 - 気 - て いく の を見て た だび っ く り して い た ｡

ドア が閉 められ た ｡ ｣
( 1 0 7)

学校 の
一

歩前まで は活気 に満ち溢れた子 どもた ちが ､ 学校と い う閉 ざされた 空間に入 るや

い なや ま るで生気 を失 っ た ように別の 世界 - と向かう様子 が描写 されて い る｡ 特に最後の

｢ ドアが 閉め られた｣ と い う言葉に フ レネの 思い が こ め られ て い る ように感 じる｡ その ド

ア は子 どもた ちの 生活 と学校を分断するもの で あり ､ そ こ か ら先 は全く別 の 世界が始まる

･
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と い うよう な印象を受ける｡ つ ま り ､ 学校と いう場所 は彼 らが ｢ 生きて きた世界 と全く違

っ た別 の 規律､ 別 の義務､ 別 の 興味｣ によ っ て成り立 っ た世界で あり ､
｢ 劇的と言 える程興

味の存在 しな い世界｣ なの で ある ｡

そ の 先の 世界で は彼 らの 生活とは 関係 の 無い テ キ ス トが読 まれ ､ 意味の ない言葉を 口 に

しなければならない の だ｡ そ れは次の ような場面に象徴され る｡

｢ L a p o u l e a p i c o r6 1 a ( s al a d e) ( に わとり が なっ ばをつ つ い た) ｣

r 一 先生 ､ p i c o e 6l a ( ぱお つ つ) っ てなんです か ? ｣
( 1 0 8 )

こ の ような文章は 実際 の 生活でもちろん ありう る言葉で ある し､ 意味も通 っ た言葉で ある｡

しか し
､ 言葉が 生活 とい う コ ンテ ク ス トか ら切 り離され ､ 学校の 黒板 に つ づ られ たとき ､

非常に退屈 なも の とな っ て しまうの であり ､ そ の ような学校 で行 われ る機械的な活動 に子

どもた ちは なん ら興味 をもた ない とフ レネは指摘す る の で ある｡

これは フ レ ネ の幼少時代だけの話 ではな い ｡ 同様 に ラ ン グラ ン も ｢ 学校教育は ､ 青少年

の 発達に ブ レ ー

キ と して作用 し､ ま た ､ そ の 年齢段階で彼 らが体験 しなければならない 生

活 を妨害 して い る｡ そ の結果 ､ 学校教育は楽 しみや個人的な充実感 の み なもとと なるかわ

り に ､ 自由を束縛するもの に思え ､ 彼 らの 間に教育に対す る否定的態度を助長 させ て い る｣

( 1 0 9 )
と学校と生活 の 帝離が子 どもた ちの 学習嫌い を促進させて い る と批判 して い る｡

伝統的な学校の 授業の様 子 は ,

｢ 退屈｣ と い う言葉に よ っ て フ レ ネに 表現 され ､ ラン グ

ラ ン に と っ て それ は ｢ ブ レ ー

キ｣ なの で ある ｡ こ の 学校に お ける ｢ 退屈｣
･ ｢ ブ レ ー キ｣ と

は
､ 教育が ｢ 動機 づ け｣ を行うこ と ができなか っ た ､ さらに は学習者が も っ て い る興味 ･

関心 を低下 させ る こ とに な っ た とい う ことで あると考えられ る｡

生涯教育の 導入部で ある学校 にお い て こ の ようなっ まずきが ある こ と は ､ 後の 教育全体

に不利 な影響を与え る こ とは 明らか である｡ こ の ような学校が生活 と断絶され るこ とに よ

っ て
､ 子 どもた ちが動機 づ けられる どこ ろか反対に学習 - の 意欲 を低下させ られ て い ると

い う問題 を鑑み て ､ ラ ン グラ ン は生涯教育の 目標が ｢ 生活 と教育を密着させ るとこ ろに あ

る｣
( 1 1 0)
と述 べ る ｡ 彼 は ｢ 学校と い うの は ､ 地域社会の

一

部に過 ぎな い｣
( 1 1 1 )
述 べ

､ 学校

が 地域社会の
一

部 と して学校の 外と連続性をも つ こ とに よ っ て ､ 子 どもた ちの 興味 ･ 関心

に基づ い た 学校 に して い かなければならな い と考えて い る ｡ そ の ような学校 こ そ が生涯教

育の導入部と して の 学校なの で ある ｡ と こ ろ で ､ ラ ン グラ ン は どの ように学校と生活に結

1
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び つ きをもた せ よう と考 えて い る の だろうか ｡

確 か に伝統的な学校 にお ける講義中心 の授業形式が ､ 子 どもた ちの 興味や関心 を無視 し

たもの で あり ､ 成人 の 多くが学習離れ して い る こ とは分か る が ､ なぜ ラ ン グラ ン は学校と

生活 を結び付 ける こ とで子どもたちの 動機づ けを行う こ とが でき ると考えた の で あろうか ｡

それ は彼が 既 に行われて い る教育実践 の成功例を見て い るか らで ある｡ そ の
一

つ が 1 9 6 0

年代 に世界各地 で設 立 された地域社会学校( C o m m u n it y S c h o o l) とい う学校制度で ある ｡

ラン グラ ン は 『生涯教育に つ い て』 の 中で こ の学校制度を例示 して い る
( 1 1 2 )

｡ こ の プ ロ グ

ラム の詳細 な内容に つ い ては設立 した国によ っ て様 々 で あるが
( 1 1 3)

､ ラ ン グラ ン は これ ら

に共通す る精神 を次の ように指摘す る｡

｢ こ の 制度に つ い て は さま ざま にちが っ た形式や方法が あ るが ､ そ れ を別 とすれば ､

そ の精神 は 同 じ
一

つ の もの なの で ある ｡ どの ばあい に お い て も ､
外の 世界にむ か っ て 学

校 の 窓と戸 を広く あけはな っ とい う こと が問題 とな っ て い る の で ある｡ そ して学校 の 窓

や戸をあけはなっ 仕事は ､ プ ロ グラム や教育方法や社会 と の 直接的 つ なが り などを通 し

て 実現 され るの で ある｡ ｣
( 1 1 4)

こ れらの 学校で は ､
こ の 精神 に基づ い て市民 の現実的要求 に応 えるた め に学校を地域社会

に開き学習者の知的要求に応 えようと して い るの である ｡

そ して 二 つ 目 は
､
地域社会学校 と併せ て生涯教育に つ い て の なかで提示 され て い る フ レ

ネ の学校で あ る｡ フ レネはフ ラ ン ス にお い て 生活 と学校を結び つ ける こ とで子 どもた ちが

自主的 ･ 主体的に学習す る三とが できる学校 をつ く る こ とに成功 した人物で ある｡

地域社会学校 とフ レ ネの 学校は ラ ン グラ ン が見た 二 つ の 事例 で あるが ､ 既述 した よう に

ラ ン グラ ン が 直接学ん だの は フ レネの 学校で ある ｡ そ こ で フ レネの 学校 を中心 に ラ ン グラ

ン が考える学校と生活 の 結び つ き を考察し､ どの ように して ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を身

に つ けさせ ようと して い るか を論 じて いきた い ｡

まず フ レ ネの 学校に おける学校 と生活の 結び つ きを見 て い きた い ｡ フ レ ネは学校生活 に

は 三 つ の源 泉が あると い う｡
一

つ は ｢ 畑仕事の 実習や何 らか の社会活動 ､ 散歩 ､ 見学に よ

る外部生活 - の 実践的参加 とい う実習｣
( 1 1 5)

｡ そ して 二 つ 目は ｢ 労働者や職人 に来て もら

っ て学校の ア トリ エ でや る作業｣
( 1 1 6 )
である ｡ こ の 二 つ は ､ 外部の 人間との 交流で あり ､

子 どもた ちが地域社会 に出て行く の か ､ 大人が学校に入 っ てく る の か ､
と い う違 い に よ っ

て 区別され て い る｡ 例 えば ､ 前者で はホ テル の 料理人や ､
老婆 ､ 退軍役人な どに質問 しに

い く活動 が あり ､ 後者 の場合には ､ 学校に鍛冶屋や建具屋 を呼ん で指導 して もら っ た り し

-
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て い る
( 1 1 7 )

｡ し か し､ こ の ような結び つ きだ けで は不完全で あるとフ レネは指摘 し ､ 次の

ような三 つ 目の 源泉を取り入れ て い る｡

｢ っ ま り子供た ち自身がわれわれに示 してくれ る反響 に よ っ て ､ こ の 外的環境に つ い

て の 実感的 , 経験的､ 明確な認識 を引き出すと い う こ とで ある ｡ これ は体系的調査 に よ

っ て でも ､ またそれ に つ い て の 生き生きと したさま ざまな話に よ っ て でも よい ｡ ｣

彼は学校の 中で子 どもた ちが 自分の 生活 に つ い て表現す る こ とに よ っ て ､ より強く学校と

生活 を結び つ けようと した｡ それは文字によ っ て行う活動で もい い し､ ときに はデ ッ サ ン

で あり ､ とき には言葉で あ っ ても よい ｡ こ の ｢ 生活 を表現す る｣ とい う第三 の 源泉に よ っ

て上記 の 現実的な人と人との 関わり によ る生活との 結び つ きをよ り強くす るの である｡

こ の ように フ レ ネの 学校にお ける生活と の 結び つ きは ､ 学校外で 地域の 人々
一 専門的な

職業技術をもつ 人の 場合もあれ ば様 々 な人生経験 をも つ 老人で あるか も しれない ､ と い う

よう に地域住民誰もが指導者になりうる
一

に教わる ､ または 地域の 人々 が学校 に来ると い

う活動だけでは なく学校で子 どもた ちだけで行う活動も含めて ､ 日 々 の 学習活動全てが 生

活 と結び つ い て い る の で ある｡ つ まり子 どもた ちは ､ 自分た ちの 生活か ら生 じた興味に基

づ い て 学習 し､ そ の過程で分か らない こ とや知 りたい こ とが あれば学校か ら出て行 っ た り ､

人 を呼ん だりす るの で ある｡ また ､ テ キ ス トの 交換に より地域住民 に子 どもた ちの 方が色々

なこ とをたずね られた りす る こと もある｡ フ レネ の 学校 は ､ そ の 全体が子 どもたちの 生活

と結び つ い てお り ､ 学校内だけで行う活動も含め てそ こ には 生活 と の 断絶は存在 しない の

で ある｡

で は次 に生活と結び つ い た フ レネの学校 が どの ように ｢ 学ぶ こ と を学ぶ 能力｣ を育成 し

ようと して い るか を見て い きた い ｡ フ レ ネは直接的に教養 を獲得 させ るとい う ことを述 べ

ては い ない が ､ 彼 が学校 でお こな っ て い る活動を見 ると ､ 伝統的な学校 - の批判か ら始ま

り ､ 知識 の 詰め 込み の否定 ､ 知識や技術の 活用 ､ そ してそ の 総合化 と い う点か らラ ン グラ

ンや ラ ン ジ ュ ヴァ ン ､
ワ ロ ン の 考える教養を獲得 させ るも の で ある と い える｡ 実際に フ レ

ネの学校の 子 どもたちは ､ 教師 の手助けを受 けて い るとい う点で不完全なが らも自律 して

学習 ､ も しく は学習 しようと して い るの で ある｡ 自分達で 学習を計画 し様 々 な道具を活用

して生活 の 中で生 じた疑問を解決 して いく の で ある｡ 年長者に い た っ て は他 の子 どもた ち

の指導を先生がや っ て い る間､ 放 っ て お い ても自分 の仕事 に没頭 して い る程で ある｡ つ ま

り
､ 彼 らは ｢ 学び方を学｣ ん だの で ある｡ こ の ように フ レ ネの学校 の 子 どもた ちは ｢ 学ぶ

こ とを学ぶ｣ 能力 を獲得 して い るように見えるが ､ どの ような学習活動を通 じてそ の 能力

･
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を獲得 して い るの だ ろうか ｡ こ こ で は より詳 しく考察す るた め ､ 先 に述 べ た ｢ 学ぶ こ と を

学ぶ｣ の 主要な三要素､
｢ 動機づ け｣ ､ ｢ 自己教育の 方法を学ぶ｣ ､ ｢ 学習の 習慣 を身に つ ける｣

に分 けて 論 じて い きた い ｡

第
一

に ｢ 動機づ け｣ が どの ように行われて い るの か見てみ た い ｡ フ レネは彼自身の 実践

か ら学校と生活 の結び つ き ､ すなわち子どもの 生活 の 中に ある興 味と学習内容 に結び つ き

をつ く る こ とで ､ 子 どもた ちが主体的に学習す る ように なる こ とを明らか に して い る
( 1 1 8 )

0

フ レ ネは ｢ 子 どもの 生活の 中には ､ 確 か に､ 彼 をび っ く りさせ ､ 震 えあが らせ ､ 感動 させ ､

ある い は魅了す る出来事 ､ 彼が仲間やおとなた ちに話 して聞か せ たい とい う燃 える ような

欲求に か られ る思い がけない 出来事がお こ るもの だ｣
( 1 1 9 )
と述 べ て い るが ､

生活 の 中に は

興味深 い もの や ､ 面白 い もの がたく さんあり ､ それ を多く の 人に伝 えた い と思う こ とは 自

然な こ とだと考えられ る｡ そ れに対 して伝統的な学校の 子 どもた ちは ､
そ の ような欲求と

は無関係 に機械 的な単語 の 羅列を 口 に して い た ｡ フ レネの 学校で は自分達 の生活に根 ざし

た 自分 自身 の 言葉をテ キ ス トにする こ とに子 どもた ちは喜 び を感 じて お り ､ 学習そ の もの

を楽 しん で い るの で ある ｡

さらに フ レネは こ の欲求をさらに押し進 め るた め ､ 印刷機
( 1 2 0)
を教室 に導入 した ｡ こ の

印刷機 の 導入 に よ っ て そ の 学習 - の 動機は
一

層強 められた の で ある｡ ただ誰か に何か を伝

える だ けならわ ざわ ざ印刷 して文字にする必 要などない ｡ 近く に い る人 になら口 で話せ ば

い い し
､ 身振 り でもわ か る｡ しか し子どもた ちは ､ 遠く の 多く の 人々 - 何か を伝えた い ､

ま た何 か を聞き た い とい う
●

ときに は文字を書く しか当時 は手段をもた なか っ た し､ 印刷機

は 同 じテ キ ス トを何枚も書く手間を軽減す るに は便利 な道具で あ っ た ｡ さらに彼らは学校

外 の 人々 と の 交流 を楽しみ に し
,
自ら進んで 印刷 を した の で ある ｡ こ れは 文字を書く こ と

の 利点 を説 明す ると い っ た方法で は成 しえな い ｡ 教師が ｢ 文字を書けば､ 遠く の人と連絡

を取 る こ とが でき ､
い つ で も読み返す こ とが 出来ます ､ だか ら書き方を勉強 しま しょ う｣

と い っ て もほ とん どの 子は興味を しめ さない だろう｡ 目 の 前に具体的な必 要性が あるか ら

こそ 学び た い と思うの で ある｡

一

方 フ レネは 自身の 興味論に つ い て ｢ 興味 の複合(c o m p l e x e s d
'

i n t6 r6 t)｣ と い う用語 で

説明 して い るが ､ 複合が 意味すると こ ろを佐藤広和は ｢ 個人 の興味の 追求 の仕方に よ る複

合｣ と ｢ 学級内の ひと りひとり の子 どもの異 なる興味｣
( 1 2 1)
の 複合 の 二 つ の 視点に整 理 し

て言及 して い る｡ 前者はさらに ｢ 問題 の横糸的な展開 ( 関連領域 ､ 学際領域)｣ と ｢ 問題 の

縦糸的な展 開 (専門的追求､ 歴史的追及) に分 けられ る ｡ つ まり ､

一

つ の 事象は様 々 な分
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野や空間で他 の事象と関連 したり ､ より深 か っ た り ､ 歴史的なっ なが り をも っ て い る の で

あり
､ それ らを複合する こ と が興味を複合す るとい うこ とに なる の で ある｡ また ､ 後者は

他 の 人々 と興味を共有す るとい う複合である｡ フ レネ の 学校で は個別学習の み が行わ れて

い るわけで はない . そ こで は コ ン フ ェ ラ ン ス (研究発表会) とい う形式で
一 斉授業が 行わ

れ る｡ こ の コ ン フ ェ ラン ス で は子 どもが自身の 興味に基づ い て調 べ た こと を発表 し､ 他 の

子 どもたちは発表者に対 して質問す る｡ こ の 時に発表 を聞 い て い るもの が他 の 子 ども の発

表内容 で興味深 い と こ ろが あれば自身で そ こ を調 べ る こ と もある し､ そ の 内容 を検討 した

り共感す る こ ともある｡
一

人 の 子 どもが抱 い た興味は ､ 他 の 子 どもに伝えられ る こ とに よ

り拡大 し
､
発展 して いくの で ある ｡

他方
､
フ レネの 学校 では興味を引き出 し発展させ る こ とを効果的に行 っ て い るが ､

フ レ

ネの 動機 づ けは こ の ような興味に よるもの だけで は ない ｡ 学校で の 動機づ けは人間的交流

の 中でも行われ る｡ 佐藤は フ レネ教育を ｢ 生活組織の 教育学｣ と位置づ け､ フ レ ネの ｢ 子

どもは自分が役立 ち ､ 自分に役立 っ てくれ る理性 的共同体の 内部で 自己 の人格 を最大限に

発展 させ る｣
( 1 2 2 )
と い う言葉を引用 して い る｡ 子 どもた ちは組織の 中で命令や強制 に従 う

の で はなく ､ 人 との 交流の 中で役立 ちた い と い う思 い に よ っ て動機 づ けられ る の で ある｡

さらに子 どもた ちは机 に座 っ て文字を書く よ り機械 を使 っ て試 行錯誤 しなが ら文字 を

印刷す る こ と に大き な楽しさを感 じた の であり ､ だか らこ そ複雑な仕事に長時間熱 中す る

こ とが でき る の で ある ｡ こ の ような動機づ けが伝統的 な学校 には存在 して い なか っ た ｡ こ

の ような活動 を通 じて子 どもた ちは学ぶ こ とそ の もの の楽 しさを知 っ て いく の で ある｡

と こ ろで ル ブ ー ル は ､ 動機を①就職 に対す る顧慮 ､ ②罰 に対す る恐れ ､ ③報酬に対す る

期待 ､ ④競争心 ､ ⑤模倣 ､ ⑥教師と の
一

体化 ､ ⑦生きる うえで の 切迫 した利 害､ ⑧好奇心 ､

⑨困難 の克服 ､ ⑩大きくなりた い とい う欲求 ､ ⑪遊 び に伴う喜 び ､ ⑫研究対象に対す る興

味､ ⑬作 品をつ く る喜び ､ ⑭協力の 1 4 項目 に分けて い るが ､ ⑧か ら⑭は①か ら⑦よ りも

は るか に 次元が 高い 動機 で あると いう｡ なぜなら①か ら⑦の 動機 は外的な動機 づ けで あり ､

例 えばテ ス トに合格すれば何かが もらえるとい う動機づ けの 場合､ そ の 約束 が守られな い

こ とが分 かれ ば当然勉強 しなく なるだろうか らで ある ｡ そ の ような動機づ けに対 して ル ブ

ー ル は ｢ 何 か ある こ とを学ばせ るうえで は効力 を発揮す るが ､ 学ぶ とい う こ とを学ばせ る

うえで は効力 を発揮 しない｣
( 1 2 3)
と述 べ てい る｡ そ れに対 して フ レ ネ の 学校で 行われ る動

機づ けは ､ 学習そ の もの の楽 しみ ､ 学習に対す る興味 ､ 機械 を使 っ て テ キ ス トを作る喜 び ､

生活組織で の役割 で あり ､ ル ブ
ー ル の 分類す る研究対象 に対す る興味 ､ 作品を つ く る喜 び ､
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協力な どと
一

致す るもの で ある ｡ こ の ような動機づ けは長期 的でそれ 自体が
一

つ の 価値を

有す ると い える｡ 作 品をつ くる喜びを知れ ば何の 利害が なく ても進ん で学習す る ことが で

きる し､
一

度 こ の喜び を知 っ て しまえば次々 と学習に参加 して いく こ とが でき るだろう｡

こ の ように フ レ ネは伝統的な学校教育にお ける罰 ､ 競争､ 就職 ､ 報酬とい っ た外的な動

機づ けを廃 し､ 学校と生活 の結び つ きに より子 どもた ちの 内部か ら動機 を生 じさせ る こ と

に成功 して い るとい える｡

で は 第二 に ､ フ レネが どの ように ｢ 自己教育の 方法｣ を学ばせて い る の か を見て いき た

い ｡ 伝統的 な学校 にお い て教育の 主体は教師 ､ す なわち大人で あり ､ 子 どもは教えられ る

もの で あ っ た ｡ しか し, フ レネの 学校ではそ の ような考 えに反対す る立場で ある｡ そ もそ

もフ レネ は ､ 人が人 を教育すると い うこ とを次の ように否定す る｡

｢ 現在の と こ ろ ､
われわれ には方法的､ 科学的に子供たちを指導 し､ 各自に適 した教

育を各 々 ふ り当てて ゆく こ とな どできない の で あるか ら､ 子供た ちの 意図にそ っ て 準備

をさせ ､ 彼 らの 自己形成 を助け ､ 自分の 適性 ､ 趣味 ､ 欲求に応 じて ､ 自分 が進んで ゆく

道程 を準備で きる ような環境､ 教材 ､ 技術を提供 してや る しかな い ｡ ｣
( 1 2 4 )

これは教師 の 役割 を否定す るもの でなければ､ 壊 小化す るも の でもない ｡ こ の 子 どもた ち

の成長 を援助す るとい う考えに よ っ て
一

層教師はそ の 必要性 を増す の で ある｡ つ ま り ､ 教

室 の 前で講義す るだけの 教師ならばテ
ー

プ レ コ
ー ダ ー や V T R でそ の 代わ りが できるが ､

援助者と して の教師 は ､ 子供の 興味を引き出 しそ の 子の 学習活動 が上 手く いく ように導い

てあげなければならな い ｡
●ー
これ は機械 で置き換える こ と など不可能で ある ｡ こ の ような教

師 の助 けをか りなが ら､ 子 どもた ちは 自分で学習 して いく の で ある｡

伝統的 な学校で は決ま っ た時間に ､ 決ま っ た 方法で ､ 決ま っ た場所で事前に決 められた

内容 を学習す る｡ そ こ に子 どもた ちが 自由に選ぶ選択肢は ない ｡ こ の ような受身的な学習

で自己教育す る方法な ど学 べ る はずが ない ｡ 反対に フ レネ の 学校 で は学習の 計画 は子 ども

た ち自身 が行う｡ フ レ ネは こ の 学習の計画を生徒にや らせ る こ と に よ っ て ｢ 学習計画 は子

供 の
一

日 の 時間の 使 い 方に ある種の 自律性を与える｣ と い う. 続けて伝統的な学校を ｢ 普

通 の 学校で は小学生が 自分 の勉強を終えると ､
また次 の勉強が待 っ て い る ｡ そ こで子供た

ちは 軍隊でや る ようにやる ｡ つ まり ､ 楽 しみ をひき延ば し ､ 最後に終わる人 にあわせ る の

であ る｣ と批判 し､ そ れ を ｢ 変て こ｣
( 1 2 5)
な教育と い う｡ こ の ｢ 変て こ｣ な教育が 自律性

を作り 出す こ とが でき るはずがない ｡ それ どこ ろ か学習嫌い を促進 させ て い るの で ある ｡

子 どもに は個性 が ありそれぞれ関心 も違えば自分 なりの 学び方が ある｡ 自分に と っ て学
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び易 い 方法を見 つ け様々 な教材か ら自分 に適 した もの を選ぶ こ と を学ぶ こ とが ､ 自己教育

の方法 を学ぶ こ とに なる｡ フ レ ネの 学校で は こ の ように子 どもたちに 自分の 学習方法を計

画させ ､ 子 どもた ち自身に学習 を進 めさせ る ｡ フ レネは こ の ような子 どもを中心 にお い た

学校を ｢ 子 どもたちの 学校｣ とい う｡ 子 どもた ちは自分 の 学習を計画す るだけで なく ､ 学

校の 運営に も携わる の だ｡ 自分た ちで進ん で いく学校 だか らこそ ｢ 自律 した学習者｣ に な

るこ とが でき るとい える の で ある｡

第三 に フ レ ネの 学校 にお ける ｢ 学習の 習慣｣ 形成を見て みた い ｡ ｢ 学習の 習慣｣ は学習

を日常的に行う こ とで形成されて い くと考えられ る｡ しか し､ そ うで あるならば伝統的な

学校に お い ては非常に規則正 しく ､ 決ま っ た やり方で ､ 決ま っ た時間に学習が行 われて い

る の で学習 の 習慣 は形成 され て い るはずで ある｡ しか しすで に述 べ た ように多く の 成人が

読書すら しない の で ある ｡ そ の原 因は ､ 彼 らが学習 して い るの で は なくさせ られ て い るか

らだと考えられ る ｡ また ､
進ん で学習 して い る子 どもた ちもそ の 動機 は競争で あっ た り ､

罰や徳 と い っ た もの で ある｡ こ の ような動機は ､
そ れ 自身が なくなれ ば当然学習を止 めて

しまう｡ さらに 上記 した ｢変 て こ な教育｣ の 例を見 る限り ､ 学習 の習慣 を獲得する どこ ろ

か既 に彼 らは 学習 から離反す る方向 - とすすん で い る｡ こ の ような こ とか ら子 どもた ちが

伝統的な学校教育にお い て学習の 習慣 を獲得す る には非常に 困難で あると い え る｡

しか し
､
フ レネ の 学校は こ の ような外的な動機づ け､ 受身的な学習とい う伝統的学校 の

問題 点を克服 して い る ことは既に述 べ てい る｡ そ こ で は子 どもた ちの 興味に基づ い た 学習

活動 が行われ ､ 自分達で学習 を計画 してい る｡ こ の ような活動 を最期的に継続 して いく こ

とが学習 の 習慣なの で ある｡

こ こまで フ レネ の 学校を ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ 能力 の獲得に焦点づ けて考察した が ､ フ レ

ネの 学校で は 内的な ｢ 動機 づ け｣ がなされて い た し､ ｢ 自己教育の 方法｣ も学ばれて い た し ､

｢ 学習 の 習慣｣ も形成 されて い た. そ の成果が高学年 の 自 ら学ぶ こ とができ る子 どもで あ

る｡ ラ ン グラ ン が こ の ような学校こ そ が生涯教育の 導入部で ある学校 にふ さわ しい と考え

た こ と を理解す る こ とができ るだろう｡

こ こ で本節の ま とめ と して ､ フ レ ネの 学校とラ ン グラ ン の 生涯教育論 の 関係性 に つ い て

論 じてお きた い ｡ フ レネ の学校教育は どうい っ た意味で ラ ン グラ ン の 生涯教育にお ける学

校と して機能 して い るの だろうか ｡ フ レネは直接的に 自身 の活動 と生涯教育の 関係 に つ い

て言及 して い ない
( 1 2 6)

｡ し か し､ フ レ ネの 学校で獲得 され るもの は知識に 限定され る こ と

の ない 学ぶ能力 で あっ た｡ フ レネの 学校は伝統的 な学校 の 知識 の 詰め 込み を批判 し ､
一 斉

･
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授業 を廃止 し
(1 2 7 )

､ 個別学習 を主要な活動と して い た｡ こ の ような個人 の 自主的､ 主体的

な活動 を中心 とす ると ､ 教育者の 中に は不安を感 じるもの が多い で あろう｡ そ の 理由は ､

子 どもた ちが 自ら学習 しない 限り何の 知識や技術も得 る こ とが できない か らで ある｡ しか

し
､
フ レ ネ は学校と生活 を結び つ けるこ とで子 どもたちの 興味を引き出 し､ 子 どもた ちが

自主的 に学習す る ｢ 生活組織｣ をつ く りあげる こ とで こ の 不安を払拭す る こ とに成功 して

い る｡ こ の ようなフ レネの学校は ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を獲得す る ことが できる場所で

あり ､ そ の能力 をラ ン グラン は非常に重視 してお り ､
生涯教育の 導入部で ある学校で こ の

能力が 獲得できればそ の 後の 学習が行 い易く なると考える の で ある｡

そ して
､
フ レ ネは こ の ような能力を養うた め に学校と生活の 結び つ き を強調 した｡ つ ま

り学校を閉 ざされた 空間とす るの で はなく ､ 子 どもた ちの 生活 の 場で ある地域社会の
一

部

と して 結び つ き を持 たせ なければならない とい うの で ある ｡ こ の ような学校と生活の 連続

性 は子 どもた ちの 学び - の 動機づ けとなり ､ 自主的 ､ 主体的な学習を可能と した ｡ こ の 学

校 と生活 の連続性 は ､ ラ ン グラン の 生涯教育論 にお ける ｢ 空間的統合｣ で あると い える ｡

ラ ン グラ ン は生涯教育論に よ っ て生涯に渡り継続され る教育の 必要性 を訴え たが ､
そ れ は

同時に 教育が学校 の み に よ っ て行われると い う考え方を否定す るもの でもある｡ 事実 ､
伝

統的な学校 は社会と の 結び つ きをもたなか っ たた め学習 - の動機づ けに失敗 して い た ｡ そ

して
､
そ の ような学校で は生涯 に渡 る学び を可能 とす る能力を養う こ とが できな っ た ｡ そ

こで ラ ン グラ ン は 生涯
､
つ まり ｢ 時間的統合｣ と い う視点か ら学校

･ 地域社会 ･ 家庭の ｢ 空

間的統合｣ の 必要性 を強調す るの で ある ｡ こ の社会と結び つ きをも っ た学校で子 どもた ち

が学ぶ こ とに よ っ て生涯に渡 る学び の能力が養われ るの で あり ､ こ の ような学校 が生涯教

育の 導入部 と して の 学校 なの で ある ｡

フ レネの 学校をラ ン グラ ン の 生涯教育論にお ける ｢ 空間的統合｣ と い う視点か ら見ると ､

生涯教育にお ける導入 部と して の学校の
一

つ の モ デル となりうる と い えるだろう｡ 生涯教

育の 実現 の た め に学校が どの ように変わる べ きか は ､ そ の 国の 事情に よ っ て様 々 で あるが ､

我 々 が生涯教育を行うた め に考慮 しなければならない の は ､ フ レ ネの 学校で行われて い る

ような教育の ｢ 空間的統合｣ の在り方である とい える｡ こ の教育の ｢ 空間的統合｣ こ そが

教育の ｢ 時間的統合｣ ､ つ まり文字通りの 生涯教育を可能とす るの で ある｡

一 方
､
こ の 学校と生活 の 結び つ き にお い て フ レネは ｢ 仕事｣ を重視 して い る｡ 佐藤は フ

レネの ｢ 子 どもた ちをい つ ま でも学生とみ な し
,
子 どもが 自分 でなす べ き仕事を知性 と判

断力 をも っ て考える こ と ができ る未来の 労働者とは決 してみ よう とは しない｣ とい う言葉
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を引用 し ､
フ レ ネ教育の

一

つ の特徴を ｢ 民衆 ,
労働者の解放 を通 して 全て の 人間を解放す

る教育で あり ､ そ の 意味から労働に よ っ て基礎づ けられた教育で ある｣
( 1 2 8)
と述 べ て い る｡

さらに フ レ ネは 生活と学校の 結び つ きを強く要求するが ､ 彼 の い う生活にお い て ､ 仕事は

非常に重要な要素で あり ､ ｢ は じめ に仕事と活動 ありき ､ そ して仕事 こ そ神 なりき｣
( 1 2 9 )

とまで言 う｡ こ の 考え方 はラ ン グラ ン の 生涯教育論 にお ける教養 の 出発点 と して職業を位

置づ けなければならない とい う考え方 に近い とい える｡ つ ま り ､ ラ ン グラ ン は 出発点と し

て具体的な職業活動を行う ことで教養を獲得 しようと述 べ る の で あり ､ フ レネは仕事 を通

じて知識 ､ 技術 ､ 態度 ､ 興味などを学ばせ ようと した の で ある｡ フ レ ネもラ ン グラン も共

通 して伝統的な学校教育を批判 し､ 共 に労働者の た め の教育を目指 して い るの である ｡ ラ

テ ン語や哲学とい っ た もの を重視する の では なく ､ 労働者 が必要 と し興味 をもつ もの を教

育の 基礎 に位置づ ける こ とが両者にお ける共通 の 考えで あり ､
フ レ ネは それを実践 し成功

させ た の で ある ｡

こ の ように フ レ ネは直接的に生涯教育に つ い て言及 して い な い が ､
フ レ ネの 学校で の活

動は生涯教育に通 じるも の で あり ､ それは ｢ 生涯教育と して の学校｣ で あ っ た と い える｡

ラ ン グラ ン の生涯教育を目指す ため に我々 が フ レネか ら学ぶ こ と は非常に多い と い え る

第5 節 結論 : ラ ン グラ ン の 生涯教育論にお ける教養 と ｢ 空間的競合｣

まず第 1 章で仮定 した教養を獲得する こ とで 生涯教育の 目的､
｢ あるが ままの 人間｣ ､ ｢適

応性｣ ､ ｢ 幸福 - の教育｣ ､ ｢ 生活 の 質の 向上の た めの 教育｣ ､ ｢ 平群と国際理解｣ を成 しえ る

こ とが で きる か どうか を明らか に した い ｡

教養が 知的側面に 限定されず行動 に結び つ くもの であ るならば ､
精神的領域と身体的領

域の 分離は 生 じな い で あろう｡ つ ま り教養の 獲得に よ っ て成 しえる ｢ ある がまま の 人間｣

とい う の は ､ あらゆる分離を止 め ｢
一 体化｣ された人間で あると い え る｡ また ､

｢ 適応性｣

に は教養 が 大い に力 を貸す であろう｡ 変化に対応す る には ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ 能力が肝要

で ある し､ 知識 を全体の 中で位置づ けた り新たな領域に転移させ るとい う こ とが求め られ

る ｡ こ の ような能力 はまさに教養とい える｡ もち ろん 教養が職業と結び つ い て お り職業能

力 の 向上に つ ながれ ば､ ｢ 生活 の質｣ もよくな るで あろう ｡ さらに ､ ラ ン ジ ュ ヴァ ン が ｢ 人

間相互 の 種 々 の 関係 を究明 し, 正 義を貫き つ つ ､ 精神 の 自由と勝利 を実現す るた め の勉学

も
､ 教養 の なか に含まれ るの です｣

( 1 3 0)
と指摘す る ように ､

生涯教育に よ っ て平和を目指

そうと い う目的に も教養は不可欠で ある｡ ｢ 存在様式ならび に生活 と して の 幸福｣ に教養が

1
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どの ように機能す るの だろうか ｡ 教養は知識 を ｢ も つ ｣ こ とで は ない ｡ 知識 を駆使 し行使

する こ と で ある ｡ つ ま り ､ 教養 とは自分 の知識を支配 し制御す る能力 で あると い える｡ こ

れ は ラ ン グラ ン の ｢ 自制 の 力｣ で あると い える｡

さらに ル ブ ー ル は ､ ｢教養 によ っ て得られ るもの は ､ 技術で も､ 得で も ､ 知識で もなく ､

知性 の 至高の 極み と して の判断力である｡ 判断力 は ､ 学問 にお い て は批判精神や方法と な

り ､ 芸術にお い て は趣向となり ､ 日常生活 にお い ては分別となり ､ 道徳にお い て は明噺さ

とな る｣
( 1 3 1 )
と い う｡ 教養が正 しい判断を可能 とするもの ならば ､ 教養が生涯教育の 目的

を達成させ るもの で ある こ とが より
一

層強ま るで あろ う｡ 我 々 は様 々 な判断 に よ っ て幸福

- の 道 を追求す る の で あるか ら｡

以上 の 考察か ら生涯教育の 目的の 達成に教養の獲得が 不可欠で あると い える｡ そ して ラ

ン グラ ン は こ の 教養 を職業と結び つ い た学習者 の 生活 に根付 い たもの と し ､ 精神的 , 人文

的領域の み に 限定され ない行動の伴う ｢ 学ぶ こ こ を学ぶ｣ 能力で あると考え､ 伝統的な学

校教育を､
そ の ような力を身 につ けるた め の教育 - と転換す る こ と を要求 して い るの で あ

る｡ こ の ように ラ ン グラ ン の 生涯教育論 は ､ 教育に よ っ て獲得 しなければならない教養の

意味 を変える こ とで ､ 伝統的な教育の ｢ 知識の 詰 め込 み｣ ､ ｢ 学習者 を中心 と しない 指導法｣ ､

｢ 学校 の複線型｣ の 問題 点を浮き彫 りに して い るの で ある｡

そ して こ の ような教養の 中心要素で ある ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を､ ラ ン グラ ン は学校

教育で身 に付 けさせ ようと して い た ｡ ラ ン グラ ン は生涯教育と い う教育の ｢ 時間的統合｣

と い う視点 か ら学校 を変えて いく ことを強く要求 して い る｡ そ の ラン グラ ン が 目指す学校

の モ デル と して 目されて い るの が フ レ ネの学校で あ っ た ｡ フ レ ネの 学校で は学校 と生活が

結び つ けられて お り ､ 子 どもの 生活 の場で ある地域社会の 様 々 な知識や技術 ､ 人 々 や 自然

は学校 の 中に取り 入れられて い た ｡ また学校 の 中の 出来事や様子 は ､ 子 どもた ちの つ く る

印刷物 を媒体に して地域社会に つ なげられて い た ｡ こ の ような教育の ｢ 空間的統合｣ が 生

涯に渡 る学 び の能力 を養 っ て いく の で ある｡

こ の よう に ラ ン グラ ン の 生涯教育論 は ､ 単な る教育の ｢ 時間的統合｣ を意味す るの で は

なく ､ 教育の ｢空間的統合｣ に よ っ て生涯に渡 る学びを可能と し ようとい うもの なの で あ

るo つ ま り ､ 前章で の述 べ た教育の 質的改革こ そ教育の ｢ 空間的統合｣ で あり ､
こ の ｢ 空

間的統合｣ に こそ 生涯教育の 意義が あるとい える｡

以上 ､ ラ ン グラ ン の生涯教育論 の意義を考察してきた が ､
ラ ン グラ ン の 生涯教育論 は自

身が指摘す るよう に概念的な段階に留ま っ て い るの で ある ｡ なぜ なら､
ラ ン グラ ン の 生涯

ー
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教育論は何 ら実践 に移 されて もい ない不確定なも の だか らで ある｡ そ して ラ ン グラ ン は｢ あ

る観念が ､
混沌状態か ら抜け出て真の 明るみ に 出るに は ､ そ の 観念が諸事実や諸行動 の 中

に反映され ､
それか ら持ち寄り財産を受け取る こ とが不可欠 である｣

( 1 3 2)
と述 べ る｡ そ こ

で
､ 次章 で は こ こ まで述 べ てきたラ ン グラ ン の 生涯教育論が どの ように展開されて い っ た

か を考察 して いきた い ｡

･
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第3 章 ラ ン グ ラ ン の 生涯教育論 の 展開

生涯教育論は 1 9 6 5 年 の提唱以降､ 即座 に非常に大きな反響を呼び次々 と生涯教育に 関

係す る論文が 提出された ｡ ユ ネ ス コ 教育研究所 に所属す るダ
ー ヴ ェ ( R a v i n d r a k u m a r H .

D a v e)
( 1 3 3)
と ス テ イ エ ム リ ン ( N a li n i S ti e m ri n g) は 1 9 7 3 年 に生涯教育関連 の 文献 を

L )B E L O N G E D U C A TJ O N A N D T H E S C H O O L a b s tr a c ts a n d b )
'

bl )
'

o g T a P h y と い うタ

イ トル の モ ノ グラ フ と して 出 して い るが ､ こ こ には入手 の制 限や言語的困難 さか らフ ラ ン

ス 語 と英語で 書かれたも の しか集められて い ない に もかか わらず 2 0 点 の 生涯教育関連 の

文献 の 要約 と 4 0 0 点に及ぶ参考文献が掲載されて い る｡ ダ
ー ヴ ェ が ｢ 世界中で生涯教育に

関す る文献が非常に急速に増加 して い るこ とが認 め られた｣
( 1 3 4 )
と ､ 生涯教育に 関する文

献が世界 中で非常にたくさん提出されて い るこ とを指摘 して い る ように ､
1 9 65 年以降､ 生

涯教育に関する研究は世界各地で盛んに行われ る ようにな っ た の で ある ｡

本章で は ラ ン グラ ン の 生涯教育論の 展開を時代の 流 れ にそ っ て考察して い きた い ｡ そ こ

で まず ラ ン グラ ン の 生涯教育論 を継承 しなが ら ハ ッ チ ン ス の 学習社会論 を取り入れ ,
1 9 7 2

年に ユ ネ ス コ 教育国際委員会 によ っ て提出された ｢ フ ォ
ー ル ･ レ ポ

ー

ト｣ を考察 して い き

た い ｡ 次に ラ ン グラ ン の 後任と して 1 9 7 2 年 に ユ ネ ス コ の 生涯教育の 責任者 の 席に つ い た

ジ ェ ル ピ の 生涯教育論 を考察する ｡ そ して ､
ド ロ

ー ル を中心 とす る 2 1 世紀国際委員会 の

報告書 『学習 : 秘め られた宝』( 1 9 9 7) を見て いく ｡ また ､
｢ フ ォ

ー ル ･ レ ポ ー ト｣ とジ ェ ル

ピの 間の期 間に は生涯教育論が O E C D や I L O の 提唱や勧告に よ っ て制度化され ､
い く つ

か の 国で 実践に移され て い る ｡ そ こ で本論文で は ｢ フ ォ
ー ル ･ レ ポ ー ト｣ まで を ｢ ラ ン グ

ラ ン的段階｣ の 生涯教育と し､ そ の後 の 生涯教育の 実践 を踏まえてそ こ か ら新たに生涯教

育論 を再構 築したジ ェ ル ピ以降の 生涯教育論 を ｢ ジ ェ ル ピ的段階｣ と して ､ 二 つ に分 けて

論 じて いく ｡

第1 節 ｢ フ ォ
ー ル ･ レ ポ ー

ト｣

ラ ン グラ ン の 生涯教育論 は ユ ネス コ が 1 9 7 1 年 に設 けた ｢ 教育開発国際委員会｣

(I n t e r n a ti o n al C o m m i s si o n o n th e D e v el o p m e n t of E d u c a ti o n) に よ っ て 公刊された 『未

来の 学習』( L e a z m
'

D g t O b e 1 9 7 3) と題する報告書 ､
通称 ｢ フ ォ ー ル ･

レ ポ ー

ト｣ に色濃

く反映されて い る｡ こ の 委員会は 1 9 7 0 年に行われた ユ ネ ス コ の 第 1 6 回総会 にお い て ､ 当

時の 事務総長 で あっ た ル ネ ･ マ ウ ( R e n 6 M a h e u 1 9 0 5
- 1 9 7 5) の 示唆に よ っ て設置され ､

･
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ェ ドガ - ･ フ ォ
ー ル ( E d g a r F a u r e 1 90 8

1

1 9 8 8) が委員長と して任命 されて い る
( 1 3 5 )

0

フ ォ
ー ル は 1 9 5 2 年及 び 1 9 5 5 年か ら 1 9 5 6 年 の 2 度に渡 り フ ラ ン ス の 首相を務めた人物で

ある ｡ また ､
こ の委員会の 事務局に ドレ オ ン が事務局長と して参加 してお り ､ ラン グラン

自身もそ の 事務局員として報告執筆の役割を担 っ て い る ｡ フ ォ
ー

ル は ､ マ ウ事務総長に こ

の 報告書を提出す る際に添えた 書簡にお い て 同報告書を貫く基本的な仮定と して次 の考え

を述 べ て い る｡

｢ 全 面的か つ 生涯にわた る教育の み が ､
こ の 『完全な人間』 を創造するも の で あると

い う こ とで あり ､ そ の 完全な人間に対す る必要性 は ､ 個人 を分裂化 させ る絶えず より緊

迫 し つ つ ある束縛と ともに ､ 増大 して い るの で あります｡ われわれ はもはや ､

一 度にす

べ て の 知識 を ､
い きとどい た形で獲得しうる はずはなく て ,

全生涯 を通 じて
､ 絶えず進

展す る知識 の 実態を構築す る方法を学ぶ - 『生き るこ とを学ぶ』
- べ きなの です . ｣

( 1 3 6 )

ラ ン グラ ン の生涯教育論が ｢ フ ォ
ー ル ･ レ ポ ー

ト｣ 作成の 主要な原 理 と して働 い て い る こ

とが こ の 文章か らは読み 取る こ とが できる｡ そ して ラ ン グラ ン の 生涯教育論で 目指 した｢ あ

るが まま の 人間｣ が ､
こ こで は ｢ 完全な人間｣ と いう言葉に置き換えられ て い る｡ ｢ フ ォ ー

ル ･

レ ポ ー

ト｣ で い われ る ｢ 完全な人間｣ の背景にも ､ や は り ラ ン グラ ン と同様 に ｢ 分割

された 人間｣ と い う問題が ある ｡ 同報告書で は人間を分割す る原 因が 以下の ように述 べ ら

れ て い る｡

｢社会の 階級分裂､ 仕事か らの疎外や仕事 の性格 の 断片化 ､
筋 肉労働と知的労働 との

人為的対 立化 ､ もろもろ のイデオ ロ ギ
ー の危機 的状況 ､ こ れまで認 められてき た神話 の

崩壊 ､
肉体と精神 との ､

も しくは物質的価値と精神的価値｣
( 1 3 7)

こ れら の項 目 は既 に述 べ た ラ ン グラン の ｢分割され た人間｣ と
-

敦す るもの で ある｡

こ の よう に ｢ フ ォ ー ル ･ レ ポ ー

ト｣ は ラン グラ ン の 生涯教育論 の流れ を汲むもの で あると

い え る｡ そ して こ の 報告書で は ラ ン グラン の 生涯教育論 に ロ バ
ー

ト ･ M ･ ハ ッ チ ン ス

( R o b e rt M a y n a r d H u tb ci n s 1 89 9
･

1 9 7 7)
( 1 3 8 )
の ｢ 学習社会｣ ( L e a r n i n g S o ci et y) と い

う概念 が生涯教育論 に付加されて い る｡

こ の ハ ッ チ ン ス の 学習社会論 を我国に詳 しく紹介 してくれて い る の は新井郁夫(1 9 3 5
･)

であ る
( 1 3 9)

｡ 彼 は 1 9 8 3 年に出版され ､
｢ ラ

ー

ニ ン グ ･ ソサ エ テ ィ｣ と題 され た 『現代 の エ

ス プ リ N o . 1 4 6』に お い て ハ ッ チ ン ス の 『ラ ー ニ ン グ ･ ソサ エ テ ィ』( Th e L e a z m
'

D g S o cl e ty

1 9 6 8)
( 1 4 0 )
の 最終章 を邦訳するとともに ､ 学習社会論 ､ 生涯教育論 に関する文献を所収 し､

｢ 学習社会｣ の意味 を説 い て い る｡ そ こで本項で は ､ 平塚益徳を代表とす る フ ォ
ー ル報告

･
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書検討委員会に よ っ て訳 され た 『未来の 学習』(1 9 7 5) と ､ 新井郁夫が編集 した 『現代の エ

ス プリ N o . 1 4 6』(1 9 8 3) に注 目 しなが ら｢ 学習社会｣ の概念が い か なるもの か を明 らか に し､

ラ ン グラ ン の 生涯教育論 との 関係 を見て い きた い ｡

で は まず､
ハ ッ チ ン ス が 学習社会論 を提唱 した背景 を見て いきた い ｡ ハ ッ チ ン ス は 自由

時間 の比 率 の増大 と変化 の速 さを鑑みて ､
ラ ン グラ ン の 生涯教育論に親和性 を示す学習社

会論 を提唱 した ｡ 1 9 6 0 年代にお い て余暇時間が増大 し始 めて い る こ と はすで に ラ ン グラン

の 生涯教育論の 背景で述 べ た が ､
それ まで の 高度文明社会で は ｢ 労働は必要悪で あり ､ 文

化の 敵｣
( 1 4 1)
で あると い う ことが前提で あっ た ｡ そ して ハ ッ チ ン ス は フ ラン ス の政治思想

家で 『ア メ リカ の 民主政治』( D e l a d e
'

m o c r a t)
'

e e D A m e
'

n
'

q u e 1 8 3 5) を著した ､
ア レ ク

シ ス ･ ド ･ トク ヴィ ル ( C h a rl e s A l e x i s H e n ri C l e r el d e T o c q u e vill e 1 8 0 5
･

1 8 5 9) の 考え

を引用 し､ 労働か ら人間が解放されない の で あるか ら国民す べ て に教育を施す こ となど不

可能 で あると トク ヴィ ル が信 じて い た こ とを引用 して い る
( 1 4 2)

｡
つ ま り

､

ハ ッ チ ン ス が こ

こ で 示 して い る こ とは ､ 1 9 6 0 年代以前 の社会で は人間に と っ て労働は免れ る こ との できな

い もの で ､ 余暇 を得 る ことが でき るの は他者の た めに働くもの が い るか らで あり ､
ごく少

人数に限 られ て い た とい う こ とで ある ｡ そ して ､
貧 しく あく せく働か なけれ ばならない も

の が教育な ど受 けて い る暇な どない とい うの が当た り前 の こ と で あっ た ｡ と こ ろが機械化

が進 む高度産業化社会 では豊か さが増 し､ さらに
一 生の 間 に働く時間が減少 し始め た の で

ある ｡ そ の ような社会 の 変化 を受 けて ､ それまで働く こ と を習慣付けられて しま っ た人間

をそ の 習慣 か ら解放す 抑ゴどうなるの だろうか とい うこ とが 1 9 6 0 年代 には議論され る よ

うに なっ てき た の で ある｡

- ツ チ ン ス は そ の 答え をジ ョ ン ･ メ イ ナ ー

ド ･ ケイ ン ズ (J o h n M a y n a r d K e y n e s

1 8 8 3
･

1 9 4 6)
( 1 4 3 )
とア ー

ノ ル ド ･ トイ ン ビ ー

( A r n old T b y n b e e 1 8 5 2
- 1 8 8 3)

( 1 4 4)
の 二 人

の 考えに 求め て い る｡ こ の こ の 考え方 は非常に対照的で ある｡ ケイ ン ズ は あと 1 00 年もす

れ ば仕事 の ない 西洋 がや っ てくると予言 し､ そ の こ とに恐怖 を感 じた ｡ 彼 は労働か ら解放

され た人間が どうなる かとい う疑問に対 して ､ 彼が 生きた時代の 余暇を手 中に して い る富

裕階級を見て ｢ 見通 しは真暗で ある｣
( 1 4 5 )
と結論付 けた ｡ さらに ハ ッ チ ン ス はも しケイ ン

ズ が 1 9 6 0 年代 を生き て い た らよりそ の 考えを強 めたで あろうとい う｡ なぜならすで に余

暇を手に入れ始 めて い る
一 般 の人 々 が ､ すで に ケイ ン ズ が見た富裕階級 の 人々 と同 じよう

な余暇 の使 い方 を して い た か らだ｡

しか し
､

ハ ッ チ ン ス は こ の ようなケ イ ン ズ の 悲観的な考え には 賛成 しな い ｡ そ の 理由は ､

･
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ハ ッ チ ン ス が ケイ ン ズ の ように仕事が人の 生きる目的で あるとは考 えない か らで ある ｡ -

ッ チ ン ス は ､ 人は賢く ､ 楽 しく ､ 健康に生き る こ とが 目的だと考 えるの で ある ｡ つ ま り ､

学習は仕事 の 準備 の た め に行 われる の ではなく ､ 賢く ､ 楽 しく ､ 健康 に生きる ため に行わ

れ なけれ ばならない とい うの である｡ こ の ような考え方 をすれ ば､
こ の 余暇時間 の増大は

人類 にと っ て 大きなチ ャ ン ス だと考えられ る｡ つ まり ､ 価値を転換す るチ ャ ン ス なの だ｡

こ の ような楽観的な見地に立 つ の が ､ トイ ン ビ ー で ある ｡ ハ ッ チ ン ス は トイ ン ビ ー の ｢ こ

の ような未曾有の 余暇 を突然手にすれ ば, 最初の うちはそ の
一

部 を誤用す るこ とは 間違い

ない ｡ しか し, まもなく正規 の成人教育を行う こ とに よ っ て ､ そ れをある程度救うこ とが

で きるで あろ う｣
( 1 4 6)
と いう文言を引用 して い る｡ そ して ハ ッ チ ン ス は ､

こ の トイ ン ビ
ー

の予言が ア メリカ で提案された年長労働者の ため の ｢ 長期休暇｣ 制度や成人教育の 発展を

見る と
､
実現 される で あろうと考えてい る｡ つ ま り ､

ハ
ッ チ ン ス は余暇時間の増大 を生き

るこ との 目的 を労働か ら人間的に生き るこ と - 変える こ と に よ っ て ､ 価値の 転換を行う好

機で あると肯定的に捉 えて い る の で ある ｡

そ し て ､ 社会 の 急 速 な変化 に 関 し て は マ ー

ガ レ ッ ト ･ ミ
ー

ド ( M a r g a r e t M e a d

1 9 0 1
･

1 9 7 8 ) を引用 して い る｡ ミ ー

ドは引用され た文章の 中で ｢ かく て われわ れ は新時代

の 最も明らかな事実 ､
つ まり ､ 何びとも生涯 を自分 の 生まれた世界 の 中で生き るこ とは な

い し､ 成熟 して か ら働 い た世界 の 中で 死ぬ こ とは ない ､
とい う事実 に直面す る こ と を避 け

て い る｣ と時代 の変化 の速さを述 べ ,

｢ こ の 世にお い て は誰も ､ 教育を完成 させ る ことは で

きな い｣
( 1 4 7)
と学び続 ける こ と､ 学びなおす こ と の 必要性 を訴 えて い る｡ ハ ッ チ ン ス は こ

●~

の急速な社会の 変化が要求す る継続的な学習を可能にす る の は ､ 自由時間の増大 で あると

い う｡

こ の ように ､ ハ ッ チ ン ス の 学習社会論もラ ン グラ ン の 生涯教育論同様 に変化 の 加速化 と

自由時間 の増大 を背景 に提起されたとい える
( 1 4 8 )

｡

そ こ で次に ､ そ の ような自由時間の 増大と急速な社会 の 変化 を背景に提唱された ｢ 学習

社会｣ が どの ようなもの なの か を考察して いきた い ｡ ハ ッ チ ン ス は ｢ 学習社会｣ に つ いて

次の ように説明する ｡

｢ 学習社会 とい うの はす べ て の成人男女に ､ い つ でも定時制 の成人教育を提供するだ

けで なく ､ 学習 ､ 達成､ 人間的に なるこ とを目的と し､ あらゆる制度 がそ の 目的の 実現

を志向す る ように価値の 転換に成功 した社会で あろう｡ ｣
( 1 4 9 )

ま た 新井は ｢ ラ
ー

ニ ン グ ･ ソサ エ テ ィ とい う の は ､ 『学習』 が 体質化 した社会 の こ とで あ

･
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る｡
"

L e a n i n g t o l e a r n
"

っ ま り 『( 誰もが) 学習す る よう になる』 こ と を目標とす る社会で

ある｣
( 1 5 0)
と して い る｡ つ ま り｢ 学習社会｣ にお い て は い つ でも ､ どこ で も学ぶ ことができ ､

そ の 目的 は金銭的
､
物質的なもの で はなく自分が 自分 らしく ある ことで あるの で ある｡

そ して こ の ｢ 学習社会｣ はすでに アテナイ人 に よ っ て なされた こ とで あると して ､ ハ ッ

チ ン ス はア テ ナイ人をモ デル に挙げて次の ように述 べ る｡

｢ アテ ナイ人は無学な国民であ っ た ｡ 幅広く精微で 高価で 高度に組織化 された教育課

程 と近代 的な建物 は彼らには未知 の もの で あっ た ｡ 彼 らは教育制度と呼ばれ るもの は ほ

とん ども っ て い なか っ た ｡ しか し､ 彼 らは人間の 教育者で あ っ た｡ ア テナイ では教育は ､

特定 の 時間 ､ 特定の 場所 で生涯 の 特定の 時期 に行 われ る隔離された活動 で はなか っ た ｡

そ れは社会 の 目的で あ っ た｡ 都市が人間を教育 した ｡ アテ ナイ人 は パイデ ィ ア(p a id e i a)

すなわち文化に よ っ て教育されたの である ｡ ｣
( 1 5 1)

ハ ッ チ ン ス はア テナ イ にお い て教育が社会か ら切 り離されずに行われ て い た こ と か ら学び ､

社会 にお い て 人々 を教育 しなけれ ばならな い と指摘 して い る の で ある ｡ そもそ も s c b o ol

の語源 で ある s k b ol e は ギリ シ ャ語で 余暇を意味す る｡ こ の ように ､ アテ ナイで 自由時間を

余暇 に転換 した ､
つ まり ｢ 自由時間を自分と自分 の 地域社会と を統括す る方法を学ぶ時間

に転換｣
( 1 5 2)
したと い う歴史的事実に基づ い て学習社会論は提唱され た の で ある｡

こ の よ うに ､
ハ ッ チ ン ス の 学習社会 は い つ でも どこ で も学ぶ こ とが でき る社会で あり ､

機械化 に よ っ て 自由時間の増大 した人々 がそ の 時間 ､
つ ま り余暇を有効活用する ため に構

想 された社会 なの で あ石.

最後 に本節の ま とめ として ､ こ の ような ハ ッ チ ン ス の 学習社会論 とラ ン グラン の 生涯教

育論 の 関係 を考察 した い ｡ ラ ン グラン の生涯教育論 は伝統的 な教育､ つ ま り学校にお ける

教育を中心 と した制度 を改めて ､ 学校教育､ 社会教育､ 家庭教育を統合す る こ とを主張す

るも の で あ っ た ｡ そ れゆえ 1 9 6 5 年の 成人教育委員会 の席上 で フ ラン ク ･ ジ ェ サ ッ プ(F r u n k

J e s s u p) は ､
ri d u c a ti o n p e r m a n e n t e ｣ の 意味を十分に英語 と して伝 えるた めに ｢ L if el o n g

E d u c a ti o n ｣ で はなく ｢ L ifel o n g
"

I n t e g r a t e d
"

E d u c a ti o n ｣ と い う べ きで あると発言 した の

で ある
( 1 5 3)

｡ こ の I n t e g r a t e d は ､ ｢ L if el o n g E d u c a ti o n ｣ の 意味す る生涯に 渡る教育と い

う意味に ｢ 空間的統合｣ ､ すなわち学校 ･ 社会 ･ 家庭 の 統合とい う意味 を付加 して い る の で

ある｡ つ ま り ラ ン グラ ン は 1 9 6 5 年 の 生涯教育論にお い て ､ 単な る教育の ｢ 時間的統合｣

の み で は なく ｢ 空間的統合｣ も要求 して い る の で ある｡

そ して ､ ラ ン グラン の 思想を受 け継 ぐ 1 9 7 2 年 の ｢ フ ォ ー ル ･

レ ポ ー

ト｣ で は ､
｢社会 と
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学校の 関係 の 本質そ の もの が変わり つ つ ある の で ある ｡ 教育に対 して こ の ような地位を与

え
､
地位に委 ねた社会形態には ､

それ自体にふ さわ しい名称が与 えられなければならない ｡

- そ の名 は学習社会 (th e l e a r n i n g s o ci et y) ｣
( 1 5 4)
で あると

､
ハ ッ チ ン ス の提唱 した ｢ 学

習社会｣ と い う概念 を採用 して い る｡ さらに｢ フ ォ
ー

ル ･ レ ポ ー

ト｣ で は ｢ 学習社会｣ を実

現する原理 と して ｢ すべ て の 人は生涯 を通 じて学習を続ける こ とが 可能で なければならな

い
｡ 生涯教育とい う考え方は ､ 学習社会の 中心 思想で ある｣

( 1 5 5 )
と述 べ て い る ｡ つ まり生

涯教育は ､ ｢ 学習社会｣ を構成するた め の制度を打ち立 て る基本的 な原 理で ある とい うの で

ある ｡

こ の ように ハ ッ チ ン ス の 構想する ｢ 学習社会｣ は ､
ラ ン グラ ン の 生涯教育論 にお ける学

校 ･ 社会 ･

家庭 の ｢ 空間的統合｣ を押し進めた もの で あると考 えられ る ｡ ラ ン グラン が 『生

涯教育入 門』 を記 した 時点で は , まだ生涯教育論 にお ける ｢ 空間的統合｣ は地域社会学校

や フ レネの 学校とい っ た モ デル を持 つ もの の 具体的な事例を挙げ るに留ま っ て い た ｡ そ れ

に対 して ハ ッ チ ン ス は ､ 余暇時間の 増大を前提 に ア テナ イ の 教育をモ デル に しなが らそ こ

に住 む人 々 が よ り自分 ら しく ある こ とを目標とす る価値の 転換され た社会 を､ ｢ 学習社会｣

とす る こ とで教育の ｢ 空間的統合｣ を提示 した の で ある｡ つ ま り ｢ 学習社会｣ は ､ 具体的

な例 に留ま っ て い た ラン グラ ン の 生涯教育論にお ける ｢ 空間的統合｣ を､ 多様 な教育制度

を持 つ 国々 ､ ある い は様々 な異なる課題 を持つ 国々 に共通 して教 育が 向か う べ き方向を指

し示す こ と がで き る ､ 普遍的な理念と して用い られ た の で ある｡ ユ ネス コ が世界 に共通 し

て目指す べ き教育の 在り方 を求めなければならな い機関で ある
'

bミゆえ､ そ の ような抽象的

な理 念を採用 した と考えられる ｡

ハ ッ チ ン ス と ラン グラン を総合 して考え ると ､
フ レ ネの 学校や地域社会学校 も ｢学習社

会｣ にお ける学校 の モ デル で あると考えられ る｡ ラ ン グラ ン は生涯教育の 視点から教育の

｢ 空間的統合｣ の 必 要性 を訴えて い るが ､ 自身の 成人教育の経験 から学校教育が変わ らな

けれ ば成人教育は どうに もならない こ とを知 っ てお り
､
そ の ｢ 空間的統合｣ は学校教育改

革に 向けられ て い る｡ 生涯教育と い う発想 に よ っ て 学校が変わらなければ ハ ッ チ ン ス の ｢ 学

習社会｣ を作り出す こ とは不可能である｡ つ まり ､

｢ 学習社会｣ は全て の 人 々 が ｢ 学ぶ こ と

を学ぶ｣ 能力 を獲得 し生涯教育の 実践者と なっ た時に ､ そ の 人 々 の社会 を指す言葉となる

の で ある｡
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第2節 生涯教育の 実践

19 7 2 年の ｢ フ ォ ー ル ･

レ ポ ー ト｣ はラ ン グラ ン の 生涯教育論を肯定的 に発展させた もの

で
､ 波 多野 い わく ｢ 主流 の 生涯教育論｣

( 1 5 6 )
で ある｡ こ の 主流 の ラン グラン 的段階の 生涯

教育論 は まだ実践が 行われて い ない 時代に提唱された もの で ､ ラ ン グラ ン 自身も 1 9 7 0 年

の 『生涯 教育入 門 第
一

部』 の 結びで ｢ 生涯教育は ､ ま だ概念的な状態 にある｣
( 1 5 7)
と

､

生涯教育論が そ の ままありとあらゆる教育上 の 問題を解決 しうるとは考えて い ない こ と を

明らか に して い る ｡ つ まりラ ン グラ ン的段階にお い て ､
生涯教育は 理念 レ ベ ル に留ま っ て

い る こ とが 否定で きない の で ある｡ しか しこ の 生涯教育とい う概念は ､
1 9 7 0 年代 には様々

な国の 教育改革に大き な影響を及ぼす ことに なる｡

そ の 影響力 を強め たの は 国際機関の 提言や条約で あ っ た ｡ 1 9 7 3 年に は ｢ 経済協力開発機

構｣ ( O r g a n i z a ti o n f o r E c o n o m i c C o
-

o p e r a ti o n a n d D e v el o p m e n t ､ 以下 O E C D)
( 1 5 8 )
の

一

部局 ｢ 教 育研究革新セ ン タ ー

｣ ( C e n t e r f o r E d u c a ti o n a l R e s e a r c h a n d I n n o v a ti o n
,
過

称 C E R I) に よ っ て リカ レ ン ト ･ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン( r e c u r r e n t e d u c a ti o n) が提唱されて い

る ｡ そ の 内容は ｢ 急激に変化 しつ つ ある社会 にお い て ､ 学習が全 て の 人に生涯 にわた っ て

必要で ある と い う前提に 立ち , 従来 の ような人生の 初期
一

定 の年齢で教育を終 える の で は

なく ､ 義務教育も しくは基礎教育を終了した 人が生涯に わた っ て ､
しかも回帰的な方法に

ょ っ て教育をうける ように しようとする｣
( 1 5 9 )
も の で ある ｡ ま た 1 9 7 4 年 に国際労働機 関

(I n t e r n a ti o n al L a b o u r O rg a n i z a ti o n ､ 以下 IL O) では ｢ 有給教育休暇に関す る条約｣ が第

5 9 回総会にお い て採 R
'

され ､ 1 9 7 6 年に発効 されて い る
(1 6 0)

. イ ギ リ ス ､
フ ラ ン ス な どの

西欧諸国 に加 えてケ ニ ア ､ メ キ シ コ などの 国､ 計 1 6 か国が こ の 条約 に批准 して い る
( 1 6 1 )

｡

｢ 有給教育休暇｣ と は ｢ 労働中の 特定の期間 ､ 教育上 の 目的で労働者 に与えられる休暇 で

あっ て ､ 十分 な財政上 の諸権利 を伴うもの｣
( 1 6 2 )
で ある ｡ こ の ような国際機関に よ る提唱

や条約は ラ ン グラ ン の 生涯教育論 の 唆昧さを払拭 し､ 生涯教育を実践 に向かわせ るた め の

道 しる べ と なるもの で あるとい える｡ 実際に こ の 頃か ら世界各地で 生涯教育は ､ 国に よ っ

て様相は異 なるもの の 制度化されて い っ て い る ｡ こ こ では これ らをよ り具体的に見て いき

た い の で
､ 世界的な視点か ら特定の 国々 の具体的な政策に 目を向けて いく こ と にす る｡

まず初め に生涯教育を提唱 した ラ ン グラ ン が 成人教育の 実践 を行 っ て い た フ ラン ス を

見て いく ｡ フ ラ ン ス で は上記 の提唱や条約に 先駆 けて ､
1 9 7 1 年に ｢ 生涯教育の枠内にお け

る継続職業教育に 関す る法律｣ が制定されて い る｡ これは 二 つ の 教育制度 を確 立す るもの

であ り ､ そ の
一

つ は先に述 べ た有給教育休暇制度を保 障す るもの であり ､ もう
一

つ は ｢ 1 %

･
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事業｣ とい う制度で ある｡ ｢ 1 % 事業｣ と いう制度は ｢ 従業員 10 人以上 を雇用す る企業は ､

従業員 の 職業継続教育を行うた め に ､
前年度彼らに支払 っ た賃金 の 1 % 分を拠出す る義務

を有す る｣
( 1 6 3 )
と い うもの で ある｡ フ ラ ン ス の 有給教育休暇制度は具体的 に ､ ｢ 勤務年限 2

年以 上 の 勤労者の 定年まで の 間に合計 1 2 0 0 時間の 有給教育休暇 を権利と して与 え る｣

( 1 6 4)
と い うもの で ある ｡

次 にリカ レ ン ト教育の発祥の 地で ある ス ウ ェ
ー デ ン

( 1 6 5 )
を見て いきた い ｡ ス ウ ェ

ー デ ン

では 1 9 7 0 年以降リカ レ ン ト教育を中JL ､ に生涯教育を実践 して い る｡ 1 9 7 4 年に は教育休暇

に関する法律が制定され てお り ､ 自営業を除き民間 ､ 公共部門 の従業負 -

そ れ もパ ー トタ

イ マ ー も含む 一 に有給教育休暇を受 ける権利が保障されて い る｡ こ の 法律は教育休暇に参

加す る学習者達 に労働市場訓練手当 ､ 学習資金 ､ 成人学習手当な どの社会給付制度を保 障

して い る ｡ そ して ス ウ ェ ー デ ン の教育政策で国際的 に注目を浴 びた の が ､
1 9 7 7 年の 高等教

育改革で ある｡ これ は ｢ 2 5 : 4 プ ラン｣ と いうもの で ､ 高等教育機 関 - の入学時に 2 5 歳

以上 で育児期 間も含む労働経験 4 年以上 の者に入学定員数の 半分 を確保す るとい うも の で

ある ｡ こ の意義は極 め て大きく ､
こ の 制度に よ っ て金銭的保障の み ならず勤労者が高等教

育を受 けるル ー

トが保障され た の で ある｡

ま た次節で詳 しく 考察す る こ と になる ジ ェ ル ピに 関わ り の 深 い イ タリア も見て おき た

い ｡ イ タリ アで は 1 9 7 3 年 の ｢ 全国労働条約｣ の 改定に あた り ､ 有給教育休暇が制度化 さ

れて いく こ と になる ｡ イ タリア の 有給教育休暇制度は ｢ 自己の 教養を高 め企業にお ける職

業的能力 を高め る 目的をも っ て公 立学校 にお ける教育を希望ずる者は ､ す べ て の 従業員に

与 えられ る教育の た めの 有給休暇を活用する こ とができ る｡ そ して ､
こ の 有給休暇は個人

では なく全従業員に対 して 3 年間の総集計時間と して あた えられ る｣
( 1 6 6 )
と い うもの で あ

る｡ しか しこ れ は ､ 教育休暇 の た め に職場を離れ る者は全稼動労働者の 2 % を超 えて はな

らな い ､ 通常の 生産活動に支障をきた さない 範囲 にお い て 労働者の 休暇は認 められ る ､ 3

年間に つ き 1 人最高 1 50 時間まで ､
こ の休暇に よ っ て 出席す る学校 の 諸 コ ー

ス の 修了に要

する時間は休暇 の 2 倍 の 時間数の期 間にわた っ て継続され るもの でなければならない ､ と

いう条件付き で ある｡

こ の ようにそ れぞれ の 国の歴 史や背景に よ っ てそ の 意味合い は異 なるもの の ､
いく つ か

の 国 にお い て O E C D の リ カ レ ン ト教育が生涯教育の
一

つ の 戦略と して具体的に制度化が

進 め られ て い る｡ そ して そ の リ カ レ ン ト教育を行う具体的な方策と して有給教育休暇制度

を採用 して い るとい うこ とが い える｡ 次の 項で は これ らの 実践を踏ま えて ､ ラ ン グラ ン の

･
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生涯教育論が どの ように展開 して い くの か を見て い きた い ｡

第3 節 ｢ ジ ェ ル ピ的段階｣ -

ラ ン グラ ン は 1 9 7 1 年に ユ ネ ス コ の 生涯教育の 責任者の職を退 い て い る｡ そ の ラ ン グラ

ン の 後任 が ェ ッ ト
-

レ ･ ジ ェ ル ピ ( E tt o r e G elp i 1 9 3 3
･

) で ある ｡ 彼 は 1 9 3 3 年 にイ タ リ

ア に生まれ
､
ミ ラノ 大学を卒業 し ､ アメ リカ の コ ロ ン ビア 大学で成人教育の修 士号を取得

す る｡ そ の 後イ タリア に帰っ てきたジ ェ ル ピは ､
ミラ ノ郊外 の 南部か らの 出稼ぎ労働者が

多く居住す る地域の なかで教育･ 文化活動をお こ な っ た ｡ 1 9 6 0 年 か ら 1 9 7 0 年に か けて は ､

ミラ ノや ロ ー

マ
､ ナ ポリ ､ そ の 他のイ タリア南部諸地域

( 1 6 7 )
で総合制学校 の教師 ､ 成人教

育の 教師を務めなが ら､ 社会福祉関係者 ､ 成人教育の 指導者､ 教育行政官の研修の 指導者

と して経験 を つ ん で い っ た . 1 9 7 0 年か らの 2 年 間はイ タリ ア総同盟 ( C o n f e d e r a zi o n e

lt ali a n a d e L a v o r) と い う組織 と協力 して設置され た専門的 な教員 の 再訓練に 関す る特別

委員会 の委員長に も任ぜ られた ｡ 1 9 7 1 年 には ア フ リカ で ユ ネ ス コ の コ ンサ ル タ ン トに任命

され
､
翌年 か らは ポ ー ル ･ ラ ン グラ ン の 後任 と して生涯教育の 責任者と なる｡ こ の ような

ジ ェ ル ピの 経歴 か ら分か る ように ､ 彼の 成人教育の 活動 は主 に貧困層 ･ 第三世界で行われ

てきた ｡ こ の彼 の 経験が ラ ン グラン の生涯教育論 を別の 観点か ら
一

層押 し進 め るこ とに な

る｡ さらに ジ ェ ル ピが そ の著書 ､ 『生涯教育 一

抑圧と解放 の弁証法』(1 9 8 3) に収録 されて い

る論文 を書 い た 頃､ すなわ ち 1 9 7 0 年代は生涯教育が 実践 に移 され るように なっ た時代 で

あり
､ ラ ン グラ ン の 生

'

# 教育論が実践段階に入 っ た こ とに よ っ て明らかに な っ た問題 点を

踏ま えて ジ ェ ル ピが 生涯教育論を展開されて い る こ と は注視に値する 0

本節で は こ の ジ ェ ル ピの 生涯教育論を先 に述 べ た 『生涯教育
一

抑圧 と解放の 弁証法』

( 1 6 8)
を中心 に

､
1 9 7 0 年代の 生涯教育実践を ユ ネ ス コ とい う立場か ら展望 した ジ ェ ル ピが

どの ように 当時 の 生涯教育実践を批判 して い る か を明らか に し､ そ の 上 で ジ ェ ル ピ的生涯

教育論 を考察す る｡ そ して ､
ジ ェ ル ピとラ ン グラ ン の 相違 点 ･ 共通点 を明らか に した い ｡

まず ､ ジ ェ ル ピの 生涯教育批判を ｢ ブル ジ ョ ア の学校 の 強化｣ ､ ｢ 国家の イ デオ ロ ギ
ー

装

置 と して の 学校｣ ､ ｢ リカ レ ン ト教育｣ の 三 つ の 視点か ら考察 した い ｡

第
一

に ｢ ブル ジ ョ ア の 学校 の 強化｣ で あるが ､ 彼 はそ の 著書の 冒頭 で次 の ように い う ｡

｢ 生涯教育と い う概念 に内包されて い る暖昧さは ､ それ が ､ 経験され ､ 実践に移 され

るとき に消 える｡ す べ て の人 ､ す べ ての 年代 の人 に教育を｡ しか し､ それは どの ような

目的の もとに ､ どの ような手段で実現され る の か ｡ 生涯教育は ､ 生産性 の 向上や従属 の
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強化 の た め に とり入 れ られ ､ 結果的 に既成秩序 の 強化 の 具と終わ る危険 を内包 して い

る ｡ ｣
( 1 6 9 )

こ の ｢ 生涯教育に 内包された危険｣ の
一

つ こ そが ｢ ブル ジ ョ ア の 学校の 強化｣ な の で ある .

ラ ン グラ ン の生涯教育は伝統的な学校教育 - の 批判 から生 じたもの で あるが ､ それ は学

校教育が ブル ジ ョ ア をよ り有利に し､ 弱 い立場 の 人々 を
一

層不利 に して い ると いう批判で

あっ た ｡ 生涯教育が推進 されれば､ 例 え試験や競争で失敗 した り評価 を得る こ とが できな

か っ た場合で も学校教育終了後に学び直す機会 を得 る こ とがで き ､ い つ でも何度で も再起

でき る の で ある ｡ そ の ように何度で もチ ャ ン ス が 与えられ継続して学習でき るような教育

制度が 確立 されれば複線型 の 学校教育によ る不平等 を克服 ､ も しくは軽減する こ とが でき

ると ラ ン グラ ン は考えたの で ある｡ と こ ろが実際に生涯教育を実践に移 して み る と ､ 生涯

教育に よ っ て不平等 が より 一

層深化 され るように る こ とが 明らか にな っ た の で ある｡

ジ ェ ル ピはカ ナ ダの 教育社会学者で ある マ イ ヤ
ー

( A . M ei e r) の 次の ような調査結果を

引用 して そ の こ と を指摘 して い る｡

｢ 生徒 ､ 徒弟 ､ 青年労働者らの お よそ七 ○ % から八○ % は生涯教育 - の意欲を感 じて

い る｡ 教育は ､
い か なる階級や社会階層の成員 にと っ て も重要な社会 一 文化的価値で あ

るが ､ と りわ け何らか の 高等資格 を持 つ 者は , 他 の人々 よりもは る か に こ の こ と を自覚

して い る｡

大学ない しは これ と同等 の 高等教育セ ク タ
ー を卒業 した人 々 に と っ て ､ 生涯教育は職

業的成功に つ い で第二位の 関心 の 対象となる｡ 資格 を持 つ 労働者は ､
生涯教育を職業的

成功 と社会的成功の 次の 第三位の リ ス トにの せ る｡ 無資格労働者や農民に つ い て は ､ お

よそ 七 ○ % の 無資格 青年 労働者が 教育を全生涯 を通 じて の 課題 と考 えて い る にもか か

わらず ､ 生涯教育は先に述 べ た成功の カテ ゴ リ ー

に つ い で ､ 第四位に位置す る｡

伝統的な社会学的研究の 示す と こ ろに よれ ば､ 次 の ような相関関係 が今なお続い て い

ると 考えられて い る ｡ す なわち､ 教育水準の 上昇 は ､
生涯学習 - の 意欲や文化水準の 向

上 - の欲求 を加速度的に高め る こ と｡ ｣
( 1 7 0 )

つ ま り学校教育の 成功者は より生涯教育の 重要性を認識 し ､ 卒業後以降も積極的に生涯教

育を実践す る の で ある ｡ とこ ろ が学校教育で失敗 したもの は ､ 学習 - の動機づ けを得 るこ

とが できず生涯教育を避 ける ように なるの で ある｡ 現実問題 と して は ､
生涯教育の 推進 の

ため に建設 され た学習セ ン タ
ー

の利用者や有給教育訓練制度を有効 に活用す るの が ､ 学校

教育の 成功者ばか り と いう事態が 生 じだ した の で ある｡

･
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こ の 間題が 明らか に して い る こ とは ､ 生涯教育が複線型 の 学校教育を打破す る どこ ろか ､

よ り強化 して い ると い う事実である｡ 成功者は よ り有効 に生涯教育を活用する こ と で成功

の道 を突き進み ､ 成功にた どり つ けなか っ た者は教育 - の 意欲や欲求を持 つ こ とが できず

よ り両者の 差が拡大されて い くの で ある｡ つ まり ､ 生涯教育が既存の ブル ジ ョ ア 中心 の社

会の 維持 に役 立 っ て い る ､ 言 い換えれば生涯教育が ｢ ブル ジ ョ ア の学校の 強化｣ に役立 っ

て い る とジ ェ ル ピは批判するの だ｡

第二 に ｢ 生涯教育に 内包 され た危険｣ の 別 の側 面と して ｢ 国家の イ デオ ロ ギ
ー 装置と し

て の 学校｣ が ある｡ 上述の ような批判 ､ つ ま りブル ジ ョ ア 中心 社会 - の 労働者 達の 従属 ､

そ して 生涯教育が
一

層それ を強化 して い とい う批判 の 背景 に は ､ こ の 時期 に ルイ ･ ア ル チ

エ セ ー ル ( L ｡ u i s A lt b u s s ｡ r 1 9 1 8 ･ 1 9 9 0)
( 1 7 1 )
が

､ 学校が ｢ 国家のイ デオ ロ ギ ー 装置｣ で

ある こ と を明らか に した こ と がある｡ そ こで ､ ジ ェ ル ピの 批判をよ り よく考察す るた め に

こ の ｢ 国家の イデ オ ロ ギ
ー

装置｣ に つ い て見て い きた い ｡

1 9 7 0 年に フ ラ ン ス の 『パ ン セ』
( 1 7 2 )
と い う雑誌 が ､

ア ル チ ュ セ ー ル の ｢ イ デオ ロ ギ ー

と国家の イ デオ ロ ギ
ー 諸装置｣ (Id6 ol o gi e e t a p p a r eil s id6 ol o gi q u e s d

'由a t) と い う論文 を

掲載 して い る｡ こ の論文は 1 9 6 9 年に書かれ た ｢ 生産諸関係 の再生産に つ い て｣ と い う未

完の 草稿か ら断片を引き出 しまとめたもの で ある｡ こ の論文 と草稿 を掲載 して い るもの が ､

西川長夫らに よ っ て 『再生産 に つ い て』(2 0 0 5) とい う邦題 で出版されて い る ｡ そ こ で ジ ェ

ル ピの 生涯教育批判 をより深く考察す るため に ､ こ の ア ル チ ュ セ ー ル の 理論 を西川 らが編

訳 した ア ル チ ュ セ -

/ V
'

わ著書を手がか り に見 て いき た い ｡

｢ 国家の イ デオ ロ ギ
ー

装置｣ を詳 しくみ る ため に まず資本主義社会 に つ い て言及 して お

きた い ｡ 資本主義社会 とは ｢ あらゆる生産手段と生活資料 と を資本 と して所有する資本家

階級 が ､ 自己 の 労働力以外に売 るもの を持た な い労働者階級か ら労働力 を商品と して 買い ､

そ れ の 価値とそれ を使 用 して生産 した商品の価値 との 差額 ( 余剰価値) を利潤と して 手に

入れ る経済体制｣
(1 7 3)
の 社会である｡ こ の ような経済体制 は フ ラン ス 革命の後 に成立 し始

め ､ 産業革命に よ っ て 定着した｡ ア ルチ ュ セ ー ル は生産を前提と した社会 では ｢ あらゆる

社会構成体は ､
そ れぞれ が存在す るた めに は ､ 生産と同時 に再生産 を しなければならず ､

ま た ､ 生産を可能にす る ため にも､ そ の 生産諸条件 を再生産 しなければならない とい うこ

とに なる｡ したが っ て ､ 社会構成体は ､ 以下の も の を再生産 しなけれ ばならない｣
( 1 7 4 )
と

述 べ ､ それ が ｢ 生産諸力｣ と ｢現存す る生産 関係｣ の 二点で あると して い る｡ すなわち､

生産は
一

度き りに行 われ るの で はなく ､ 継続的 に行わ れて いく 必要が あり生産 を継続的 に

･
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行 うには労働者 に生産に必 要な科学を教えるだけでなく ､ 資本家的社会 の支配的イデオ ロ

ギ
ー

,
す なわち社会的分業の 基本 ､ 現存社会 の階級関係 の 尊重 ､

支配 ､ 服従 ､
秩序 な どの

規則 をも教え込んで い か なければならない と い うの で ある｡ ア ル チ ュ セ ー ル は ､ それ を教

える の が学校だと い うの で ある｡ ｢ < 学校> は ( も っ とも ､
< 教会 > の ような学校以外 の 国家

の 諸制度や ､ 軍隊の ような諸装置にか ん して も同様で あるが) 『ノ ウ ハ ウ』を教える の で あ

るが ､ そ れは支配的イデオ ロ ギ
ー

に対する服従 を保証 し､ ある い は支配的イデオ ロ ギ
ー の

『実践』 の習得を保証する諸形態の なか で行われ る｣
( 1 7 5)
と い う｡ つ まり学校 は労働者達

に は支配的イデオ ロ ギ ー - の服従 の再生産 ､ 搾取と抑圧の 担 い 手た ちには支配的イデオ ロ

ギ ー を使 い こ なす能力 の 再生産 ､ とい う機能 を持 っ た国家機関なの で ある ｡ こ の イ デオ ロ

ギ ー

に反す る こ とは労働力 しかもた ない労働者に と っ て許 されない こ とで あり ､ 生産過程

に入 るた め には 学校とい う ｢ 国家の イ デオ ロ ギ ー 装置｣ を経て 資本的生産関係 と労働諸条

件 を我慢 でき るよう にならなければならない の で ある ｡ ア ル チ ュ セ ー ル は ､ 教育が 単に生

産力 の 向上 の た めだ けで はなくそ の 再生産を維持す ると い う役割 を担 っ て い ると い う視点

か ら
､ 経済と教育の 関係 を明らか に したと い える ｡

そ して
､
こ の ような ｢ 国家のイデオ ロ ギ

ー

装置｣ と して の 学校に よる思想 管理 は生涯教

育の推進 に よ っ て より拡大され るの で ある｡ 生涯教育にお ける個人 の 思想操作 の 例をジ ェ

ル ピは次 の ように指摘す る｡

｢ ある労働者が 労働組織 をより
一

層理解する こ とを望ん で い るとす る｡ とこ ろがそ こ

で は
､ 彼 にリサイ クリ ン グの コ ー ス が提供され る. 活動家た､

い か なる条件下 に ､
どの

ように社会体系が機能 して い る かとい うこ とを学び た い と思 っ て い る ｡ と こ ろが そ こ で

は ､ ス ロ
ー

ガ ン が与 えられ る｡ どの ように自分 の子 どもた ちを育て る の が最良なの か を

知 りた が る親に は ､ 権力は道徳主義的な規律 をお しつ けようとす る｡ そ の 規範を通 じて ､

子供や親の 人格発展 にブ レ ー

キ をか けようと い うの で ある｡ ｣
( 1 7 6 )

つ まり ､
生涯教育実践で は既存の 体制維持 の た めに個人 の 要求とは 異なるもの が提供 され

ると い う事態が 起き て い たの で ある｡ これま で教育は学校を中心 に行 われてきた の で ､ 国

家に よ る思想管理 の 中心 も学校で あっ た ｡ しか し､ 教育が 生涯 に渡るも の で あるとい う よ

うに考える ように なり ､ 生涯に渡 り学 べ る よう に国家がそ の 支援をしなけれ ばならない と

なると ､ そ こ に国家が介入す る余地が できるの で ある｡ つ ま り ､ ｢ 国家のイデオ ロ ギ ー 装置｣

は学校 と い う
一

時的な期 間 しか対象としない もの か ら､
生涯教育とい う人の 生涯す べ て を

コ ン ト ロ ー ル でき るもの となりう るの である ｡

･
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こ の ようなア ル チ ュ セ ー ル の 指摘と マ イ ヤ
ー の 調査 か らジ ェ ル ピの 上 述の ｢ 生涯教育は ､

生産性 の 向上や従属の 強化の た め にとり入れられ ､ 結果的に既成秩序 の 強化 の 具と終わる

危険を内包 して い る｣ とい う言葉を考 えるとそ の真意が 理解でき る｡ ジ ェ ル ピは こ の よう

な ｢ 国家の イデオ ロ ギ
ー

装置｣ の 役割を強化す る生涯教育を ､

｢ 抑圧｣ と して機能 して い る

生涯教育だと考えて い るの で ある｡

こ こ まで 見て きた こ と で ジ ェ ル ピの 生涯教育批判 の 内容 は 明らか にな っ たが ､ 最後 に

｢ リカ レ ン ト教育｣
( 1 7 7)
に対す る批判を見ておき た い ｡ ジ ェ ル ピは世界各地で行われて い

るリカ レ ン ト教育に対 して｢ ヨ ー

ロ ッ パ 諸国の 企業は ､ も しリカ レ ン ト教育を受け入れ る こ

とが す ぐさま財政 上 の利益に つ なが らなければ ､ フ ォ ー マ ル な教育機 関との 協力な どに決

して 興味 を示 さなか っ た｣
( 1 7 8)
と指摘して い る ｡ こ の 根拠 とな る の は ドイ ツ の テ ユ

ー ビ ン

グン の研究労働者グル ー プの 次の ような批判で ある｡

｢ 資本主義的生産組織が変わらない 限り ､ 労働と学習 の 統合 は ､ 労働者の さらなる疎

外 を導く こ と で あろう｡ 資本主義的諸組織に あ っ て労働 内容 とそ の構造は ､ 長期的 に見

て ､ 資本家的な生産 - の 管理と利潤追求を促進す る こ とが 意図されて い る｡ こ の 組織は ､

そ の組織 の 経済の 窮極 目標 と自己決定に よ る参加 と い う労働者の 欲求 と の 間 の 矛盾 に

もとづ い て い るた め に
､
い か なる再組織が認 められ ようとも､

そ の 再組織も経済の 窮極

目標 に
一

致させ ねばならない の で ､ やは り被雇用者の利 害と対立す る ｡ こ の 理 由の た め

リカ レ ン ト教育は ､ 被雇用者の 選択 - 向けて とい うよう よりも ､ 労働市場 の 必 要性に 方

向づ けられ たも の となっ て いく ように思われ る｡ ｣
( 1 7 9)

l■-

ジ ェ ル ピの 出身国で あるイ タリア の有給教育休暇の 制度化 の 実際 を見てみ ると､
それは 労

働者組合 の 要望に よ っ て誕生 したもの で ある｡ しか し､ 労働者を職場 から離 し経済的援助

をす る以上 ､ 企業が こ の活動に見返 りを求め る こ とは当然 で ある｡ 結果 ､
リカ レ ン ト教育

は経済界 の 要求に従わ ざるをえなく なる の で ある｡

こ の ように ジ ェ ル ピは生涯教育の 実践か ら､ 生涯教育は危険を内包す るもの で ある こ と

を指摘 した ｡ そ して ､ そ こか らジ ェ ル ピ自身 は ｢ 解放 の ため の 生涯教育｣ を提唱す る の で

ある｡

ジ ェ ル ピ は生涯教育が労働者た ちをより ｢ 抑圧｣ して い る こ とを批判 して い る ｡ しか し､

ジ ェ ル ピが 批判す る の は ｢抑圧｣ と して機能す る生涯教育で あ っ て ､ 生涯教育そ の も の で

は ない ｡ そ の ような危 険を内包 して い る こ と を明らか に し､ そ こ か ら解放 の た め の 生涯教

育をジ ェ ル ピは提唱 して い る の で ある｡ そ の ジ ェ ル ピ の 生涯教育 - の 批判 は ､
｢ ブル ジ ョ ア
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の 学校 の 強化｣ とい うもの であ っ た ｡ ア ル チ ュ セ ー ル に よると学校は支配的イ デオ ロ ギ ー

を再生産す る場所で あり ､ 実際にそ の ように機能 して い る ｡ こ の ような事実か らなか に は

学校そ の もの を無く さなければならない とい う研究者た ちも い た ｡ しか し､ ジ ェ ル ピは学

校 を放棄す る こ とは なか っ た ｡ 彼は こ の 事実 を認 めなが らも生涯教育と いう原 理 を学校に

持 ち込 め ばこ の 間題 を解決でき ると考えて い るの で ある ｡ そ の 理 由は彼 が注目 した第三世

界 にお ける次 の ような分析に よるもの である｡

｢ ラ ス キ ン の 分析 は ､ 同様に従属的社会で の 増大す る学校教育の基本的な矛盾にわれ

われ を導い てくれ る｡ すなわち､ 学校は児童 をピラ ミ ッ ド型構造の なか の あらか じめ定

められた役割にお し こむ ため に組織されて い るが ､
しか し

､ 教育は児童に 問う こ と を教

えざる をえない ｡ 問い か けを コ ン ト ロ
ー ル す る こ とが でき ない 時 ､

そ の ピラ ミ ッ ド型構

造 と国際 シ ス テ ム もまた検討 され る こととなる｡ 植民地制度は ､
そ の 制度にもか かわ ら

ず ､ 自覚を促す役割を果たすか も しれない ｡ そ して目覚めた 人達 は ､
彼 らに割 り当て ら

れ る役割 の なか に と どま るた めに ､ 褒賞の 増大を要求す るか も しれな い ｡ そ の シ ス テ ム

が 彼らを十分買収で きなく な っ た時 ､ 彼らは そ の シ ス テ ム を攻撃 しは じめ る｡ ｣
( 1 8 0)

こ の 引用 か らジ ェ ル ピは学校 が生産過程か ら独立 した教育活動を行う こ と がで きる と考え

て い る こ とが わか る｡ つ まり ､
いく ら社会の 生産構造が学校に再生産 の機能を求 めた と し

ても ､ 学校は支配的イ デオ ロ ギ ー や ノ ウ ハ ウの み を教える こ と が絶対的で あると は い え な

い の で ある｡ 学校で学ぶ能力を身に つ けさせ る こ とが できれば
､

｢ 抑圧｣ されて い る人々 が

既存の 体制 の 問題点に気づき ､ 自分た ちの住み よ い社会 を作
`

り出す こ とがで きるとジ ェ ル

ピは考 えて い る ｡

こ の ような観点か らジ ェ ル ピは ､ ｢ 自己決定学習｣ ( s elf
･

di r e c t e d l e a r n i n g) の 重要性 を

訴える｡ ジ ェ ル ピは ｢ 自己決定学習｣ を推進す る こ とで ､ 国家の 支配力 を増大 させ ブル ジ

ョ ア層を中心と した既存の 社会秩序に適応させ ようとす る ,
不利な立場 に ある人々 を

一

層

抑圧 す る危険 を内包 した 生涯教育を､ 国家か らの制御に反抗 し自身の 欲求 を満た すた め の

｢解放｣ と して機能す る生涯教育に しなけれ ばならない とい う の で ある ｡ こ の ような ｢ 自

己決 定学習｣ を推進す るには労働者を中心 に考えなければならな い ｡ つ ま り生涯教育の名

の もと に用意され る プ ロ グラム が
､ 労働者の 要求と異なる もの で あれ ば結局また 労働者達

は学習か ら遠 ざか っ て行くの である ｡ ジ ェ ル ピが そ の 生涯教育論 にお い て 生涯教育の 実践

が 労働者の 要求 を退 け､ ブル ジ ョ ア の維持の た め に機 能 して い る こ とを告発 した こ とは ､

同時 に労働者の 立 場に 立 っ た生涯教育でなければならない と い う こ とを明らか に して い る

･
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の で ある ｡

で は ､ こ の ようなジ ェ ル ピの 生涯教育論は ラ ン グラ ン の 生涯教育論とは どの ように異な

る の で あろうか ｡ ジ ェ ル ピの 生涯教育論は上述 の 生涯教育 - の 批判 を踏ま え､ 彼自身 の経

験か ら社会的に不利 な立場か らの 生涯教育論 を展開 して い る｡ それ に対 して ､ ラ ン グラ ン

の成人教育の実践は フ ラ ン ス の ｢ 人民と文化｣ にお けるもの で ある｡ こ こで の 目的は フ ラ

ン ス 市民 に教養を与える とい うもの で あっ た ｡ そ の教養の獲得に よ っ て社会の 変化 に適応

し､ より良 い生活 を過 せ るように しようと い うも の で あ っ た ｡ しか し､ ジ ェ ル ピは イ タリ

ア南部 の 出稼ぎ労働者やア フ リカとい う第三世界 の活動 を中心 に生涯教育を考えて い る｡

そ の ような社会に生き る人々 にと っ て の社会の 変化は ､
フ ラ ン ス 市民の それとは根本的 に

異なる ｡ フ ラ ン ス 市民は社会 の変化に適応で きれ ば幸福な の で ある｡ しか し､ 社会的に不

利な立場 にある人々 は ､ 例え適応 できた と しても不幸なの で ある｡ なぜ なら､ 社会の 変化

と い うの は ､ 技術的 ､ 科学的側面に よる影響が大き い もの で ､
こ れ に適応 した とこ ろ で彼

らの不利な状況 は何も解決 しない からである｡ 結局 ､ 社会的に不利な立 場にある人々 は適

応す る の で は なく ､ 適応 させ られ るの である｡ 彼 らが本当 に必要 とす る の は変化
- の適応

で は なく ､ 自ら社会を変化させ て いく こ となの で ある
( 1 8 1 )

0

ジ ェ ル ピが 生涯教育論 にお い て ｢ 自己決定学習｣ を重視す るように ､ ラ ン グラ ン も自己

教育を重視 して は い る｡ しか し､ ラ ン グラン 的段階にお ける生涯教育論 の 自己教育は社会

の 変化 - の 適応 を目指 したもの で ､
ジ ェ ル ピ的段階の 不利 な立場 から社会変革を目指 した

自己教育とは そ の 出発点か ら異なるの である｡ ジ ェ ル ピ の ､ ｢ 生涯教育は政治的に 中立 で は

ない ｡ こ の こ とは ､ 生涯教育を考察 して いく上 で ､ あらゆる意味で の 出発点で ある ｡ 生涯

教育の実践が 自己決定学習 - と徐々 に移行す る場合 は ､
なお の こ とで ある｡ われわれ の 生

きて い る現代社会 の 抑圧的な諸勢力が ､ 学習時間と学習空間 の増加を人々 に許容す る の は ,

人 々 の 自立 へ の 闘い の 強化をもた らさない ようにす ると い う条件で ある｣
( 1 8 2 )

､ と い う言

葉か ら ､ ラ ン グラ ン 的段階の 生涯教育論 にお ける 自己教育 - の批判が うかが える｡ つ まり ､

ラ ン グラ ン 的段階の 生涯教育論 では ､
こ の ような自己教育 - の 障害が見落 とされて い る の

で ある｡

最後に本節の まとめと して ラ ン グラ ン とジ ェ ル ピの 関係 を論 じて い きた い ｡ こ こ まで ジ

ェ ル ピの 生涯教育 - の 批判 を見てきたが ､
こ の ような違 いや批判が あるもの の ジ ェ ル ピの

生涯教育論 は ラ ン グラ ン の 生涯教育論 と全く別 の もの で あるとい う こ とで はない ｡ ジ ェ ル

ピの 生涯教育論は生涯教育の 実践を踏まえて論 じられ て い るの で あり ､ 教育を生涯 に渡 る

･ 7 1 ･



も の と考え､ 学校 ･ 地域社会 ･ 家庭の 教育を統合 して い か なけれ ばならない と い う基本的

な考え方 は ラ ン グラ ン の 生涯教育論と同じで ある｡ もちろ ん ラ ン グラ ン も複線型 の教育を

批判 しそれ を打破 しようと生涯教育を提唱 した こ とか ら､ 彼が 不利 に ある人々 の た め の 生

涯教育を考えなか っ たとは言 えない ｡ た だジ ェ ル ピはそ の も っ と深 い と こ ろ ､ つ まり フ ラ

ン ス 市民 とい う視点で はなく移民労働者 ･ 第三世界 の 人々 と い う点から考えた の で ある ｡

それ は海老原治善が ジ ェ ル ピに対 して ラ ン グラ ン との 違い をたず ねた際の 返答 で ある ｢ ラ

ン グラ ン は ､
六 ○年代 の ヨ

ー

ロ ッ パ の社会の 危機 をふ まえて の 生涯教育の発言だ｡ 自分は ､

七 ○年代 の 第三世界 か らの 発言だ｣
( 1 8 3 )
と い う返答に よく表され て い る｡

こ の ように生涯教育の 実践は 生涯教育に内包する危険を表面化 させ ､ そ の こ と をジ ェ ル

ピは指摘 した の で ある ｡ 確 か にラ ン グラン の生涯教育論で は こ の ような危険に つ い て は触

れられて い ない ｡ しか し､ 1 9 7 0 年代に行われた実践 が ラ ン グラ ン の 考える生涯教育論 に沿

っ たもの で は なか っ た こ とをこ こで指摘 しなければならない だろ う｡ なぜ なら ラン グラ ン

は生涯教育論 にお い て教育の ｢ 空間的統合｣ を強く要請 した の で あ っ て ､
単な る教育の 延

長を要求 した の で は ない ｡ つ ま りリカ レ ン ト教育や教育休暇制度は生涯教育を構成す る要

素で は あるが ､ そ の 前提 と して教育の ｢ 空間的統合｣ が無 けれ ばならない の で ある ｡ ｢ 空間

的統合｣ を通 じて 生涯教育の 導入部と して の学校が でき ､ そ こ で ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力

を育成す る こ とが 生涯教育の 重要な第
一 歩なの で ある｡ ジ ェ ル ピ の生涯教育批判は ､ ｢ 空間

的統合｣ を行 わず して ､

｢ 時間的統合｣ の みが強調された 実践 が進 ん だ結果 を問題視 した こ

と か ら生 じた生涯教育批判 なの で ある｡ こ の ような視点か 6
'

ジ ェ ル ピとラン グラン を考察

する と､ ジ ェ ル ピは 生涯教育批判 を通 じて ラ ン グラン の 生涯教育論 の ｢ 空間的統合｣ の 重

要性 を我々 に再認識 させ てくれたと い える｡

第4 節 『学習 : 秘 められた宝』

19 9 1 年 1 1 月 ､
ユ ネ ス コ の総会にお いて 2 1 世紀の た めの 教育ならび に学習 に つ い て 考

察す る国際委員会 の 設置が 要請された ｡ これ を受 けて 当時 の 事務局長で あ っ た フ ェ デリ

コ ･ マ イ ヨ - ル は ､ ジャ ッ ク ･ ド ロ
ー ル( (J a c q u e s L u ci e n J e a n D el o r s 1 9 2 5

･

)
( 1 8 4)
を委

員長 とす る 2 1 世紀国際委員会(T h e l n t e r n a ti o n al C o m m i s si o n o n E d u c a ti o n f o r t h e

T w e n ty
･

fi r st C e n t u r y) を組織 した ｡ こ の委員会 に よ っ て 提 出された報告書が L e a - )
'

D g
･

TL e T[ e a s u r e W l
･

th )
･

D (1 9 9 3)
( 1 8 5 )
で

､
こ の委員会の メ ン バ

ー の
一

人で ある天城勲に よ っ て

『学習 : 秘 められた 宝』( 1 9 9 7) と 邦訳されて い る ｡ こ の本 は本編 が 3 部 と序文と付録 に よ
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っ て構成されて い る が ､ こ の 2 1 世紀 の教育を展望 した報告書の序文にお い て ド ロ
ー ル は ､

｢ かく して生涯学習の 理念は 2 1 世紀 - の枢要 な鍵 の
一

つ と して浮上 してきた｣
( 1 8 6 )
と述

べ てお り ､
こ の 著書を貫く基本理念が生涯学習

( 1 8 7 )
で ある こ とが 分か る｡ また 同著書は 第

1 部にお い て 当時 の 社会 の様子か ら 2 1 世紀を展望 し､ 第 3 部にお い て こ れか らの 教育の 方

針 を語 っ て い る｡ もちろん それ らも重要で はあるが今回は こ の 著書の 中心 をなす｢ 第 2 部 ､

教育の諸原則｣ を中心 に考察した い ｡ なぜならこ の ｢ 教育の 諸原則｣ は第 1 部の 世界の 状

況 か ら導き 出され ､ 第 3 部の 今後の 教育の 方針 を貫く軸とな っ て い る からで ある ｡

こ の 第 2 部で は ｢ 教育の 諸原則｣ と して 生涯 を通 じた ｢ 学習の 四本柱｣ ､ すなわち ｢ 知

る こ と を学ぶ｣ (le a r n i n g t o k n o w ) ､ ｢ 為すこ とを学ぶ｣ (l e a r n i n g t o d o) , ｢ 共に生きる こ

と を学ぶ｣ (le a r n i n g t o li v e t o g et h e r) ､ ｢ 人間と して生き る こ とを学ぶ｣ (l e a r n i n g t o b e)

が提 唱されて い る ｡ 委員長 の ドロ ー ル は序文 にお い て ､
と りわけ ｢ 共に 生き るこ と を学ぶ｣

を強調 して い る ｡ こ の 理 由と して ､
2 1 世紀を目前 と した世界が グ ロ

ー バ ル化 の 時代 にあ っ

た こ と が考えられ る｡

1 9 9 0 年代 の 時代の 変化 を鑑み ､
こ れか らの世界 を展望 して つ くられた こ の報告書は , ラ

ン グラ ン の 生涯教育論を どの ように押し進 めて い る の か ｡ 『学習秘め られた宝』の なか で提

唱され て い る ｢ 学習の 四本柱｣ か ら探 っ て い きた い ｡

第
一 の 柱 は ｢ 知 る こ と を学ぶ｣ である｡ 生涯教育が 2 1 世紀にお い ても主要な原理 で あ

る以上 ､ こ こ で学ばなければならない とされ る ｢ 知 る こ と｣ が 百科全書的な知識 を意味 し

ない こ と は明らかゼある . こ の 学習は ｢知識の 獲得の 手段そ の も の を習得す る こ と｣
( 1 8 8 )

され て い る ｡ そ してそれ は人生 の手段でもあり ､ 目的なの で ある ｡ 人生の 手段と して の 学

習と は ､
こ の 学習が 個人が尊厳 をも っ て生き るた め に自分 の 周囲の 環境を理解 し､ 労働 の

ため の能力 を発展 させ ､ 他者 と の友好関係 を築く こ とに役立 つ と い う ことで ある｡ また人

生 の 目的 と しとの 学習とは ､
こ の学習その もの が喜びで あり , 楽 しみ にな るとい うこ とで

ある｡ こ の ｢ 知 る こ とを学ぶ｣ には ､
い か に学ぶ か を学ばなけれ ばならない と して い る｡

これ に は 1 9 9 0 年代 にお ける マ ス ･ メデ ィ ア の発達が あり ､ 情報 の 高速化は集中力 を低 下

させ て い ると い う時代的背景が ある o その た めに記憶力を発達させ る こ とが特 に重要で あ

ると本報告書で は述 べ られて い る｡ また こ こ では 学校教育に つ い て語 られて お り ､

｢ 基本的

な学校教 育が ､
生涯を通 じて(職場の 中に あっ て も外 に あっ ても) 学習を続 けられる ような

刺激 と基礎 を与 える こ とがで きれば ､ そ の 教育は成功 した と い っ て過言 で はなか ろう｣

( 1 8 9 )
と ､ 学校教育にお い て ｢ 知 る こ とを学ぶ｣ 基礎が 築かれ る こ と を要求 して い る｡ そ し

･
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て
､
こ の 基礎が 生涯学習 - の パ ス ポ ー

トで ある と述 べ られて い る｡

第二 の柱 は ｢為す ことを学ぶ｣ で ある｡ こ れは知識を実践に結 び つ ける こ とが でき ､ 将

来 の職業と結び つ き をもたせ られ る ことが でき る学びで ある｡ こ こ で は学習 と職業の 結び

つ きに つ い て 多く述 べ られて い るが ､ そ こ に は職業の 変化が背景 にあると考 えられ る｡ 機

械化は さらに進 み コ ン ピ ュ ー タ ー が人間の知的役割さえも取 っ て代わる ようになり ､ 肉体

労働の 割合が減少 して い た ｡ こ の ような時代 には か つ て の ような専門的技能資格が あまり

重要で なくなり ､ そ れに変わ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 ､ 協調性 ､ 管理能力 ､ 問題解決

能力 などが ､ 労働者に求められ る ようにな っ て きた の で ある｡ そ れは特 に こ の 時代 に増加

して い るサ ー ビ ス 業に お い て著 しい ｡

また､ 発展途上国に つ い ても言及されて い る｡ こ の報告書で は ､
発展途上国で は学習や

訓練は個人 の職業 の た め の み ならず ､ 社会の 開発 に つ なが るもの で あるとい う幅広 い 目的

に沿 っ た も の で なければならない とされて い る｡ つ まり ､
発展途上 国では ｢ 為す こ とを学

ぶ｣ とは ､
不確実な現在に対処 し未来の 創造 に関与でき る ように学習す ると い う こ とで あ

る｡

第三 の 柱 は ｢ 共 に生きる こ とを学ぶ｣ で ある｡ こ の ｢ 共 に生き る こ と を学ぶ｣ こそ が ､

ド ロ
ー ル の最も重視す る柱で あり ､ 生涯教育の展 開の新 しい局面で あると考 えられ る｡ こ

の 柱が 平和を強く 目指すもの である こ とは 明らか であるが ､
そ の 背景 には ､ 第 二次世界大

戦以降､ 平和 を目指 した教育論
-

もちろん生涯教育もふくまれ る
-

が叫ばれて い るが ､ 世

界 が戦争か ら無縁に な っ た こ とは無く ､ それ どこ ろ か ベ ル リ
~

ン の 壁の 崩壊ま で に約 15 0 の

戦争が あり 2 0 0 0 万人もの 人々 が 死 んで い るとい う歴史的事実が ある
(1 9 0)

｡ 共に生き る こ

と を学び戦争や迫害､ 偏見とい っ た こ と を無く し ､ 個人 を尊重 した世界を つ く っ て い こ う

とい う の が こ の 学習の 目的で ある ｡ こ の た め には他者を理解す る こ とを学ばなけれ ばなら

ない ｡ 他者と の違 い を知 り ､ また違う者同士 で も多く の 共通点 を発 見でき るこ とを学ばな

ければならない ｡ そ して ､ 他者を理解す るために は自分自身を知らなければならない ｡ な

ぜな ら､ 自分 を知らなければ違うとこ ろも同 じとこ ろ も分か らない か らで ある ｡ 自分を理

解 し他者を理解する こ とが ｢ 共に生きる こ とを学ぶ｣ とい う こ となの で ある｡ そ して こ の

学び の方法 と して ｢ 共通 目標 の た め の共同作業｣ を挙げて い る ｡ 例えばス ポ
ー ツ の 世界な

どの ように共通 の 目標 を持 っ て活動すれば､
共通 の努力 を果 たす こ とに よ っ て社会階層や

国籍の違い に よ る緊張を調和 に変え る ことが でき ると い うの で ある｡

第四 の 柱 は ｢ 人間 と して生き る こ と を学ぶ｣ で ある ｡ こ の柱 はそ の 名前､ ｢ L e a n i n g t o b e ｣

･
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( 生き る こと を学ぶ) か らわか るように ｢ フ ォ
ー ル ･ レ ポ ー

ト｣ か ら引用 したも の で あり ､

内容も ｢ フ ォ
ー

ル ･ レ ポ ー

ト｣ に
一 致する

(1 9 1 )
｡ ただ 2 1 世紀とい う時代は ､ 情報が大量

に簡単に手 に入 る ように なっ たの で より自分をもつ こ と ､ 責任 をも つ こ と ､ 自分で決定す

る こ とが求 められ る ようにな っ たとい う点で こ の ｢ L e a r n i n g T b B e｣ はそ の 意義を増した

と い える ｡

こ の ような教育の 諸原則で ある ｢学習の 四本柱｣ は ､ それ ぞれが接点を持 っ てお り不可

分で ある ｡ 伝統的な学校教育で は ｢知 る ことを学ぶ｣ ､ それ に つ い で ｢ 為す こ とを学ぶ｣ が

重視されて きた｡ 残 りの 二 つ は偶然の 産物か ､ 上記の 二 つ の 当然の帰結と して しか考えら

れて い なか っ た ｡ 2 1 世紀国際委員会は こ の ような学習 の あり方 を否定 し､ これ らの 4 つ の

柱を同等 に バ ラ ン ス よく配慮 しなければならない とい う の で ある｡

また ド ロ ー ル はそ の序文で ｢ 共 に生きる こ とを学ぶ｣ の基礎が他 の 3 つ で ある と述 べ て

い る
( 1 9 2)

｡ こ の ｢ 共 に生き る こ と｣ は他者との 関係 を重視 した もの で ある｡ ｢ 知 るこ と｣ ､

｢為す こ と｣ ､ ｢ 人間と して 生き るこ と｣ は ､ 直接的に他者との 関係 を学ぶ と い う こ とで は

な い ｡ しか し､ これ らは個人と い う枠組み を超 えるもの で ある｡ ｢ 知 る こ と｣ は他者 を知る

こ と でもあ る し､
一

人で は為せ ない ことは多い ｡ そ して人間が
一

人で生き るこ と は不可能

で ある ｡ つ まり ､
これ らの学習が出来て いく こ とが ｢ 共 に生きる こ と を学ぶ｣ に つ なが っ

て いく と考える こ と が できる｡

こ こで ｢ 学習 の 四本柱｣ と ラ ン グラ ン の 生涯教育論 を比較 しなが ら考察して み た い ｡ こ

の ｢ 学習 の 四本柱｣
'

Eまラン グラ ン の 教養の 考 えに近 い の で はな い か と考えられ る. ｢ 知 る こ

と を学ぶ｣ は ラ ン グラ ン の教養で重視されて い る ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ と
一

致す る｡ そ して

｢ 為す こ と を学ぶ｣ は駆使力 を獲得す る こと同 じである ｡ ラ ン グラ ン は教養 を百科全書的

知識 の み と は考えず ､ それを職業と結び つ ける こ とで 労働者が 必要とす る実践的な能力と

して い た が ､ こ の 報告書で も同様 に学習と職 業を結び付 けて い た｡ た だ､ そ こ には職業の

変化 に よ っ て求 められ る能力 の違 い は生 じて い る ｡ ラ ン グラ ン は幸福 を目的と した教育の

た め には 幸福 が存在様式ならびに生活様式と して の 幸福 とならなけれ ばならない と述 べ た

が ､ こ の 幸福を追求でき る学習者は ､ 教養を持 つ 人間で あり所有す る こ と に拘束されな い

｢ 人 間と して生き る こ とを学ぶ｣ こ とが できた者である とい える ｡

そ して ｢ 共に生きる ことを学ぶ｣ は ラン グラ ン の 平和 と国際理解の教育を推 し進めた も

の で あると考 えられ る ｡ ラン グラ ン が他者を理解す る こ とを軽視 して い たとい う こ と は無

い が
,
そ こ に ､

｢ 共に生き ると いう｣ 考えは見受 けられな い ｡ これ には世界が相互 依存 して

-
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い るとい う考 えが こ の 時期 に高ま りだ した こ とが背景に ある｡ 国際社会 の グ ロ
ー バ ル 化が

各国の 相互協力 を必然化させた の で ある｡ ド ロ
ー ル はそ の ようなグロ

ー バ ル 化が進み ､ 相

互 協力が 円滑に行われ るように なっ た世界を ｢ 地球村｣ (th e gl o b al vill a g e)
( 1 9 3)
と呼ん で

い る ｡ こ の ような ｢ 地球村｣ を目前と して生涯教育は ､ そ こ で ､ ｢ 共 に生き る こ とを学ぶ｣

能力 を獲得させ なければならない の である｡ すなわち ､ 1 9 9 0 年代にお い て ｢ 共生｣ とい う

概念 が生涯教育で 強調され る ように なっ たの で ある ｡

第5 節 結論 : ラ ン グラ ン の 生涯教育論 の 展開期 にお ける教養と ｢ 空間的統合｣

ラ ン グラ ン が 生涯教育を提唱 して以降そ の構想 が どの ように実践され ､ そ して またそ の

実践 をもと に生涯教育論が どの ように修正 され てきた か を考察した ｡ そ の結果明らか にな

っ たこ とは
､
生涯教育論が どの 段階にお い ても学校の教育の在り方 を批判す るが 学校そ の

もの を排 除 しようとい う動きと はならなか っ た とい う こ とで ある ｡

1 9 6 5 年の ラ ン グラ ン の提唱にお い て ､
学校教育は生涯教育の 初期段階で あり ､

生涯教育

の 導入部 で あるとされて い る｡ また ､ ジ ェ ル ピも学校教育を基礎教育と して ､ 生涯教育の

基礎的段階と して見 て い る し､ ド ロ
ー ル らの 報告書 にお い て も ､ 学校で学ぶ基礎が 生涯学

習 の パ ス ポ
ー

トで あると述 べ て い る｡ こ の ように ､ 生涯教育論推進過程 の どの 段階にお い

ても ､

一

貫 して学校教育が生涯教育の 基礎と して考えられて い る の で ある.

しか し
､ ラ ン グラ ン 的段階と ジ ェ ル ピ的段階に は相違点も存在す る｡ ラ ン グラ ン 的段階

で は ユ ネ ス コ の 立場 と して参加国の 承認 を得 る こ とを急ぐあまり ､ 政治的問題 に つ い て の

言及が 弱く ､ 結果的 に生涯教育が既存の 体勢維持 の 道具に成り下が る恐れ を生 じさせ た の

に対 し､ ジ ェ ル ピ的段階で は生涯教育の 実践 に より既存の 学校教育の ままで 生涯教育を実

践 しようと して も教育の複線化 を 一 層強化す ると いう事態 を踏ま えた生涯教育が論 じられ

こ と になる ｡ そ の 結果 ､ ジ ェ ル ピ的段階では不利 な立 場に ある人を中心 と した 生涯教育論

が展開され る こ とに なり ､ それ は ラン グラ ン的段階よ りも強く政治 - 向けられ る こ と に な

る ｡ 教育が国家か らの 要求一 つ ま り労働者の 育成
- と して で はなく学習者自身の 要求 ､

つ

ま り労働条件の 改善などの 学習者の 生活に根 ざした要求で なけれ ばならない と いう の で あ

る ｡ そ して ､ そ の ような学習に よ っ て得た能力で 不利な立場 に ある人達に と っ て より よい

社会 を つ く っ て いく こ とがで きる ように しなければならない ､
と い う の が ジ ェ ル ピの 生涯

教育論で ある｡

しか し､ そ の よ うな相違点は あるもの の ラン グラン 的段階にお い て も ､
ジ ェ ル ピ的段階
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にお い ても ､ 国家の イ ニ シ ア テ ィブに よる上 か らの教育と いう こ と で は
一

致 して批判 して

い る｡ 国家が決 めた 学習内容 を教師が生徒に与 え､ そ の 学習 を どれ だけこ なせ るか とい う

方法で評価する教育がまさに ラン グラ ンやジ ェ ル ピの 批判す ると こ ろで あると い える ｡

ラ ン グラ ン ､ ジ ェ ル ピ ､ そ して ド ロ
ー ル はみな ､ 学校とい う生涯の 比 較的初期 の 段階で ､

裕福な者も ､ 貧 しい者も ､
す べ て同 じ空間で ､ 生涯教育の 基礎 を学ぶ こ とが 生涯教育の 成

功の 鍵 を握 ると考えて い る｡ つ まり ､ 生涯教育と して の 学校は階級や社会的地位に よ っ て

抑圧 されて い る人々 を解放す るため に機能 しなけれ ばならない の で あ っ て ､ そ の ような役

割 を果たす こ とで 生涯教育は民主主義を
一

層押 し進 め るもの になる と考えられ る の で ある｡

こ の ように ､ 学校 は 問題を抱えて い るがそれで も学校は重要 である と い うの が生涯教育論

の 推進者 た ちに共通 した考 えで ある とい える ｡
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第4 章 ラ ン グラ ン の 生涯教育論と の 比較 か ら見た我 国 の 生涯教育の 動 向と展

望

生涯教育は 制度や具体的な方法では ない ｡ これ は教育制度を形成 した り実践を行う際 に ､

そ の活動全体を貫く 中心思想 となるもの で ある｡ つ まり ユ ネ ス コ とい う国際機 関に よ っ て

提唱された 生涯教育は ､ そ の 加盟 国の 現状に適 したや り方で実践 して い か なけれ ばならな

い の で ある｡ しか し､ 生涯教育を単なる生涯に渡 る学習と解釈 して実践を行 えば､ 生涯教

育は 正 しく機能 しな い だろう｡ それ は ､
1 9 70 年代 に行 われ た実践に よ っ て明 らか にな っ た

抑圧 の 機能をす る生涯教育で ある｡ そ こ で本 章は本論分の まとめと して ラ ン グラ ン の 教育

思想やそ の後 の 展開と我国の 生涯教育動向を比較 し､ これ か らの 生涯教育の 在り方の 展望

を試 み るが ､ 本章で は生涯教育の 真の 意義で ある教育の ｢ 空 間的統合｣ に焦点づ けて論 じ

て 生きた い ｡ さらに そ の ｢ 空間的統合｣ は教養の在り方の 転換と密接な関係が ある の で ､

｢ 空間的統合｣ を論 じる前に教養に つ い て論 じて おく こ こ と にする ｡

そ こ で 第 1 節にお い て我国の 教養 と ラン グラ ン の 教養 を比較 し､ そ の 間題点を浮き彫 り

に した い ｡ そ して第 2 節で はそ の 間題点を踏まえて我国の 社会と 学校 の結 び つ き の 実践 で

ある ｢ 学社連携｣
･ ｢ 学者融合｣ 事業に注目 しなが らラ ン グラ ン の 生涯教育論 の ｢ 空間的舵

合｣ と比較 し､ 今後 の 進む べ き道 を展望 した い ｡

第1 節 我国 の教養の在り方 の展望

ラ ン グラ ン の 生涯教育論 にお ける教養は知識 の 量を問うも の で は なく ､
｢ 学ぶ こ と を学

ぶ｣ 能力で あ っ た ｡ しか し 1 9 6 0 年代 の フ ラン ス 社会 の 教養は ､ 百科全書的な知識 を有す

るか否か に よ っ て判断 され るもの で あ っ た｡ そ して ､ 伝統的な学校教育で は こ の ような百

科全書的知識 を意味す る教養を与 えるこ とが重要とされてき た の で ある｡ そ こ で ラ ン グラ

ン は生涯教育論に お い て伝統的な学校教育を批判 し､ ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を養 える生涯

教育の 導入部と して の 学校 をつ くらなければならない と訴 える の で ある

とこ ろで我国 の学校教育で与えられ る教養は ､
ラン グラ ン の 生涯教育論 にお ける教養と､

科全書的知識 の ような教養の どちらに近い だろうか ｡ それ は ､ 多く の 人が 自分 の経験か ら

分か る ように ､ まだま だ百科全書的知識の ような教養 に近 い と い える だろう｡ 我 々 はテ ス

トに よ っ て知識 の量 を判断され ､ そ の 結果が 以降の人生を左右す るの である ｡ しか し中央

教育審議会 の 答申をみ る限り ､ 教養や ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 能力 を重視す る動きが うか が え

･

7 8
･



る o そ の
一

つ が ｢ 生きる力｣ である. これは 1 9 9 6 年 に中央教育審議会が提出 した ｢ 2 1

世紀を展望 した我が 国の 教育の在り方 に つ い て ( 第
一

次答申) ｣ に よ っ て 打ち出され た言葉

で ある｡ 同答申で は ｢ 生涯学習社会を見据えつ つ ､ 学校です べ て の 教育を完結する とい う

考え方を採 らずに ､
自ら学び ､ 自ら考える力などの [ 生き る力] とい う生涯学習の 基礎 的

な資質の 育成を重視する｣
( 1 9 4 )
と し､ ラ ン グラ ン と同様に生涯教育の 導入部と して学校が

位置づ けられ ､
そ こ で 自ら学ぶ力と して の ｢ 生き る力｣ の 育成が 目指 され て い る｡ そ こ で

は具体的 に ｢ 生き る力｣ とは ､ 社会の 変化に対応す るため の ｢ 自分 で課題 を見 つ け､
自ら

学び ､ 自ら考え､ 主体的に判断 し､ 行動 し､ よ り よく題 を解決す る資質や能力｣ で あり ､

｢ 自らを律 しつ つ ､ 他人 とともに協調 し､ 他人 を思い や る心や感動す る心 な ど､ 豊 かな人

間性 で ある｣
( 1 9 5 )
とされて い る｡ さらに ､ 他 の 人々 と の協調や感動でき る心 を備 えた豊 か

な人 間性 ･ 健康 ･ 体力 を含んだ総合的な能力 で あると して い る ｡ こ の ような ｢ 生き る力｣

は ､ 社会の 変化 の急速化 を背景に ｢ 学ぶ こと を学ぶ｣ 力 を身 に つ け,

｢ 自律 した学習者｣ と

して 必要な能力で ある ラ ン グラ ン の生涯教育にお ける教養 と共通す るも の で あると い える｡

さらに こ の概念 を詳 しくみ るた めもう少 しこ の 答申を考察して いき た い ｡

同答申 は ｢ 生き る力｣ とは ｢ 全人的｣ な力で あると して様 々 な観点か ら説明 して い る ｡

まず どう答 申は ｢ 生き る力｣ は ､ どの ような状況で も ｢他人 と協調 しつ つ 自律的に社会生

活を送 っ て いくた め に 必要｣ な ｢ 人間と して の 実践的 な力｣ で あると して い る ｡ それ は ､

百科全書的な知識で は なく ｢ 生きて いくた め の 『知恵』｣ であり ､ 知識 を基礎 に した実践す

るこ とが 可能 な能力なの で ある｡ ま た ｢ 生きる力｣ は単 に百科全書的知識 を記憶 して い る

と い う こ と で はな い ｡ こ の力 は初めて経験す る ようの 事柄 で も ｢ 自分 で課題 を見 つ け､ 自

ら考え､ 自ら問題 を解決 して いく｣
( 1 9 6)
能力 なの で ある｡ 特 に同答申で は情報選択能力を

重要 な要素と して 挙げて い る｡ そ して ｢ 生きる力｣ は ､ そ の ような判断力や合 理的精神 の

み で はな い ｡ 美 しい もの に感動す る感性 ､
正義感 ､ 倫 理観を含む もの で ある｡ 他者 理解や

共感 は重要な要素で あり ､ ボ ラン テ ィアや社会貢献の 精神 も生き る力 を形成す る重要 な柱

で あると い える｡ もちろん健康や体力なく して ｢ 生きる力｣ を獲得す る こ となど不可能で

ある ｡

つ ま り ｢ 生き る力｣ は知識の みに 限定され るも の で はなく ､
主体的な学習 ､

自律 した学

習を可能とす るもの で あり ､
まさに ｢ 学ぶ こ と を学ぶ｣ 能力で あると い える｡ こ の ような

こ と から我 国の ｢ 生き る力｣ は ラ ン グラン が 生涯教育に よ っ て育成 しなけれ ばならない と

する教養と
一

致する もの で あり ､
｢ 生き る力｣ は教養で ある と い え る

( 1 9 7 )
0
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また ､
こ の ｢ 生きる力｣ には ラ ン グラン の 教養に見 られ なか っ た特徴が ある

( 1 9 8)
｡ ラ ン

グラ ン の 生涯教育論 で は ､ 無意識的に獲得され ると考えられ て い た ｢ 体力面｣ も意識的に

獲得され る べ き ｢ 生きる力｣ の構成要素と して重視されて い る の で ある ｡ これ は近年 の我

国で子 ども の体力が低 下 して い る こ とが背景に あると考えられ る ｡ こ の ような子 どもの 体

力 の低下は ､
1 9 6 0 年代 では見 られ なか っ た こ とで 当然ラ ン グラ ン の 生涯教育論 の 教養で は ､

触れ られて い ない ｡ こ の ｢ 体力｣ とい うそれまで は 当然視されて きた能力が ｢ 生きる力｣

と して強調 されて い る の こ とが ､ 今日の 教育的課題 を表 して い ると い える｡ つ まり これま

で は自然に養われてきた もの が ､
あえて強調 しなけれ ばならない ほ ど低下 して い るの で あ

る｡ ｢ 生き る力｣ は こ の ような現代的課題に応 えようとす る側 面をも っ て い るの で ある｡

｢ 生き る力｣ を提唱 した こ の 答申は生涯教育を目指すプ ロ セ ス が総仕上 げ レ ベ ル に達 し

た もの と よ べ るが
､
こ の ような生涯教育体系 - の移行はす で に 1 9 7 0 年代に 開始されて い

る｡ 1 9 7 1 年に は 中央教育審議会に よ っ て生涯教育の 必要が 述 べ られて い る し､ 1 9 7 7 年に

告示 され た 学習指導要領 で は詰 め込 み の た め の授 業時間数 は 削減され て い る ｡ そ して ､

1 9 9 2 年 には第二 土曜日が休 み ､ 1 9 9 5 年 には第四 土曜 日も加 えて休 み と なり ､ 学校週 五 日

制が 進め られて い る ｡ 1 9 9 6 年 の答申は こ の ような ｢ ゆとり教育｣ 推進 の 流れ の 中で提言さ

れ たも の で あり ､ こ の 流れ の 中で 1 9 9 8 年に告示 された 学習指導要領 では ｢ 生き る力｣ を

養うた め に さらに授業時数が 削減され ､ 総合的な学習 の 時間の創設 が行われ た の で ある｡

また
､
こ の 学習指導要領 の 全面実施 となる 2 0 0 2 年 には完全学校週五 日制となる｡

そ して
､
文部科学省は こ の 学習指導要領改訂 の ｢ 改善o5基本視点｣ と して ｢ 完全学校週

5 日制の 下で ､ 各学校が 『ゆと り』 の 中で 『特色ある教育』 を展開 し ､ 子 どもたちに学習

指導要領 に示 す基礎的 ､ 基本的な内容を確実に身に付 けさせ る こ とは もと より ､ 自ら学び

自ら考える力な どの 『生き る力』 をは ぐくむ｣ と述 べ ､ 改訂 の 重要なポイ ン トを､ 第
一

に

｢ 豊か な人間性や社会性 ､ 国際社会に生き る日本人と して の 自覚の 育成｣ ､ 第二 に ｢ 多く の

知識 を教え込 む教育を転換 し､ 子 どもた ちが 自ら学び 自ら考える力 の 育成｣ ､ 第三 に ｢ ゆと

り の ある教育を展開 し､ 基礎 ･ 基本の 確実な定着と個性 を生かす教育の 充実｣ ､ 第四 に ｢ 各

学校が創意工 夫を生 か した特色 ある教育､ 特色ある学校づく り｣ を挙 げて い る ｡ こ の よう

に 中央教育審議会 の 答申 レ ベ ル にお い て は ､ 教養 を与 える こ とが 教育の 重要な役割 で ある

ことが認識され てお り ､ これまでの 知識 の詰 め込 み 中心 を重視 した方針が 改め られ ､
かわ

り に ｢ ゆとり｣ を活用 した個性 と特色ある ､
自ら学ぶ こ と の でき る能力 の ある人間の 育成

を目指して いく教育 - の 転換を求 めて い る｡ つ ま り ､
これ ま で は覚える こ とが多すぎた の
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で授 業内容の 削減 ､ 完全学校週五 日制 の導入 に よ り学ぶ 知識 の 量を減ら し､ 総合的な学習

の 時間などの 自主的な活動を加える こと で こ の ｢ 生き る力｣ を養お うと した の である ｡

しか し ｢ ゆとり教育｣ の導入以降､ 学力の低 下に対す る批判が 相次 い だ｡ その結果 ､ 2 0 0 3

年に は ｢ 確か な学力｣ を育成する ため に学習指導要領 が
一

部改訂されて い る｡ それは学習

指導要領を基準 とす る こ とで指導要領以上 の指導を可能と し､ 習熟度別指導が行 え るよう

にす るも の で ある ｡ 加 えて総合的な学習の時間に対 して も､ 各教科 との 連携や 目標
･ 内容

､

全体計画が 求め られ る ように なっ た｡ こ の ｢ 確かな学力｣ と は ｢ 生き る力｣ を ｢ 確か な学

力｣ ､ ｢ 豊か な人間性｣ ､ ｢ 健康 ･ 体力｣ の 三 つ に分 け､ それを知的側面か ら捉 えたも の で ､

｢知識や技能 はも ちろん の こと ､ これ に加 えて ､ 学ぶ意欲や 自分で課題を見付 け､ 自ら学

び ､ 主体的に判断 し､ 行動 し､ より よく 問題解決する資質や能力等 まで含めた もの｣
( 1 9 9 )

であ ると して い る｡

こ の ｢ ゆと り教育｣ の 見直 しの 流れ の 中で 2 0 0 8 年 に 中央教育審議会が提出 した今後 の

学習指導要領 に つ い て の 答申では授業時数 を増加す る こ とが述 べ られ て い る｡ こ の 答申で

は ､ 授業時数 の 増加 の 理由に つ い て子 どもた ちの ｢確 かな学力｣ をは ぐく むた め に は現在

の 小 中学校の 授業数で は十分で は ないか らで あると して い る｡

は た して ｢ 生き る力｣ ､ あるい は そ の 知的側面で ある ｢ 確か な学力｣ は授業時数 の増加

に よ っ て 育成す る こ と ができ るの だろうか｡ ｢ 2 1 世紀を展望 した我が 国の教育の在 り方に

つ い て ( 第
一

次答申)｣ にお い て ｢ 生き る力｣ は ｢ 学校 にお い て組織的 ､
計画的 に学習 しつ

つ
､ 家庭や地域社慧 にお い て ､ 親子 の触れ合 い ､ 友達と の 遊び ､

地域の 人々 との 交流な ど

の様 々 な活動を通 じて根づ い て いくもの で あり ､ 学校 ･ 家庭 ･ 地域社会 の連携と これ らに

ぉ ける教育が バ ラ ン ス よく行 われ る中で豊か に育っ て いくも の で ある｣
( 2 0 0)
と､ 学校と社

会 の結び つ きに よ っ て ｢ 生きる力｣ を育成 しようと して い る ｡ これ を逆に考えれば ､ 学校

と社会 の 結び つ きが 無ければ ｢ 生き る力｣ は育成されない の で ある｡

我国の 学校と社会 の 結び つ き に つ い て は次節で詳 しく考察す るが ､ 少 なく とも十分 に発

展 した もの で ある と は い えない ｡ つ まり ｢ 生き る力｣ は確 か に生涯教育を推進 させ る こ と

がで きる能力で ある と考えられ るが ､ それを育成す る基盤 がで きて い ない の で ある｡ 特 に

中央教育審議会 の 報告で は学習意欲 の低 さを問題 と して い るが ､
基礎的 ､ 基本的 な知識 ･

技能の 定着,
思考力 ･ 判断力 ･ 表現力等の育成 の 二 つ の どちらを重視する に しても ､

学習

意欲は そ の 出発 点と なる重要な要素なの である ｡ フ レ ネの 学校 の 実践で 明らか に なっ た よ

うに こ の 学習意欲 こ そ 学校 と生活の 結び つ き に よ っ て得られ るもの で あり ､

｢ 生き る力｣ も

･
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しくは ｢ 確か な学力｣ を育成 しようとするなら､ 授業時数 の 増加 と い う道 では なく学校と

社会 の結 び つ き をより 充実させ ようとい う道が本筋では ない だろうか｡ また授 業時数や学

習内容 が増える こ とに よ っ て ､ 学校と社会の結び つ き の 障害になる かも しれな い とい う懸

念もある ｡ さらに例 え授業時数を増加させ た と して も､ 学習 - の動機づ けが欠 けるならば

意味は ない ｡

以上 ､ ラ ン グラ ン の 生涯教育論 における教養と我 国の教養を比較､ 考察 した ｡ 我国の 教

養は ｢ 生き る力｣ と して表現 されて おり ､ それは ラン グラ ン の 教養を含み ､ さらに体力 の

低下と い う今日的課題 に応 えようとす るもの で あっ た ｡ そ して ､ ラ ン グラ ン も我 国の方針

も同様 に ､ そ の教養を学校 と社会が連携する こ と に よ っ て育成 しようと して い た｡ しか し､

我国で はそ の 教養を育成するた め の 学校と社会 の 結び つ き と い う基盤が整備され て い ない

ため
､
｢ 生きる力｣ を育成す るた めに必要とされた ｢ ゆとり｣ が 結果的 に学力 の低 下を招く

こ との 要因に な っ た と考 えられる ｡ 学習意欲 が低 い者が積極的に ｢ ゆとり｣ を活用 して学

習 しようとは思わない の は 当然で ある｡ こ の 間題 を解消す る ため に は ､ 授業時間を増加 さ

せ るとい う方向で は なく学校 と社会の 結び つ き をより深く し ､ 子 どもた ちの 学習意欲を高

め る方向をと る べ きで はない だろうか｡ なぜ なら､ 授業時間を増加 させ なくとも学習意欲

が 高ま る こ とで 学習時間を増加 させ る こ とが できる か らだ｡ ｢授業時間
- 学習時間｣ と い う

こ と では ない し､ む しろ ｢ 授業時間 < 学習時間｣ とい う関係 を目指 して いく べ きで ある｡

授業時間の 増加と い う強制的 ､ ない し外的な方法では なく学習意欲 を高め る こ と で自発的 ､

主体的な学習 の 時間を増加 させ る こ と こそ が ｢ 生き る力｣
●
~

を育む方法なの で ある｡

こ の ように ラ ン グラ ン 生涯教育論にお ける教養の 視点か ら我国の 教養 を考察する と ､ そ

の育成方法 にお い て我国で は学校 と社会の結び つ きの 在り方 がまだま だ不十分で ある と指

摘す る こ とがで き る｡ 我 々 は教育の ｢ 空間的統合｣ の 点に お い て ラン グラ ン の 生涯教育論

か ら学ぶ こ とが で きる と い える｡

第2 節 我 国の ｢ 空間的統合｣ の在り方の 展望

ラン グラン の 生涯教育論 の 考察によ っ て学校と社会 の 結び つ き ､ つ まり ｢ 空間的統合｣

が生涯教育の め ざす教養を育成す るた めに必要で ある こ とが 明らか に なっ た ｡ 生涯教育と

い う教育の ｢ 時間的統合｣ は ､ 教育の ｢ 空間的統合｣ をなく して成 しえな い もの で あると

い うの が ラン グラ ン の 考 えなの で ある ｡ つ まり学校は生涯教育の 導入部で あり ､ 学校 にお

い て生涯教育のや り方 ､
つ ま り ｢ 学ぶ こ とを学ぶ｣ 方法 を獲得す る こ とで成人 にな っ てか

1
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らも学び続 ける こ とが でき るとい うの である｡ また ､ ラ ン グラン の み ならずジ ェ ル ピの 生

涯教育論 にお い ても既存の 学校が生涯教育の ｢ 抑圧｣ の機能 を強化 して い る の で ､ 学校 を

自己教育の 方法 を獲得 し､ 解放の ため の 力を獲得す る学校 - と変わらなければならな い と

指摘 して い る｡ つ ま り ､ 生涯教育にお い て学校教育は こ れま で とは違 っ た意味で重要なの

で ある｡

こ の ように教養の獲得が 学校の 主要な目的で あり ､ フ レ ネの 実践 で明らか に な っ た よう

に学校で 教養を育成す る には学校は社会 ､
つ まり子 どもた ちが生活す る地域社会 と結び つ

い て いな けれ ばならない の で ある ｡

そ こで ､ 我 国の 学校 と社会 の結び つ きを生涯教育論 の視点か ら考察 し､ 今後の 展望を試

み た いが ､ そ の 考察に あた っ て は本節で も我 国の 教育を方向付 ける役割を持 つ 中央教育審

議会 の 答申を中心 に そ の 動向を探 っ て いく こ とにす る ｡

ラ ン グラ ン の 生涯 教育提 唱後す ぐに我国 に は波多野 に よ っ てそ の 教育理念 が持 ち帰 ら

れ て い るが ､ ラ ン グラ ン の 生涯教育論は本来 の 意図 に沿 っ て普及 した と い える だろ うか

( 2 0 1 )
｡ 我国で は学校 と社会が協力 して行う教育活動を ｢ 学社連携｣ や ｢ 学社融合｣ と 呼ぶ

が
､
そ の 定義 はあ い ま い な部分を多く含んで い る｡ そ こ で まず こ れらに つ い て概観 してお

きた い ｡

1 9 7 1( 昭和 4 6)年 6 月 の 中央教育審議会が ｢ 今後 にお ける学校教育の 総合的な拡充整備 の

た め の 基本的施策に つ い て｣ とい う答申を出 して い る｡ そ こ で は次の ように述 べ られて い

る｡

｢ 近年 ､
い わ ゆる生涯 ( が い) 教育の 立場 から, 教育体系を総合的に再検討す る動き

が あるの は
､ 今 日お よび今後の 社会 にお い て人間が直面す る人間形成上 の 重要な問題 に

対応 して ､
い つ

､ どこ に ､ どんな教育の機会 を用意す べ きか を考えようとす るもの で あ

る ｡

こ れまで教育は ､ 家庭教育 ･ 学校教育 ･ 社会教育に 区分されてき たが ､ ともすればそ

れが 年齢層 に よる教育対象の 区分で あると誤解され ､ 人間形成に対 して相互補完的な役

割 をも つ こ とが 明らかに され て い るとは い えない ｡ ｣
( 2 0 2 )

これ は ､ 生涯教育と い う視点か ら教育体系を再構築す る 必要性 に つ い て言及 して い ると考

える こ とが でき る｡ 続 い て同答申は家庭教育と社会教育に期待 され る役割 を述 べ て い る が ､

それ は各教育機 関の 役割分担を示 すもの であり ､ それ らを統合す ると い う動きで は ない こ

とが ､
｢社会教育に対 して期待す べ きもの｣ と して述 べ られて い る次の 文言か らうかが える ｡

･
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｢ 学校環境の 制約を離れて ､ 自然やすぐれ た文化遺産と の 接触に よ っ て豊か な人間形

成 を助長す る こ と ｡ さま ざまな年齢層と の接触や多様な目的 をも つ 集団活動 に参加 して ､

社会性 の 豊か な発展をはか るとともに ､ 学校 にお ける学習に伴い が ちな思考の抽象化や

現実社会か らの 疎外感 を克服でき るようにす る こ と｡ 職場 にお い て人間の 活動意欲と職

務遂行能力を高 め る機会を用意す るなど､ 学校教育の基礎 の 上 に
一 生 を通ずる学習 の機

会を提供す るこ と｡ ｣
( 2 0 3 )

こ の 文言が 表 して い るの は ､ 学校 は社会から切 り離された もの で社会教育は学校に足 りな

い もの を補足す るもの であるとい う ことである｡ つ まり学校は抽象的な こ と を学ぶ場所 で ､

そ の基礎 を前提 に社会 にお い て具体的な ことを学習す るとい う こ と で ある｡

そ の 後 ､ 1 9 7 6 年 には文部次官通知に より学校体育施設 の 解放 が推進され る よう になり ､

1 98 1 年 の 中央教育審議会答申 ｢ 生涯教育に つ い て｣ では ､

｢ 学校教育と社会教育との 連携 ･

協力等｣ と して次の ように述 べ られ る ｡

｢ 成人に なるま で の 子供 の教育に つ い て は ､ 学校教育が重要な役割 を果 たす べ きで あ

る こ と は言うま で もない が ､ 従来ともすれば学校教育に過大な期待 が寄 せ られてき た ｡

こ の 点を考慮 し､ 学校教育関係者は , 社会教育の 機能に つ い て 理解を深め ､ 社会教育の

各種 の施設や機会 を子供 の発達段階や地域､ 学校 の 実情に即 しつ つ ､
より積極的に活用

す べ きで ある｡ また ､ 社会教育関係者も ､ 学校に対 して積極的に情報 を提供す ると とも

に ､ 学校 の 側か らの こ う した動きに対 して進ん で協力す る こ とが望まれる ｡ ｣
( 2 0 4 )

これ は学校教育 - の 過度の 期待 ､
つ まり学校 で何もかもモき る ､ とい う考えを払拭し､ 必

要に応 じて社会教育を積極的に活用 して い か なけれ ばならない し､ 社会教育側も進 ん で学

校 に協力 しなけれ ばならない とい うの で ある ｡ こ の 文部次官の 通知 と 19 8 1 年 の答申 か ら

見る と､ 学校教育と社会教育の相互利用と い う形の 協力関係 が見られ る ｡ 渋谷 は こ の よう

な ｢ 施設 の 相互利用｣ に よ る連携が我国の
一

般的 な学社連携
( 2 0 5)
の 方法と して認識 されて

い る と指摘 して い る
( 2 0 6 )

0

こ れ以降我国の ｢ 空間的統合｣ に 関する施策は ｢ 学社連携｣ と い う形で進 め られて い く

こ とになる｡ ｢ 学社連携｣ とは ｢学校教育､ 社会教育がそ れぞれ独自の教育機 能を発揮し ､

調和 を保 ちつ つ 連携を進 め る こ とが必 要で ､ 相 互補完の 関係 を成立 させ なければならな い｣

( 2 0 7 )
と い うも の で ある｡ とこ ろ が ､ こ の 渋谷が い う ｢ 施設 の相互利用｣ に よ る ｢ 学社連携｣

は長 い 間課題 で あり続けた｡ そ の 理由に つ い て渋谷 は次の よう に述 べ る ｡

｢ 学校が社会教育等の 協力が 必要で ある判断 しなけれ ば､
学社連携プ ロ グラ ム が構想

･
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され るこ とはない し､ その プ ロ グラム で は社会教育は あく ま でもお手伝 い に過 ぎない の

で ある ｡ 学校が 主導権を握 っ て い るとは い え､ 学社連携プ ロ グラム の た め に は社会教育

等との 連絡調整 が必 要なの であるか ら､ 学校の 仕事が増える こ とに なると して ､
できれ

ば学校教育は学校だけで実施でき る の が望 ま しい とす る考え方 は学校関係者の なか に

は根 強い と い えるだ ろう｡ ｣
( 2 0 8 )

｢ 学社連携｣ が活発 に行われ る成果を挙げ る ことが できれば ､
そ の 後も ｢ 学社連携｣ と

い う言葉が使 われて い っ た かも しれない
( 2 0 9 )

｡ しか し､ そ こ に は渋谷が指摘す る ような障

害が あり ､ 学校と社会の 連携は改めてそ の 在り方が 問 い直され る こ と になる ｡ そ の ような

状況で 1 9 9 6 年 の 生涯 学習審議会答申 ｢ 地域にお ける生涯学習機会の 充実方策に つ い て｣

が提唱された ｡ 同答申で は ｢『学社融合』の 理念に た っ た事業展開｣ と して次の ように述 べ ､

｢ 学社連携｣ の 問題 を指摘 し､ 今後の 連携の在り方を次 の ように展望 して い る ｡

｢ 従来 ､ 学校教育と社会教育との 連携 ･ 協力 に つ い て は ､ 『学社連携』 と い う言葉が

使 われて きた ｡ これ は ､ 学校教育と社会教育がそ れ ぞれ独 自の 教育機能を発揮 し､ 相 互

に足 りな い部分 を補完 しなが ら協力 しようとい うもの で あ っ た ｡ しか し､ 実際に は ､ 学

校教 育は こ こ まで , 社会教育は こ こ まで とい うよ うな仕分 けが行 われ たが ､
必 要な連

携 ･ 協力 は 必ず しも十分でなか っ た ｡ こ の反省か ら ､ 現在 ､ 国立 青年 の家 ､
少年 自然の

家にお い て は ､ 学校 が こ れらの 青少年教育施設 を効果的に活用す る こ とが で き る よう､

『学社融合』 を目指 した取組が行われて い る｡

こ の 学社融否は ､ 学校教育と社会教育が それぞれの 役割分担 を前提 と した 上で ､ そ こ

か ら 一

歩進ん で ､
学習 の場や活動な ど両者 の要素 を部分的に重ね合わ せなが ら､

一

体と

な っ て子 どもた ちの 教育に取り組ん でい こ うと い う考え方で あり ､ 学社連携の 最も進ん

だ形態 と見 る こ と もでき る｡ こ の ような学社融合の 理念 を実現す るた め に は ､ 例えば ､

学校が地域の 青少年教育施設や図書館 ･ 博物館な どの 社会教育 ･ 文化 ･ ス ポ
ー

ツ施設 を

効果的に利用す る こ とが できる よう､
それ ぞれ の施設が ､ 学校 と の連携 ･ 協力 を図り つ

つ
､ 学校教育の 中で活用 しやす い プ ロ グラム や教材 を開発 し､ 施設の 特色を活 か した事

業を積極的 に展開 して いく こ とが 重要で ある｡ こ れに よ っ て ､ 学校だけで は成 し得なか

っ た ､ より豊か な子供たちの教育が可能 になるも の と考えられ る ｡ 今後 ､ こ う した学社

融合の 理念 に立 っ た活動を積極的に推進 して い くため には ､ 国と して も､ 必要 な調査研

究や先導的 な事業に対する支援な どを行う こ とが 求め られ る｡

また
､ 学校と家庭 ･ 地域社会 との 適切な役割分担と連携を図り つ つ 学社融合 を円滑 に

･
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推進 して い くた め には ､
そ の 基盤を整備 して い く こ とが 重要で ある｡ 学校 と施設間の 人

事交流の
一

層の 促進や ､ 学校教員が青少年教育施設等で 体験 的な研修 を行 うような機会

を拡充す る こ となども検討される必要が ある｡ ｣
( 2 1 0 )

こ の ように文部省 ( 現 ､ 文部科学省) の見解と して は ､ ｢ 学社融合｣ は ｢ 学社連携｣ の よ り

進 んだ形態で ある と見て い るこ と がわかる｡ しか しそ の違 い に つ い て は様 々 な意見が ある｡

それは ｢ 学社連携｣ と ｢ 学社融合｣ は全く異なるも の で あるとす るもの や ､ 逆 に全く 同 じ

で あるとい うもの で ある
( 2 1 1)

0

そ の ような用語論に 関す る問題 に つ い ては後 に述 べ る こ とに して ､ こ の ような学社連携

論 ･ 融合論 の実践 を見て いき た い ｡ 鈴木異理 は ｢ 学社融合｣ の背景に は ､ 学校週五 日制 の

導入や , 学習指導要領の 改訂 に よる ｢ 総合的な学習 の 時間｣ の導入が あると指摘 して い る

( 2 1 2 )
｡ またそれ と同時に 『社会教育』( 1 9 9 9) 誌が ｢『総合的な学習の 時間』 と学社融合｣

を特集 して い る こ とや ､ 社会教育推進全国協議会 が『社会教育 ･ 生涯学習 ハ ン ドブ ッ ク ( 第

6 版)』 の なか で ｢ 総合 的な学習の 時間｣ が学校 と社会を学習 の場 - と積極的に近付ける こ

とを評価 して い る こ こ と を述 べ て い る｡ こ の こ とか ら学社連携 ･ 融合 の 実践は ｢ 総合的 な

学習の 時間｣ な どの 特別な時間を中心 に行われて い る こ とが考え られ る
( 2 1 3 )

｡ こ の よう な

｢ 学社連携｣ お よび ｢ 学社融合｣ は ラン グラ ン の 考える ｢ 空間的統合｣ か ら見て適切 で あ

るとい えるの だろうか ｡ ラン グラ ン の 生涯教育論 の視点か ら我 国の 学社連携 ･ 融合論を考

察してみ た い ｡

ラ ン グラ ン の 生涯教育論にお ける社会とは ､ 学習者の
'

& 活の 場で ある . よ っ て ､ 学校 と

社会 の 結び つ きとは学校 と生活の 連続性をつ く ると い うこ とで ある｡ ラ ン グラ ン に強 い影

響を与 えた フ レ ネは学校 と生活の 結び つ く方法に つ い て ､ 子 どもた ちが社会に 出て いく活

動 ､ 学校に技術や知識 を持 っ た 人が来る活動 ､ そ して 学校で 生活 を表現す る活動 の 三 点を

あげて い たが ､
これ らの 活動 は 日常的な活動 の 中で行 われて い た . しか し､ 学社連携 ･ 融

合事業は 日 ごろ の各教科 の授業と は違う特別な時間に行われ る こ とが 多い ｡ つ ま り ､ 学社

連携 ･ 学社融合事業 は学校で過す大半の 時間を占め る教科学習の 時間で はなく ､
残 り の 一

部分 の 時間で行われ る もの で あり , 学校の
一

部分と社会 の 連携 ･ 融合で あると い える｡ ま

た渋谷は ､ 学社融合の 条件と して学校教育で もありなが ら社会教育で もある教育の 在り方

を挙 げて い るが ､ 生涯教育にお ける学校と社会の 結び つ き には こ の 条件を超 えた考え方が

求め られ る
( 2 1 4 )

｡ なぜ なら ､ 学校で生活を表現す る活動 に よ っ て ､ 社会 と学校を結び つ け

る こ とが でき るか らで ある｡ こ の ような意味で ､ 学社連携 ･ 融合論は 学校 と生活の 結び つ

･
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きを壊小化 させ る恐れをも っ て い る とい える ｡ つ ま り学校全体が社会と結び つ い て い るな

らば､ 学校だ けで活動を行 っ ても ､ 学校 と社会の 結び つ き は確保 され る と い う視点を見落

とさせ る恐れで ある ｡ なぜなら､ ラ ン グラン の考える学校と社会 の 結び つ きは ､
特別 な時

間に特別 な活動 をす ると い う ことでは なく､ 日常的な学習活動それぞれが 学習者の 生活と

結び つ い て い るとい う こ となの で あるから｡

こ の ように ｢ 学社連携｣ であろうと ｢ 学社融合｣ とい う言葉を使お うとも ､ 学校全体を

社会と結び つ け子 ども達 の 生活 の総体を学校とつ なげて い な い 以上 ､
それはま だ不完全で

あるとい える｡ 例 えば
一

度きり の博物館を活用 した授 業で学社連携 ･ 融合事業を行 っ たと

こ ろで ､ 子 どもた ちが学習の 習慣 を獲得 した り ､ 自己教育の 方法を獲得 した り できる とい

えるだろうか ｡ また ､ 総合学習の 時間で子 どもの 生活に根 ざ した授業を した と して も､ 次

の授 業で い つ もどお り の 教師一生徒とい う関係 の 授業が行われれ ば､ ま た子 ども の積極性

は失われて しまうだ ろう｡

しか し
､ 部分的 にで も学校を社会と結び付けて い こ うと い う動きは十分に評価する こ と

ができ る と い え る｡ 学校 と社会の 結び つ きが 部分的に行 わ れ る ように なる こ とで総合的な

学習の 時間だけでなく ､ 各教科や学校での 活動全体が社会 と より近く な っ て いく可能性が

秘め られて い る . 実際 ､ 2 0 0 2 年実施 の 学習指導要領の
一

部改訂で は ｢ 各教科 ､
道徳及び特

別活動で 身に付 けた知識や技能等を相互 に関連付 け､ 学習や生活 にお い て生か し､ それ ら

が総合的 に働く ようにす る こと｣
( 2 1 5)
と

､ 総合的な学習の 時間と各教科 の結び つ きを持た

せ る こ とが提言きれ てお り ､ 学校 と社会の 結び つ きが 各教科 に拡大 され る可能性が 高ま っ

たと考 えられ る ｡ しか し､ 我 々 は よ り全体的な学校 と社会 と の 結び つ き の 方策を考えなけ

ればならな い ｡ つ まり ､
現在の 状況 を踏まえて今後目指さなけれ ばならない の は ､ 現在の

特別 な時間の み の 学校 と社会 の 結び つ きか ら各教科 を含め た学校で行われ る活動全体が社

会と結 び つ きをもて るような関係 を作り上 げて い く こ とで ある｡ 2 0 0 8 年 の 中央教育審議会

の答申で は総合学習の 時間は削減される こ とになるが ､
そ の 代わ り に ､ 各教科 にお い て知

識 ･ 技能 の活用 の 場を設 けるこ とが提言されて い る こ とか らこ の活用 の場 を社会 に求め る

こ とがで きれ ば学校で行われ る活動全体が社会と結び つ く こ とに発展するか も しれな い ｡

ラ ン グラ ン の 生涯教育の お ける ｢ 空間的統合｣ は ､
フ レネの 学校に見られ る ような学校

全体が地域社会 と結び つ い た もの で ある ｡ そ の ｢ 空間的統合｣ と我国 の 学社連携 ･ 融合 を

比較す ると 学校全体が地域社会と の 結び つ き を つ く る こ とが できて い ると は い い難く , 各

教科 で は ､ 子 どもた ちの 生活 とは切 り離された授業が 行われ て い るの が 現状で ある と い え

･
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る｡

加 えて ､
｢ 空間的統合｣ が伴わない 生涯教育の 実践 の 帰結で ある ､ 抑圧 の機 能と して の

生涯教育に つ い て若干 の 指摘 を加 えなければならない ｡ 数多く の 教育プ ロ グラム を用意 し

た と しても ､ 学び - の 動機づ けが行われて い なければ子 どもたちが学校外 の教育活動 - 積

極的に参加す る こ とは ない だろう｡ 例えば､ 我 国では生涯教育事業が盛ん に行 われて い る

が ､ それらの 事業 - の 参加 は義務では ない の で そ こ に参加す る子 どもた ちは ､ 学習 - の 動

機 づ けが参加 しな い 子 どもた ちより比較的に行 われて い ると い える｡ また生涯教育事業が

家庭教育の 力 を向上 させ ようとい うもの で あっ た と しても ､ そ こ に子 ども達を参加 させ る

親は ､ 教育の 大切 さを認識 して お り教育力が参加させ ない親 より あると考 えられ る｡ つ ま

り
､
ジ ェ ル ピの 生涯教育批判 と同様に生涯教育が ､ もて る者を

一

層もて る ように し､ もて

ない者を教育か ら遠 ざけたままに して い る の で ある｡ こ の ような問題 を解決す る には学校

を社会と結び つ け､ 学校教育と い う子 どもた ちの 全員参加が原則 の活動 を通 じて社会で の

学び - の 動機づ けを獲得させ る こ とが必 要で ある｡ そ の た めに我 々 は ､
生涯教育論で ラ ン

グラ ン が モ デル と して示 した フ レ ネの 学校に お ける生活 と学校が結び つ い た教育活動が子

どもた ちの 積極 的な学習 - の 意欲 を引き出 した こ とか ら学ぶ こ と は多い と い える ｡ なぜな

ら､ 実際 にフ レ ネの 学校 の 子 どもた ちは ､ 教育プ ロ グラム を用意 しなく て も自ら地域の人 々

を教師とす る学習活動を して い た の で あるか ら｡

こ の よう に ､ 学校 ･ 社会 ･ 家庭の ｢ 空間的統合｣ が完全 になされ て い ない 今日にお い て ､

我 々 は ラ ン グラ ン の 生涯教育論 か ら ｢ 空間的統合｣ の 有り方を学び ､ 生涯教育を推進 して

いく 必要が あるとい える｡

･
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おわりに

生涯教育の 実践 レ ベ ル での 研究が今後の 課題 で ある｡ 生涯教育の ｢ 空間的統合｣ にお け

る実践 は ､ 今後 も学社連携 ･ 融合な どの 地域にお ける教育活動 を通 じて こ れか らも盛 ん に

行われて いく こ とが 予想 され る｡ そ の際に ラ ン グラ ン の 生涯教育論を活用する こ とは非常

に有益で あるが ､ 今日 の 教育課題 を考えると特 に ､ 『学習 : 秘 め られた宝』で強調 された ｢ 共

生｣ の 力 の 育成を重視す る ことが肝要であろう｡ なぜ なら 『学習 : 秘め られた宝』 が 出さ

れ た時代 より現代はイ ン タ
ー

ネ ッ トの 普及 ､ 交通網 の さらな る発展な どを背景 に
一

層 グ ロ

ー バ ル 化が進ん だ時代だか らで ある｡ そ して 科学技術の 発展は そ の 速度を緩め る こ とはな

く
､
そ の 副作用 に よ っ て少 しず つ 人間を蝕ん で い る｡ そ の

一

つ は地球温暖化や大気汚染な

どの 環境問題 で ある｡ 生活にお ける科学技術の急速な発展は ､ それが使 えるか使 えない か

と い う個人 レ ベ ル の 問題 を通 り過 ぎ､ そ の 使 い方次第で は地球 レ ベ ル の 被害をもた らす要

因と なりうる ほ どに ま で達 して い るの で ある｡

ラ ン グラ ン の 生涯教育論は科学技術の 発展 に適応す る と い う こ と が重要 な問題 で あ っ

た ｡ つ ま り ､ 科学技術を自由自在に使 い こな し新たな発明品に も自ら学び使 え る ように な

る能力 を養 うこ とが生涯教育の
一

つ の 目的で あっ た の で ある｡ しか し現代で は ､ そ の科学

技術を使 う こ とが他 の 人々 を苦 しめた り ､
あるい は巡り巡 っ て 自分 を苦 しめ ると い う こ と

が環境問題 の ように地球的規模の 社会問題と して生 じ始 めて い る の で ある ｡ こ の ような今

日の 社会状況 を鑑み ると ､ 教育の ｢ 空間的続合｣ にお いて ｢ 共生｣ と いう力を育成する こ

とが
一 層重要度

'

k 増 して い ると考 えられ る｡ つ ま り ､ 我 々 は 科学技術の 発展に対 して倫 理
■
ー

的側面が これ以上遅れ る こ との ない ように しなければならな い の で ある｡ 自分が よ けれ ば

他 は何 も気 に しな い と い う考えが今日で は地球 を滅 ぼ しか ね ない の で ある ｡ 事 実と して

我 々 は科学技術の便利 さや快適さばか りに 目を向け､ そ の 背後に ある問題 か ら目を背けて

きた ｡ そ の 結果が現代 の 環境問題 なの であり ､
そ れは 教育が 正 しく機能 して こ なか っ た こ

と を露呈 させて い るの で ある ｡ 少 なく ともラ ン グラ ン の生涯教育論で は こ こ ま で の こ と は

考えられ て い なか っ たとい える｡ 時に は科学技術の も つ 便利 さや快適さを捨て ると い う判

断が でき る ､
と い う こ と こ そが 正 しく科学技術に適応できて い るとい う こ とになる と い え

るだ ろう｡

こ の ような状況で あ るか らこ そ ､ 教育の ｢ 空間的統合｣ は 必須 の もの にな ると い える ｡

教室で環境問題 に つ い て学習する より 自分た ちの 社会 の 中に ある環境汚染 を目 の 当た りに

し
､ 経験す る こ と が

一

層重要なの である｡ そ の ような経験 は学校の 中だけで は当然不十分
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で ある｡ しか し､ まだまだ こ の ような教育の ｢ 空間的統合｣ の在 り方 は研究 しつ く され て

い ない ｡ 今後 は ラ ン グラ ン の 生涯教育論を活用 しなが ら ｢ 共生｣ をキ
ー

ワ
ー

ドと した教育

の ｢ 空間的統合｣ の 実践を研究 して い きたい ｡
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'

o D a l C o m a )
'

s sj o D O D e d u c a tl
'

o D ( o r th e

t w e D ty
-

G r s t c e D t u rJ; U n e s c o , 1 9 96)

新井郁男編著 ｢ ラ
ー ニ ン グ ･ ソ サ エ テ ィ の 意味｣ 『現代 の エ ス プ リ ラ ー ニ ン グ ･ ソサ

エ テ ィ』 至文堂 ､
1 9 7 9 年

セ レ ス タ ン
･ フ レ ネ著､ 石川慶子 ､ 若狭蔵之 助訳 『フ ラ ン ス の 現代学校』 明治図書出版

株式会社 ､
1 9 7 9 年(原典: C 6l e sti n F r ei n e t , L e e te ch D )

'

q u e s F r e )
'

D e t d e l
'

e
'

c ol e m o d e m e ,

ア ル マ ン ･ コ ラ ン
,
P a ri s

,
1 9 6 4)

セ レ ス タ ン ･ フ レネ著､ 宮ヶ谷徳三訳『手仕事を学校 - 』賓明書房 ､ 1 9 8 0 年(原典 : C 61e sti n

F r ei n e t , L
'

e
'

c ol e m o d e z m 血 D C a )
'

s e , R o s sig n ol e , 1 9 5 7)

R . H . D a v e a n d N . S ti e m e rli n g , L u E L O N G E D t nt;A TJ O N A N D T H E S C H O O L
/

a b s tzla C t S a n d b l
'

bll
'

o g T a P L y , U N E S C O i n s tit u t e f o r e d u c a ti o n , H a m b u r g , 1 9 7 3

M a r e n E lf e rt , T o w a z d s a D C p e D L e a z m
'

L2 g W o Ll d , U N E S C O I n s tit u t e f o r E d u c a ti o n ,

2 0 0 2

遠藤克弥編著 『最新アメ リカ の 生涯学習 そ の現状と取り組 み』 川 島書店 ,
1 9 9 9 年

長部重康 ｢ 第 8 章 戦後 の経済発展｣ 『世界歴史大系 フ ラ ン ス 史 3
- 1 9 世紀なかば -

現在
-

』 山川出版社､ 1 9 9 5 年

波多野完治 『生涯教育論』 小学館 ､
1 97 2 年

波多野完治 『続 ･ 生涯教育論』 小学館 ､ 1 9 8 5 年

波多野完治 『教育者た ちの肖像
一

世界と日本 波多野完治全集第 12 巻』 図書印刷株式

会社 ､
1 9 9 1 年

ロ バ ー

ト ･ ハ ッ チ ン ス 著 ｢ ラ ー ニ ン グ ･ ソサ エ テ ィ｣ 新井郁男編 『現代 の エ ス プ リ ラ

･ 9 0 ･



- ニ ン グ ･ ソサ エ テ ィ』 至文堂 ､ 1 9 7 9 年

今野雅裕編 『事例 に学ぶ 学校と地域の ネッ トワ
ー

ク』 ぎょ うせ い ､
1 9 9 8 年

伊藤正則著 『世界 の 学校』 産品書房､ 1 9 8 8 年

エ ツ ト - レ ･ ジ ェ ル ピ著､ 前平泰志編訳『生涯教育
一 抑圧と解放の 弁証法』東京創元社､

1 9 8 3 年

梶田孝道 ｢ 第 9 章 戦後 フ ラ ン ス の 国家と社会変動｣ 『世界歴史大系 フ ラ ン ス 史3
-

1 9 世紀なか ば - 現在 -

』 山川 出版社､ 1 9 9 5 年

国立教育研 究所内フ ォ
ー ル報告書検討委員会訳 ｢未来 の 学習｣ 第

一

法規 ､
1 9 75 年(原典 :

E d g a r F a u r e , L e a L m
'

D g t O b e
/ th e w o z:1d o f e d u c a tl

'

o D t o d a y a n d t o m o L T 10 ff;

U N E S C O , 1 9 72)

福井意彦 ｢ 第 1 0 章 2 0 世紀 の 文化 と社会｣ 『世界歴史大系 フ ラン ス 史 3
-

1 9 世紀な

か ば - 現在 -

』 山川 出版社､ 1 9 9 5 年

黒沢惟昭 ､ 佐久間孝正共編 『苦悩す る先進国の 生涯学習』 社会評論社 ､ 2 0 0 0 年

教育思想史学会編 『教育思想事典』 勤草書房 ､ 2 0 0 0 年

ポ ー ル ･ ラ ン ジ ュ ヴァ ン他著､ 永治日出雄訳 『世界教育運動選書 1 国民教育の 改革』

明治図書出版株式会社､ 1 9 8 3 年

P a u l L e n g r a n d , A D Z D tT O d u c tl
'

o D t O L )
'

( el o D g L e a z m D g , U N E S C O I n s tit u t e f o r

E d u c a ti o n , 1 9 7 1

ポ ー ル ･

ラ ングラ ン 著､ 波多野完治訳『生涯教育入門 第
一

部』全 日本社会教育連合会 ､

1 9 7 1 年

ポ ー ル ･

ラ ン グラ ン著､ 波多野完治訳 ｢ 生涯教育に つ い て｣ 持 田栄
一

､ 森隆夫､ 諸岡和

房共編 『生涯教育事典 資料 ･ 文献編』 ぎょ うせ い ､ 1 9 7 9 年 a

ポ ー ル ･

ラ ン グラン 著､ 日本 ユ ネ ス コ 国内委員会訳 ｢ 生涯教育とは｣ 持 田栄
一

､ 森隆夫 ､

諸岡和房共編 『生涯教育事典資料 ･ 文献編』 19 7 9 年 b

ポ ー ル ･ ラ ン グラ ン著､ 波多野完治訳『生涯教育入門 第二部』全日本社会教育連合会 ､

1 9 8 1 年

前之園幸
一

郎 ｢ 有給教育休暇と学習権｣ 明星大学紀要 13 号 ､ 1 9 7 7 年 ､ p . 1 4 1
･ 1 5 1

宮ヶ谷徳三 ｢ フ レ ネと現代学校運動｣ フ レ ネ研究会編『フ レ ネ教育法に学ぶ』賓明書房 ､

1 9 8 6 年

宮原誠
一

『社会教育論』 国土社､
1 9 9 0 年

･

9 1
-



日本生涯教育学会編 『生涯学習事典』 東京書籍 ､
1 9 9 0 年

オ リグィ ェ ･ ル ブ ー ル 著､ 石 堂常世訳 『教育は何 の た め に 教育哲学入 門』 勤草書房 ､

1 9 8 1 年(原典 : Oliv i e r R e b o u l , L a p h )
'

l o s o p h )
'

e d e l
'

e
'

d u c a t)
'

o D , P U F , 1 9 7 1)

オリ グィ エ
･ ル ブ ー ル 著､ 石 堂常世 ､ 梅本洋共訳 『学ぶとは何か 学校教育の 哲学』 勤

草書房 ､
1 9 8 4 年 ( 原 点 : 01iv i e r R e b o u l , Q u

'

e s t
-

c e q u
'

a p p r e D d r e ?
/
p o u r u D e

p h )
'

l o s o p h )
'

e d e l
'

e D S e )
'

g n e m e D t, P U F , 1 9 8 0)

佐 々 木英和 ｢ 学校教育と社会教育の 概念的見取り 図｣ 鈴木異理 ､ 佐々 木英和共編 『シ リ

ー ズ生涯学習社会にお ける社会教育 第2 巻 社会教育と学校』 学文社, 2 0 0 3 年

佐藤広和 『フ レネ教育 生活教育と個性化教育』 青木書店､
1 9 9 5 年

渋谷英章 ｢ 学社連携論 と学社融合論｣ 鈴木異理 , 佐 々 木英和共編 『シ リ
ー ズ生涯学習社

会にお ける社会教育 第2 巻 社会教育と学校』 学文社､
2 0 03 年

新村出編 『広辞苑 第五版』 岩波書店､
1 9 9 8 年

鈴木異理 ｢ 学社連携
･ 融合の 展開とそ の 課題｣ 鈴木最理 ､ 佐 々 木英和共編 『シリ

ー ズ生

涯学習社会にお ける社会教育 第2 巻 社会教育と学校』 学文社､
2 0 0 3 年

ア ン リ ･ ワ ロ ン著 ｢
一

般教養 と職業指導｣ 竹内良知編訳 『世界教育学選集 ワ ロ ン
･ ピ

ア ジ ェ 教育論』 19 7 4 年 p . 1 0
･

3 2

注

( 1) ラ ン グラ ン は教育を ｢ 人間存在を,
全生涯 を通 じて:

<

教育訓練を継続す る の を助ける構

造と方法を整えやすくす る こ と｡ 各人を､ 彼が ､ い ろ い ろな形態で の 自己教育に よ っ て ､

最大限に 自己開発 の 固有の主体となり固有の 手段 となる ように装備 させ る こ と｣ ( ラ ン グラ

ン 1 9 7 1 4 9 頁)で あると して い る｡ さらに ､ ｢ フ ォ
ー ル ･ レ ポ ー

ト｣ で は ｢ 人間は教育の

客体とい うより も､ む しろ主体と して の性格 を帯びてく る｣ (国立 教育研究所内フ ォ
ー

ル 報

告書検討委員会 1 9 7 5 1 9 1 頁) と ､ 教育の 主体が学習者でなければならない と して い る｡

これらの こ と か ら､ 教育の 役割は ､
自分で自分 を教育す る能力 ､ 自己教育能力 を養うた

めの もの で あるとい える｡ ラン グラン の こ の考えに基づく ならば､ 学習が 主体的な活動で ､

教育が必ず しも受動的な活動で あるとい う区別はでき なくなる ｡ なぜなら､ 自己教育の 主

体は学習者自身 なの で あり､ そ の ような形態の 教育は学習と同義で あるとい える｡ つ まり ､

生涯教育の 教育には 自己教育の意味が あり ､ 学習と いう意味を内包 して い るとい える｡ ラ

ン グラ ン は教育の 教師 一 生徒と いう固定的な役割分担 を否定す るた めに ､ 教育と学習を区

別 し､ 学習を重視すると いう方法 では なく ､ 教育と学習 の新たな関係 ､ すなわち､ 教育の

主体が学習者自身で あると い う考えで ､ 教育の 意味そ の もの を変えようと したの で ある ｡

とこ ろ で , 我国で は生涯教育と生涯学習の 違い に つ い て ､ 中央教育審議会は 19 8 1 年 の

答申 ｢ 生涯教育に つ い て｣ にお い て以下の ような見解を示 して い る ｡

｢ 今日 ､ 変化の 激 しい 社会に あっ て ､ 人 々 は ､ 自己 の 充実
･ 啓発や生活 の 向上 の た め ､

適切 か つ 豊 かな学習の 機会を求 めて い る ｡ これ らの 学習は ､ 各人が 自発的意思 に基づ い

て行う こ とを基本とするもの であり ､
必要に応 じ

､
自己 に適 した手段 ･ 方法は ､

これを

ー

9 2
･



自ら選ん で ､ 生涯 を通 じて行うもの で ある ｡ そ の 意味で は ､ こ れ を生涯学習と呼ぶ の が

ふ さわ しい ｡

こ の 生涯学習の ため に ､ 自ら学習す る意欲 と能力 を養い ､ 社会 の様 々 な教育機能を相互 の

関連性 を考慮しつ つ 総合的に整備
･ 充実 しようとす るの が 生涯教育の 考え方で ある ｡ 言 い

換えれ ば､ 生涯教育とは ､ 国民の
一

人
一

人が 充実 した人生 を送 る こ とを目指 して 生涯に わ

た っ て行う学習を助けるた め に ､ 教育制度全体がそ の 上 に打ち立 て られ る べ き基本的な理

念で ある ｡ ｣

(文部科学省ホ ー ム ペ ー ジ

ht tp
:〟w w w . n e x t . 如 p 化 m e l m / s 虹 喝i/c b u u o u /t ( 氾 S hi n 侶1 0 6 0 1 ムt m # 2 2 0 0 7 ･ 1 2 ･ 1 7

参照)

つ まり ､ 生涯教育は 生涯学習を可能とするた め に打ちたて られ る制度 の中心理 念で あり ､

教育が学習を援助す るとい うわけで あるが ､ こ の ような教育が学習 を援助す るもの とい う ､

教育と学習を区別す る方法が ラン グラ ン 的で あると は い えない と筆者は考える｡

( 2) こ こ はイ ギリ ス に最も近い 土地で ある｡ そ ん な ことが原因か は明らかで は ない が ､
ラ ン

グラ ンは 英語が 堪能 で ､ 完全なバ イ リ ン ガル で ある｡

( 3) ラ ン グラン 1 9 8 1 1 ･

2 頁

( 4) 同上書 1 0 1 頁

( 5) 同上 書 1 0 8 頁

( 6) こ れは麻生氏 が ラ ン グラン に対 して レ ジ ス タ ン ス 体験 に つ い て 質問 した とき の 返答で

ある(黒沢 2 0 0 0 2 3 頁 参照) 0

( 7) 教育思想史学会 2 0 0 0 3 9 1 頁

( 8)デ ュ マ ズデ ィ ェ は 『余暇文明 - 向か っ て』 の 著者で ､
ラ ン グラ ン の 生涯教育論提唱 の背

景に ある余暇痔間の 増大とい う新時代の 挑戦 とい う考え方に大きな影響を与 えた とい え

る｡ 『生涯教育入 門 第二部』 の 中で ､ ｢ 余暇 の 社会学と い う概念な ど意義深く将来性 にみ

ちた概念 が成熟 した の は ､ こ の 仲間の なかにお い て で あ っ た｣ ( ラ ン グラ ン 1 9 8 1 1 1 6

戻) と ､
｢人 民と文化｣ の 活動か ら生 じた功績を評価 して い るが ､

こ こ で言われ て い る の が

デ ュ マ ズデ ィ ェ で ある と予想でき る｡

( 9)波多野完治 19 9 1 2 6 6
･

2 6 7 頁

( 1 0) 波多野完治 1 9 7 2 7 6 ･ 8 0 頁

( l l) 波多野完治 19 9 1 2 6 6
･

2 6 7 頁

( 1 2) 同上書 2 6 7 頁

( 1 3) ラ ン グラ ン 1 9 8 1 1 1 6 頁

( 1 4) 宮原 1 9 9 0 年 1 2 3 頁

( 1 5) 宮原 は フ ラ ン ス 革命にお ける コ ン ドル セ の 『革命議会にお ける教育改革』(1 7 9 2) の

- 9 3 ･



｢ お よそ人類 に属す るもの は何びととい えども ､
自己 の要求 を満足 し､ 福祉 を確保 し､ 権

利を認識 しか つ これ を行使 し､ 義務を理解しか つ これ を履行する手段 が提供 され る こと ､

各人 がたやすくそ の 技能を完成し､ その 参加する権利 の ある社会的職務に就く こ とができ ､

自然から受 けて きた 才能を十分に発達せ しめ る こ と ､ かくて市民 の 間に真の 平等を確立 し､

法律に よ っ て承認 されて い る政治上 の 平等を実現す る こ と
一

国民教育の 第
一 目的は ､ 以上

の ごときもの で なければならぬ ｡ しか して こ の 見地 からすれ ば､ 国民教育は政府 にと っ て

当然の 義務なの で ある ｡ ･ - - 教育はす べ て の 年齢にわた っ て行 われ る べ き こ と ､ 年齢に

よ っ ては学問す る必要が なか っ たり ､ 学問す る こ とが でき なか っ たりす る ようなこ との な

い こ と ､ 児童期に受 けた教育非常に局限された もの で あ っ た か ら､ なお さらそ の 後の 教育

は 必要で ある こ と - - ･

｣ (宮原 1 9 90 1 2 3
･

1 2 4 頁) と言う部分 を引用 し､ 当時に はす で に

公教育が生涯に 渡る もの と して ､ 国民に提供 され なけれ ばならない こ とが言 われて い ると

指摘 して い る｡

( 1 6) 長部 1 9 9 5 3 3 4 ･ 3 3 6 頁 参照

( 1 7) ｢ マ ル サ ス 主義｣ はイ ギリス 古典派経済学者 で 『人 口論』 の 著者 マ ル サ ス に由来す る

もの で ､ 中世 の黒 死病か ら大革命､
ナ ポ レ オ ン 帝政下 の あい つ ぐ戦乱と度重なる大量死 に

直面 した フ ラ ン ス 人 の 心 に無意識に ｢人 口増加 は失業と悲惨 とをもた らす｣ と ｢ マ ル サ ス

主義｣ が経済活動に反映 され ｢ 産業の マ ル サス 主義｣ が生み 出され たと長部は述 べ て い る ｡

( 1 8) 長部 1 9 9 5 3 4 6 頁

( 1 9) 福井 1 9 9 5 4 7 1
･

4 7 4 頁 参照

( 2 0) 同上書 4 7 4 - 4 7 5 頁 参照

( 2 1) 同上書 4 7 6 頁

( 2 2) 長部 1 9 9 5 3 3 7 ･

3 3 9 頁 参照
●■

( 2 3) 福井 1 9 9 5 4 8 0 頁

( 2 4) 同上書 4 8 2 頁

( 2 5) 同上書 4 9 6 頁

( 2 6) 同上書 4 9 6 頁

( 2 7) 同上書 4 9 7 頁

( 2 8)福井憲彦 に よ ると ､ 女性 は ｢ 家で 家事をす る｣ と い うイメ
ー ジが 定着 した の は 1 9 3 0

年代く らい の 中間層にお ける こ とで ､ 実際に は女性 は労働を通 じて社会に参与 して い い た

と指摘 して い る ｡ しか し､ 当時 の女性の 仕事は衣類 の 洗濯や裁縫の 手仕事 などの ように ､

家事 のイメ
ー ジの 延長で あると し､ それ と比較 して新た なか たちと述 べ た(福井 1 9 9 5

1 8 5 - 1 8 8 頁 参照) 0

( 2 9) 福井 1 9 9 5 5 0 2 頁

･

9 4
･



( 3 0)梶田 1 9 9 5 4 0 2 頁

( 3 1) 同上書 4 0 2 頁 参照

( 3 2) 福井 1 9 9 5 4 9 1 頁

( 3 3) 長部 1 9 9 5 3 4 0 頁

( 3 4) 同上書 3 4 0 頁

( 3 5) 同上書 3 4 2 頁

( 3 6) 長部 1 9 9 5 3 3 7 - 3 3 9 頁

( 3 7) ル ブ ー

ル 1 9 8 1 1 2 7 頁

( 3 8) 同上書 1 2 4 頁

( 3 9) 同上書 12 4 頁

( 4 0) ル ブ ー ル は全面的に新教育運動を肯定 して い るとは い えない ｡ 新教育学は興 味と努力 ､

遊び と勉強 ､ 無秩序と規律を総合 して こ そ意味が あるとい う( ル ブ
ー ル 1 9 8 1 1 1 8 頁) 0

( 4 1) 同上書 1 2 6 頁

( 4 2) ヨ ー

ロ ッ パ の複線型 の教育の 歴史は古い が ､ フ ラン ス に お い て は 1 9 0 2 年 の 改革に よ

る ､ 古典的 中等教育と現代 中等教育の 統
一 など

,
少 しず つ で は あるが改善され つ つ あ っ た ｡

ラ ン グラ ン が生涯教育論 を提唱 した 1 9 6 5 年 の 2 前年 に は ､ 中等教育コ レ
ー ジ ュ が新設さ

れ ､ 前期 中等教育は
一

見 ､ 単線化 された ように見 えた ｡ しか し､ こ の 中等教育コ レ
ー ジ ュ

内部 に は ､ 生徒の 能力 に応 じて ､
リセ型 ( バ カ レ ロ アや技術者免状を取得 でき る 3 年制 の

`
■

リ セ - の進 学の た め の コ ー

ス) ､ 普通 コ レ ー ジ ュ 型 ､ 移行 ･ 実務型 の 三 つ の コ
ー

ス に分 け

られ ､ 縦割 り の構造 とな っ て い た ｡ これ らの こ とか ら､
1 9 6 5 年にお い ても教育の 複線型 の

問題 は依然と して解決 されて い ない とい える ｡

( 4 3) 同上 書 1 2 6 頁

( 4 4) 訳者で ある石 堂常世は フ ラ ン ス の 教育の性質に つ い て ｢ そ の 学校教育は ､
ギリ シ ャ ･

ロ
ー

マ の 普遍的文化 を土台とす る こと を誇 りと し､ か つ 中世 ス コ ラ主義に派生す る厳格 な

規律的教育を保持 しようと努 め ､ 十六世紀以降､ 文学で花咲きだ した フ ラ ン ス 精神 を材料

とす る こ とに 自信 を持 っ て い る｡ すなわちそ こ に は ､
西欧 の歴 史が展開 して きた重 い伝統

の継承 とい う使命が ある ｡ 以上 か らわか るように , 伝統と誇 り の ある学校 にお い て ほ ど古

典的教育観が前面 に出て支配的に なる結果を生ん で い る｣ ( ル ブ
ー ル 1 9 8 1 2 1 3 頁) と ､

フ ラン ス は特 に古典主義的教育の色合い が濃い こ とを指摘 して い る ｡

( 4 5) ル ブ ー ル 1 9 8 1 1 2 7 頁 参照

( 4 6) 同上 書 1 2 7 頁

･

9 5
-



( 4 7) 同上書 1 2 8 頁

( 4 8) 同上書 2 1 頁

( 4 9) 同上書 2 2 頁

( 5 0) 同上書 2 3
･

2 4 頁

( 5 1) 同上書 2 4 頁

( 5 2) ル ブ ー ル は知育 (i n st r u cti o n) を教育 (6 d u c a ti o n ) の
一

種で あると ､ 教育を知育の

上位概念 で あると考えて い る ようで ある｡ 知育は知識 に限定 した知識教育で ､ 教育は ､ 道

徳的思考や行動様式 の教育が ふくまれる包括的な概念だとい う( ル ブ
ー ル 1 9 8 1 1 8

･

2 0

頁) 0

( 5 3) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 5 - 3 3 頁 参照

( 5 4) 1 9 6 0 年代以前 の ラン グラン の 立 場としては ､
マ ス

･ メ デ ィ ア に対 して批判的で あ っ た

と波多野完治は指摘す る｡ 彼 に よると ､ それまで成人教育家の 間では マ ス コ ミは成人教育

を疎外す る要因と して捉 えられてきた が ､

- ン リ
ー

･ カ ッ シ
ー

ラ が マ ス コ ミ の積極的利用

が生涯教育の ほ とん ど唯
一

の 可能性で あると説い た こ とに よ り ､ ラ ン グラ ン の 考えが変わ

っ た ようで ある(波多野 1 9 7 2 年 4 1
･

4 3 頁 参照) 0

( 5 5) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 6 3 頁 参照

( 5 6) ラ ン グラ ン 1 9 8 1 5 頁

( 5 7) 同上書 5 頁

( 5 8) 同上書 6 頁

特 に フ ラ ン ス で は厳密 な点数 に よる評価が行われ てお り ､
小学校で は年間 6 回も通知表 が

渡され る(伊藤 1 9 8 8 1 4 3 頁 参照) 0

( 5 9) ラ ン グラ ン 1 9 8 1 6 頁

( 6 0) 同上書 1 2 頁

( 6 1) 同上書 1 2 頁

( 6 2) 同上書 13 頁

( 6 3) イ ギリ ス の ス コ ッ トラ ン ドに伝わる民話｡ 貧 しい粉ひきと王様を対照的 に描き ､ 物的

な豊か さが 幸福 と
一 致す るわけで はない こ とを説く ｡ 三省堂の 『N e w C r o w n』に掲載され

て い る｡

( 6 4) ラ ン グラ ン 1 9 8 1 1 3 頁

( 6 5) 同上 書 1 4 頁

･ 9 6 ･



(6 6) 同上書 1 4 頁

(6 7) 同上書 18 頁

( 6 8) 同上書 19 頁

( 6 9) 同上書 2 1 頁

( 7 0) 同上 書 3 頁

( 7 1) 同上 書 6 9 頁

( 7 2)新村 1 9 9 8 7 0 4 頁

( 7 3) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 5 1 頁

( 7 4) ル ブ
ー

ル 1 98 1 3 7 頁

( 7 5) 同上書 3 7 頁

( 7 7) 同上書 3 7 頁

( 7 8) 例 えば ､ ドイ ツ 語 を習得すると英語の 習得 が妨げられ ると い っ た こ とや ､

バ イオ リ ン

が 弾けると指 の 操作の違うチ ェ ロ の 習得の 妨げに なるとい う こ とで ある ｡ しか し､ シ ャ ト
ー

は これら の事例に 見られる混乱が 特に難解で類似 した場合 に の み しか妥当で はない と

指摘す る ( ル ブ ー ル 1 9 8 1 3 7
･

3 8 頁 参照) 0

( 7 9) ル ブ ー ル 1 9 8 1 3 8 頁
●~

( 8 0) 同上書 3 8 頁

( 8 1) ラ ン ジ ュ ヴ ァ ン 1 9 8 3 9 8 頁

(8 2) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 5 1 頁

(8 3) そ れ以前 の 教養に つ い ては ｢ 教養は聖職者と呼ばれたもの の 所有物で あり ､ 機能で あ

りま した｣ ( ワ ロ ン 1 9 7 4 2 3 頁) と述 べ て い る ｡ これ は聖職者が教養 を独 占 し､ 人 々 と

自分達 を分け隔て た と い う ことで あり ､ 教養が人 の 分離に手を貸 して い た と い うの で ある｡

(8 4) ル ブ ー ル 1 9 8 1 4 0
･ 4 1 頁

( 8 5) ラ ン ジ ュ ヴ ァ ン 1 9 83 9 9 頁

( 8 6) デ ュ ー イ自身は こ の ような問題 を解決す るた めに ､ 学校教育にお ける技術教育を重視

し
､
そ の ような技術を生み 出す基盤となる科学 ､ また 技術の 終極 と して の 芸術 まで に学校

が 高ま る ように望ん だ( ル ブ
ー ル 1 9 8 1 4 1 頁) 0

･

9 7
･



( 8 7) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 6 9 頁

( 8 8) ラ ン グラ ン 1 9 7 9 a 7 1 頁

( 8 9) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 6 9 頁

( 9 0)教養 の 問題 の背景 に つ い て ラ ン ジ ュ ヴァ ン は ｢ 科学と技術の進歩が教養の発展を促進

し
､
全て の 男女が 当然の こ とと して教養に浴す るに い た りま した｣ ( ラン ジ ュ ヴァ ン 1 9 8 3

1 0 0 ･ 1 0 1 頁) と科学技術の発展が教養に変化 を与えた こ と指摘す る｡ つ ま り ､ 産業化 の推進

と科学技術の 発展とともに公 教育の 拡大が 必要とされ る ようになり ､ 読み ･ 書き ･ 算数が

筋肉労働 - の 準備 と して組み込 まれ､ 技術に つ い て の 学習などが義務と して教えられ るよ

うにな っ た こ とか ら始ま るとい うの である｡ こ こ に ､
それまで教えられて い た語学や歴史､

芸術に ､ 職業準備 の ため の教育が加 わっ た わけで あるが ､ それらは統
一

され る こ とはなか

っ た｡ そ の 原因に つ い て ラン ジ ュ ヴァ ン は ｢ 科学と技術の 発展は精神 の 向上 にも ､
人的組

織や社会機構 の 改革にも依存 しない で進行 します｣ ( ラ ン ジ ュ ヴァ ン 1 9 8 3 1 00
･ 1 0 1 頁)

とい う｡ 科学は 実験 にお いて の み 生産性を得 るもの で あっ て ､ そ こ に過去 から の制約 ､
つ

まり ､ 伝統や文化 に よ る束縛を受ける こ とが なく ､ 教養は反対 に ､
精神的 な側 面に 関す る

事柄で ､
そ れ らは伝統や人々 の情緒から強い 制約 を受 けるの で ある ｡ こ の こ とをラ ン ジ ュ

ヴァ ン は ｢ 古く か らの 精神的な入門と新 しい 技術的な入門｣ も しく は ｢ 天 上的な教育お よ

び世俗的な教育｣ と表現 して い る( ラ ン ジ ュ ヴァ ン 1 9 8 3 1 0 0
･ 1 0 1 頁 参照) ｡ つ ま り ､

支配階級 で あるブル ジ ョ ア ジ
ー

には ｢ 天上的 な教育｣ が 与えられ ､ 労働者階級 には ｢世俗

的な教育｣ が 与えられた の で ある｡ こ こ にお い て ､ 肉体労働者の た め の職業教育､ 知的労

働者 の た め の
一

般教育と いう分離が生 じた の である ｡

( 9 1) ラ ン グラ ン 1 9 8 1 年 5 0 頁

( 9 2) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 7 0 頁

同様 の提案は すで に国際新教育連盟 の ニ
ー

ス 大会ですで に ワ ロ ン に よ っ て なされて い る｡

ワ ロ ン は ソ連で 実際 に行われて い た ､ 職業を教養 の FJ 発点とす る実践 を評価 し､ 世界中に

紹介 した｡ そ の ソ連 の 実践が どう い っ たもの であ っ た かと い うと ､ 学校で は子 どもたちが

新聞作りな どの仕事 を行 い ､ ま た地域の 工場 と協力 して 子 どもた ちが将来の 職業と結び つ

きが持 て る ような参加 の方法が とられて い た と い う｡ さらに ､ 工場 にも学校が あっ た り ､

学校と 工場 の 間に設 けられた 3 年間の 見習い期 間が あ っ た り した ｡ こ の ような ､ 学校と労

働 を結び つ けた活動 をワ ロ ン は評価 して い る が ､
こ こ で学ばれ る こ とに つ い て ワ ロ ン は特

定 の職業に つ い て の 知識 の み で はない こ とを強調す る ｡ そ の 理由 に つ い て ､
｢ ソ連 で は ､ 科

学が 静止 した状態 にお い てそ の 瞬間の成果だと見なされて は い な い か ら｣ ( ワ ロ ン 1 9 7 4

3 1 頁) と ワ ロ ン は い う｡ 科学が最初から発展 して いくもの で あると考える ならば ､ 今ある

科学技術の みを学ぶ だ けでは 十分で はない と い える｡ 必 要なこ とは ､ 発展 して いく科学技

術を学び続け ､ 労働 の 変化に対応 しう る能力 を獲得す る こ とだと ワ ロ ン は考えるの である ｡

( 9 3) こ の 動機づ けと い うもの をラン グラ ン が重要視す る の は当然とい える｡ なぜなら､ 彼

が生涯教育論 を提唱 した当時 ､ ユ ネ ス コ の成人教育長 とい う立場に あり ､ 成人教育に は学

校 の ような強制力もな ければ ､ 義務もない の であ る｡ よ っ て ､ 成人教育の 出発点は動機 か

らと いう こ とに なる ｡

( 9 4) ラ ン グラン 1 9 8 1 3 1 頁

ー

9 8
･



( 9 5) こ の 言葉は 1 9 6 0 年代では多く の 教育関係者に よ っ て何度も 口に されて いた 言葉で あ

ると波多野は指摘 し､ 他 にはブル ー ナ
-

の ｢ 学習に つ い て の 学習｣ と いう本を例示 して い

る(波多野 19 7 2 1 5 2 頁 参照) 0

( 9 6) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 5 2 頁

括弧内の英語 は英語訳版を参照 (L e n g r a n d 1 9 7 1 p . 1 2 8)

( 9 7) ラ ン グラ ン 1 9 8 1 2 9 頁

( 9 8) 同上書 3 1 頁

( 9 9) ル ブ ー

ル は 学習 - の動機 を興味という概念で捉 え､ 以下 の 三段階に分類す る ｡

① 快が餌にな っ て い る興味

② 直接主体とか かわり を持 つ 欲求に よ る興味

③ 自分 の作業に対する全面的な参画を意味す る興味

ル ブ ー ル に よ ると ､ ①の段階が最も低い 段階で③が最も高次 の興味で ある｡ 内発的 に興味

が生 じだす の は②の 段階か らで あるが ､ ②で は自然 と興味が生 じる こ とが らで しかない の

で ､ 興 味が生 じない もの を扱うこ とができない ｡ ③の段階で は興味づ けをお こ なう こ とで ､

生徒が進 ん で作業を行う ように促 し､ 時には苦労を伴う ようなこ とで も､ 生徒自身が作業

の 中に楽しさややり が い を発見 し活動できる ように なる｡ こ の場合 ､
生徒の 興味をかき た

て る の は作業が もた らす報酬で はなく ､ 作業 を行うこ と自体 なの で ある｡ ラ ン グラ ン の 最

も強力な動機づ けは こ の③の段階で あると い える( ル ブ
ー ル 1 9 8 1 9 5 ･ 9 7 頁 参照) .

( 1 0 0) ラ ン グラン 1 9 8 1 5 0 頁

( 1 0 1) ラ ン グラン 1 9 7 1 4 4 頁

( 1 0 2) 同上 書 5 5 頁

( 1 0 3) ラ ン グラン 1 9 8 1 6 9 頁

( 1 0 4) ラ ン グラン 1 9 7 1 4 6 頁

同 じような言葉と して ピア ジ ェ が ｢ 子 どもは大人 の親だ｣ とい う言葉を述 べ て い る こ とを

波多野完治 は指摘 して い る｡ こ れは ピア ジ ェ が発達心理 学者の 立場 から逆接と して ､ 子 ど

もが 大人 に なる の で あ っ て ､ 大人に と っ て子 ども時代が い か い に 重要か とい う こ とを説 い

た言葉で ある(波多野 1 9 7 2 2 7 6 頁 参照) 0

( 1 0 5) 他 には ベ トナ ム ､
マ ダガ ス カ ル ､ アメ リカ合衆国の 多く の 地域を例と して挙 げて い

る( ラン グラ ン 1 9 7 9 a 1 6
-

1 7 頁 参照) 0

( 1 0 6) これは宮ヶ 谷が 直接ラ ン グラ ン と対話 を した ときに ラ ン グラ ン 自身が述 べ た こ とで

ある (宮ヶ 谷 1 9 8 6 2 6 頁 参照) 0

( 1 0 7) フ レネ 1 9 7 9 5 6
･

5 7 頁

( 1 0 8) 同上 書 4 1 頁

( 1 0 9) ラ ン グラ ン 1 9 7 9 b 3 2 頁

-

9 9
･



( 1 1 0) ラ ン グラ ン 1 9 7 9 a 1 6 頁

( 1 1 1) 同上書 17 頁

( 1 1 2) 同上書 1 6 頁

( 1 1 3) 例 えば ,
アメ リカ では 1 93 5 年頃から地域社会学校運動が始ま り ､

1 9 6 0 年か ら 7 0 年

にか けて それまで各地で個々 に行われて い た活動 が
一

つ の 運動と してまとまる ようにな

っ た ｡ こ の 運動は地域住民が 学校が使われて い ない 時間に集ま っ て学習活動 を したり ､ 地

域住民が積極的に学校で の 子 どもの 学習活動 を援助 した りす る｡ その 結果 , 地域住民は学

校 - 入り
､ 子 どもた ちは学校の 外 - 出る よう になり ､

地域社会と学校が密接な関係 をもつ

ように な っ た. 当時は ｢ 学校の オ
ー

プ ン ドア政策｣ や ｢ 近所 の 学校｣ と呼ばれて い た. も

ちろん ､ 現在で も続けられて い る(遠藤 1 99 9 5 2
-

5 5 頁 参照) 0

( 1 1 4) ラ ン グラ ン 1 9 7 9 a 1 6 ･ 1 7 頁

( 1 1 5) フ レネ 1 9 8 0 1 1 5 頁

( 1 1 6) 同上書 1 1 5 頁

( 1 1 7) 同上書 1 5 4 頁

( 1 1 8) そ もそ もフ レネ教育の誕生 のき っ かけは ､ 彼 が教室に入 っ て も生徒た ちが前も見 よ

うともせ ず､
か た っ む り の競争で遊んで い た と こ ろ ､ フ レ ネが彼 らの言葉を黒板 に書き始

めた こ とか ら始ま る｡ それまで ､ 何の 興味も示 さなか っ た子 どもたちが ､ そ の 黒板 の 自分

た ちの 言葉を自分た ちの ノ ー トにう つ し出 した の で ある( フ レネ 1 9 8 0 1 9 7
･

1 9 8 頁) 0

( 1 1 9) フ レ ネ 1 9 7 9 6 8 ･ 6 9 頁
*
<

( 1 2 0)印刷機 の使用 はそれ ほ ど簡単なもの で はなく ､
フ レ ネ自身も子 どもた ちが長時間そ

の複雑な作業に集中でき るかJL ､配 した ほどで ある｡ しか し､ 子 どもた ちは印刷 を こ なし ､

自らの言葉をテ キ ス トに して い っ た ｡ そ して ､ 印刷機 の ような ､ 機械 に よる活動 とい うの

は新教育にお い て さえ無視 され続 けてきた｡ フ レ ネは ｢ 機械 に よる活動 とは
一 文明の成果

で ある 一 道具 の使用 を意味す る｡ これは手さぐりの 実験 を促進 させ ､ われ われ の力 を強め ､

長続きさせ てくれ る｣ と機械 の持 つ 力をい う｡ そ して ､ 彼は 自身 の 教育実践 の経験か ら ､

｢ 積み木や角錐状 の 教具 よりも ､ 子 どもは道具 の使用 を自発 的に求 め るもの で ある｣ と い

う子 どもの 性質を見 つ け出 した o つ ま り ､ 子 どもたちは本能的に道具や機械 を使 うこ と に

興味 を持 つ の で ある ｡ しか し､ こ の興味はた だ機械 を動 か した り ､ 使 うだけで はす ぐに飽

きて しまうの で ある ｡ ｢ 子供は今や こ れらの 道具を自分 の 手で操作 しなけれ ばならない と､

自分の社会的活動 に こ の道具を持ち こみ ､ 子供が 日 ごと に自覚しつ つ ある生活 の 実現の た

め に
､
これ を役 立 てね ばならない｣ ( フ レ ネ 1 9 8 0 4 5

-

4 6 頁) と フ レ ネが指摘す る ように ､

機会を学校に持 ち込 むだけで は意味がなく ､
生活の 必要 に結び つ い て い なけれ ばならない

の で ある ｡

( 1 2 1) 佐藤 1 9 9 5 8 1
･

8 2 頁 参照

( 1 2 2) 同上書 2 3 頁

･

1 0 0
･



( 1 2 3) ル ブ ー

ル 1 98 4 2 1 7
･

2 2 2 頁

( 1 2 4) フ レネ 1 9 8 0 1 9 頁

( 1 2 5) 同上書 1 1 3 頁

( 1 2 6) しか し､ フ レネ は ｢ 幼稚園に はひ とつ の 教育学が あり ､
全く自立 したも の の ように

次に続く学校の 責務と無関係 に研究され ､ 専門化された雑誌と会議 の 中で研 究され る｡ 準

備科に はひ と つ の 教育学､ 初級科 にも中級科にもそれぞれ の 教育学がある｣ ( フ レネ 1 9 79

5 4 頁) と いう ように ､ 教育が関係 を持たず に年齢ごとに行われ る ことに批判 を して い る｡
こ の フ レネの 指摘を ､ 教育の 時間的統合を意味す ると解す る こ ともでき るで あろう｡

( 1 2 7) 先 に述 べ た ､ コ ン フ ェ ラン ス は ､
生徒全員が参加すると いう点では

一 斉授業になる

が ､ 教師が教室 の前 に立 っ て
一

方的に授業を進 める の で はなく ､
生徒が発表 し､ 生徒が自

ら運営す る形式で ある の で ､ 伝統的な学校の
一

斉授業と は異なるもの で ある ｡

( 1 2 8) 佐藤 1 9 9 5 2 2
･

2 3 頁

( 1 2 9) フ レネ 1 9 8 0 7 0 頁

( 1 3 0) ラ ン ジ ュ ヴァ ン 1 98 3 1 1 1 頁

( 1 3 1) ル ブ ー

ル 1 9 8 1 4 4 頁

( 1 3 2) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 1 0 5 頁

( 1 3 3) ダ ー ヴ ェ はイ ン ド出身で ､ カ ナ ダか ら ユ ネ ス コ 教育研究所 にや っ てきた ク ロ プリ∴ r
●ー

( A rt h u r J . C r o p l e y) と 1 9 7 8 年に共著で h
'

( el o D g e d u c a t)
'

o D a n d th e t zla )
'

D l

'

D g 0 ( t e a ch e r s

を出版 して い る ｡ 生涯教育論 は 1 9 6 5 年の 段階で は成人教育の委員会 で提唱され た に過 ぎ

ず ､ 学校教育に は権限的 に及ぶ こ とは なか っ た . しか し､ こ の 生涯教育の 視点に立 っ た教

員養成 と い う考 えに よ っ て ､ 生涯教育論を学校教育の 範囲まで押 し広 げる こ とに役立 っ た .

( 1 3 4) 原文は ｢It h a s b e e n o b s e rv e d th a t lit e r a t u r e o n lif el o n g e d u c a ti o n i s g r o w i n g a t a

f a i rly f a st r a t e a ll o v e r t h e w o rld｣ ( D a v e 1 9 7 3 p . 1 3) で ある ｡

( 1 3 5) 委員長 で ある フ ォ ー ル は フ ラン ス の 首相 の み ならず ､ 文部大臣も経験 して い た｡ ま

た委員会 を構成する メ ン バ
ー

には ､ 北米 ･ 南米 ･ ア ジ ア ･ ア フリカ ･ 中近東 ･ 東欧の 各地

を代表す る閣僚経験者な どの 高名な学者 6 人が選出されて い る｡

( 1 3 6) 国立教育研究所 内フ ォ ー ル報告書検討委員会 19 7 5 1 頁

( 1 3 7) 同上書 1 8 4 頁

( 1 3 8) ハ ッ チ ン ス は イ エ
ー

ル 大学の ロ ー ･ ス ク ー ル を修了 し､ シ カ ゴ大学の 学長 を 19 2 9 年
から 1 9 4 5 年まで ､ そ して ､ そ の 総長を 1 9 5 1 年ま で務め た｡ 彼 は シ カ ゴ 大学の指導者 をし

て い た こ の期 間に ､ シ カ ゴ ･ プ ラ ンと いう大学改革を行 っ た こ とで知られて い る ｡ その 内

-

l o l
l



容 は過度の 職業教育を廃止 し教養教育を重視す ると い うも の で あ っ た ｡ こ の 改革の 基盤と

な っ た彼 の 思想 は ､ ギリ シ ャ 以来現代に至 る ヨ ー ロ ッ パ 伝統の 偉大な思想家た ちの 『大著

述』( G r e a t B o o k s 1 9 5 4) に由来す る｡ ｢ 学習社会｣ とい う言葉は ､
こ の 『大著述』 の考

えをさらに未来社会論 と して発展 させ たもの で ある｡ こ の 言葉は彼 の 生涯 の 晩年 に書かれ

た 『ラ
ー ニ ン グ ･ ソサ エ テ ィ』( 乃 e L e a m )

'

D g S o cl
'

e ty 1 9 6 8) の 中で使われた言葉で ､

まさに ハ ッ チ ン ス の教育哲学研 究の集大成と言える｡

( 1 3 9)新井郁夫は教育社会学者で ､ 1 9 8 2 年 は教育学大全集の 8 巻と して ､ 『学習社会論』

を執筆し､ 日本版学習社会論を説 い て い る｡

( 1 4 0) こ の本 は E n c y c r o p a e di a B rit a n n i c a l n c . から出版されて い るが ､ ハ ッ チン ス は世界

的に有名なブリ タ ニ カ百科事典の 監修も 1 9 4 3 年か ら 1 9 7 4 年に か けて行 っ て い た｡

( 1 4 1) ハ ッ チ ン ス 1 9 7 9 2 2 頁

( 1 4 2) 同上書 2 2 頁 参照

( 1 4 3) イ ギリ ス の 経済学者で ｢ 有効需要｣ の 概念 を着想 し､ マ ク ロ 経済学を確 立 させ た ｡

( 1 4 4) イ ギリ ス の 経済学者で あり ､
｢ 産業革命｣ を学術用語 と して 広めた歴 史家でもある ｡

セ ツ ル メ ン ト運動 の創始者で ある｡

( 1 4 5) ハ ッ チ ン ス 1 9 7 9 2 4 頁

( 1 4 6) 同上書 3 0 頁

( 1 4 7) 同上書 2 9 頁

( 1 4 8) ラ ン グラ ン は 『生涯教育入 門 第
一

部』 の 中で 1 9 6 5 年の 4 月 にチ ェ コ の プラ ハ で行

われた ｢ 現代 ヨ ー ロ ッ パ 諸国にお ける成人教育とt} ジ ャ
ー

｣ とい う国際会議で 出された勧

告を引用 して い るが(ラ ン グラ ン 1 9 7 1 7 0 頁 参照) ､ そ の 会議 にお い て ラ ン グラ ン とと

もに ｢ 人民と文化｣ で活動 したデ ュ マ ズデ ィ ェ が ｢ レ ジ ャ
ー

と文化発展計画｣ とい う講演

を行 っ て い る｡ デ ュ マ ズデ ィ ェ は 『余暇文明 - 向か っ て』( 1 9 6 2) の なか で ､ 余暇が 単な

る ｢ 休息｣ や ､

｢ 気晴ら し｣ と して で はなく ､ ｢ 自己開発｣ に使 われ るだろうと考えて い る｡

( 1 4 9) ハ ッ チ ン ス 1 9 7 9 3 2 頁

( 1 5 0)新井 1 9 7 9 2 1 頁

( 1 5 1) こ の ような都市に よる教育は奴隷制度に よ っ て ､ 成り立 っ てお り ､ 1 9 6 0 年代にお い

ては ､ 自由時間を生み出すもの と して ､ 奴隷制度に代わり機械が 考えられて い る ( ハ ッ チ

ン ス 1 9 7 9 3 2 頁) 0

( 1 5 2) ハ ッ チ ン ス 1 9 7 9 3 2 頁

( 1 5 3) 波多野 19 8 5 1 0
･ 1 1 頁 参照

また
､
宮原 に よる と､ イ ギリ ス で は ｢1ifel o n g e d u c a ti o n ｣ ､ ア メ リカ で は

｢1ifel o n g l e a r n i n g

と い う用語が 1 9 6 5 年以前か ら使われて い た とい う｡ ジ ェ サ ッ プ の い う｢1if el o n g i n t e g r a t e d

･ 1 0 2 ･



e d u c a ti o n ｣ は ､ 上 述の 用語 と ラン グラ ン の 生涯教育論 の違い をよく示 して い ると して宮

原 は次の ように述 べ るo
｢ 話は 単に学校教育をお えたあとも継続的にと い うこ と では なくて ､ 生まれて か ら死 ぬ ま

で の
一 生 の 教育を

一

貫 した もの と して総合的に計画化 して いく ｡ 時間の 系列 をお っ て ､
つ

ま りタテ に統合す ると同時に ､
一

生 の それぞれの 時期 で個人と社会全体とをむ すび あわせ

て
､
つ ま り ヨ コ に統合す る｡ だか ら､ 家庭教育 ･ 学校教育 ･ 社会教育と い っ た 区切 りをと

りは ら っ て
､
人間

一 生の 教育全体と して タテ ヨ コ にむす びあわされ た ､
つ り あい の とれ た

もの に して いく ｡ そ うい う方向で教育計画が た て られ なけれ ばならない ｡ こう いう話に な

っ てきた の で ある｡ ｣ (宮原 1 9 90 1 2 5 頁)

ジ ェ サ ッ プ の ｢1if el o n g i n t e g r a t e d e d u c ati o n ｣ は時間的統合と空間的統合 をさらに統合す

るとい う意 味を含ん で い るの で あり ､ それまで の 単なる継続と い う意味よ り ､ 空間的統合

を強く強調 して い ると い える｡

( 1 5 4) 国立教 育研究所 内フ ォ ー ル報告書検討委員会 1 9 7 5 1 9 3

( 1 5 5) 同上 書 2 0 8 頁

( 1 5 6) 波多野 1 9 8 5 3
･

4 頁 参照

( 1 5 7) ラ ン グラ ン 1 9 7 1 1 0 5 頁

( 1 5 8) O E C D が発行する パ ン フ レ ッ トに よる と
､
O E C D の 目的は以下の 3 点に要約され る｡

(1) 経済成長 : 財政金融上 の 安定を維持 しつ つ ､
で きる 限り高度の経済成長 を持続 し､

雇用 の 増大ならび に生活水準の 向上 を達成 し､ も っ て世界経済の 発展 に貢献す る こ

と ｡

(2) 開発途上 国援助 : 経済発展の 途上 にある加盟国お よ び非加盟国の 経済の健 全な拡大

に貢献す る こ と｡
一
~'

(3) 多角的な自由貿易の 拡大 : 国際的義務に従 っ て ､ 世界貿易 の 多角的 か つ 無差別的な

拡大に貢献す る こ と｡

( 蜘 2 0 0 7 . 1 2 . 1 7 参照)

( 1 5 9) 日本 生涯教育学会 19 9 0 4 0 -

4 1 頁

( 1 6 0)IL O 総会 で採択 され る条約を ｢ 国際労働 条約｣ と い うが ､ そ れ を批准 した国だけ し

か拘束しな い ｡ しか し､ 採択 時に反対 した加盟国も ､ 条約 を自国で批准権限を持 つ 機関に

提出 しなければならな い ｡

( 1 6 1) 具体的 には ､ ア フ ガ ニ ス タ ン ､ イギリ ス ､ イ ラク ､
オ ラン ダ､ ギ ニ ア ､

キ ュ ー バ
､

ケ ニ ア ,
ス ウ ェ ー デ ン ､

ス ペイ ン ､ チ ェ コ ス ロ バ キア
､
西 ドイツ

､ 東 ドイ ツ ､ ハ ン ガリ
ー

､

フ ラ ン ス ､
ポ ー

ラ ン ド､ メ キ シ コ の 1 6 か国で あ っ た ｡

( 1 6 2) 日本生涯教育学会 1 9 9 0 2 1 7 頁

( 1 6 3) 同上書 4 8 8 頁

･

1 0 3
･



( 1 6 4) こ の 制度は ｢ 教育の性格と場所 ､ 有給の 条件 ､ 請求認 可手続きな どが 『権利』 の 名
に値 しない｣ ( 日本生涯教育学会 19 9 0 4 8 9 頁)とい う批判が あり

､
1 9 7 8 年 と 1 98 4 年に

改正され て い る｡

( 1 6 5) リカ レ ン ト教育は ス ウ ェ ー デ ン の経済学者 レ
ー ン ( G R e h n) によ っ て最初に提唱さ

れ
､
1 9 6 8 年に べ ル サイ ユ で 開催 されたヨ ー ロ ッ パ

○

文相会議 にお い て ､ ス ウ ェ
ー デン の 文

部大臣パ ル メ( 0 ･ P a l m e) が言及 した ことに より国際的に注目 される ようにな っ た

( 1 6 6) 前之園 1 9 7 7 1 4 2 頁

( 1 6 7) イ タ リア は南北で経済格差が激 しく ､ 北部 は反映 してお り ､ 南部は貧困層 の 人々 が

多く生活 して い る｡ こ の 南北間題は現在で も続い て い る ｡

( 1 6 8) これ は前平泰志に よ っ て邦訳された もの で ､ マ ン チ ェ ス タ ー 大学教授 の ラル フ ･

ラ ドッ ク が ジ ェ ル ピの 論文 18 編を二 冊にまとめ たもの をもとに した本で ある ｡ ラ ド ッ ク

の 著書は 1 9 7 9 年 に A F u t u Lle ( o r L )
I

(el o D g E d u c a t)
'

o D (前平は ｢ 教育制度と教育闘争 一 生涯

教育政策 の た め の 戦略｣ と和訳 して い る) と い うタイ トル で刊行 されて い るが ､ 前平は ペ ー

ジ の都合上 ､ こ の 中か ら特に重要と目 され る 1 3 編と､
ラ ド ッ ク の英語版が刊行 された後

の 1 9 8 2 年 に 出版され た ジ ェ ル ピの 2 1 編 の 論文 を収録 して い る フ ラ ン ス 語版の 著書

)D S t]
'

t u tl
'

o D S e t J u t e s e
'

d u c a tl
'

v e s , S tT B t e g 7 e S P O u Z
･

d e s p al)
'

t)
'

q u e s d
'

e
'

d u c a t1
'

o D P e L m a D e D t e

( 前平は ｢ 教育制度と教育闘争一生涯教育政策の た め の戦略｣ と和訳 して い る) に収 めら

れ た 3 編 を加 えて訳出 して い る｡

( 1 6 9) ジ ェ ル ピ 1 9 8 3 1 6 頁

( 1 7 0) 同上書 1 3 4 頁

引用もと の マ イ ヤ ー の論文は A . M ei e r, Tn e s y s t e m o f e d u c a t)
'

o D a S ( a c t o r o f s o c l
'

a l

a p p z10 a Ch a ( cl a s s e s a n d s t r a t a )
'

L2 S o ci a l s o c)
'

e ty , T o r o n t , 1 9 7 4 , p . 9
1 1 0 で ある .

( 1 7 1) フ ラン ス の構造主義的 マ ル ク ス 主義哲学者｡ マ ル ク ス を認識論的切 断や徴候的読解
等の 視点か ら再考 し､ ア ル チ ュ セ ー ル 派を築く｡

( 1 7 2) こ の 雑誌は 1 9 3 9 年に ジ ョ ル ジ ュ ･ コ ニ オ とともに ラ ン ジ ュ ヴァ ン が創刊 したもの で

ある ｡

( 1 7 3)新村 1 9 9 8 1 2 1 9 頁

( 1 7 4) ア ル チ ュ セ
ー

ル 2 0 0 5 3 2 1 頁

( 1 7 5) 同上 書 3 2 6 頁

( 1 7 6) ジ ェ ル ピ 1 9 8 3 1 9 頁

･

1 0 4
･



( 1 7 7) 前平は ジ ェ ル ピの 著書の解説で ､
こ の ような先進資本主義国が生涯教育の 戦略と し

て
､ リカ レ ン ト ･ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン を制度化す る こ とを次 の ように危倶す る｡
｢ 国家的イ ニ シ アテ ィ ブの 強大化は ､ 『国家のイデ オ ロ ギ

ー 装置』 の 拡大再生産 をひき

お こす ｡ 学校シ ス テ ム が ､ ともかく他 の社会 シ ス テ ム か ら相対的な自立性 を有 して い た

の に対 して ､ ある種 の セ ク タ
ー

の みを肥大化させ る ような形 で発展させ る生涯教育の シ

ス テ ム は
､
こ の 自立性 を放棄 して ､ 資本 の利害にますます直接的に従属す る こ と となる｡

たと えば生涯教育の名 にお ける成人労働者の 職業再訓練が ､ 労働者に差別と選別 をもた

らし､ 労働者間の 分断を
一

層強化す る結果に ならない とは何人も断言でき ない で あろ

う｡ ｣ ( ジ ェ ル ピ 1 9 83 2 1 6 頁)

( 1 7 8) ジ ェ ル ピ 1 9 83 5 7 頁

( 1 7 9) ジ ェ ル ピ 1 98 3 5 7 頁

( 1 8 0) ジ ェ ル ピ 1 98 3 56 頁

引用元は M . C a r n o y , E d u c a tj o D a S C u lt u m l Z m p e n
'

a l)
'

s m , D a v id M c K a y C o m p a n y , I n c . ,

N e w Y o r k , 1 9 7 4 , p . 7 2

( 1 8 1) ラ ン グラ ン の 生涯教育論 に ､ 社会 の変化を目的とす る意図がなか っ た かと い うと ､

そ うでは ない ｡ しか し､ それが ジ ェ ル ピほ どは っ き りと､ 力強く述 べ られて い ない の も事

実で ある ｡ そ の 原因と して ､ ラ ン グラン が ユ ネ ス コ の
一

職員で ､ 生涯教育論に世界的賛同

を得る こ とを必要と して いた こ とが考えられ る｡ なぜなら､ 生涯教育に よ っ て ､ 社会変革

が行われ ると したら ､
それが 体制側の 脅威 となるか らで ある｡ ジ ェ ル ピは こ の こ と に対 し

て ｢ 教育実践者の 国際会議や教育政策の 方針 を作成す る専門家の会議にお い てすら ､
一

般

原則 - の 同意に達す る こ とを急 ぐあまり ､ そ こ に 内在す る闘い や矛盾 に面と 向きあい ､ 意

義の ある壮大な計画 を話 しあうとい っ た こ とはあま り こ の まれない傾 向に あっ た｣( ジ ェ ル

ピ 1 9 8 3 4 7 頁) と批判 して い る ｡

( 1 8 2) ジ ェ ル ピ 1 9 83 1 7 頁
+
.

( 1 8 3) 同上書 2 7 8 頁

( 1 8 4) フ ラン ス の 経済学者､ 政治家｡ フ ラン ス 大蔵大臣を務めた ｡ また ､
1 9 8 5 年 から 1 9 9 5

年 まで 1 0 年間 ､ 欧州委員会委員長 を務め ､ 欧州統合を推進 した｡

( 1 8 5) こ の 表題 は ラ ･ フ ォ ン テ
ー ヌ の 寓話 に由来す る ｡ そ の 内容 は次の ようなもの で ある ｡

死期が迫 っ た父 が ､ そ の 子 どもた ちに ､ 畑 に宝が 隠してある の で自分が 死 んだ後に掘り返

して探せ とい っ た . そ こで ､ 子 どもた ちは父 の 死 後､ 宝を見 つ けるた めに ､ 根気 よく丹念

に畑 を振り 返 した ｡ いく ら探 して も､ 宝が見 つ か るこ とは無か っ た ｡ しか し､ 畑 は例年 よ

り豊かな報酬 をもた らした ｡ 父 は懸命に も､ 子 どもたちに労働が宝で ある ことを教えた の

である｡

( 1 8 6) 天城 1 9 9 7 1 3 頁

( 1 8 7)英文は 1 e a r n i n g t h r o u gh o u t lif e とな っ てお り ､
一

般的 に言われ る生涯学習(lif el o n g
l e a r n i n g) とは表現が異な っ て い るが ､ 天城は 1e a r n i n g th r o u gh o u t lif e も同様に生涯学習

と和訳 して い る｡

( 1 8 8) 天城 1 9 9 7 6 7 頁

･

1 0 5
･



( 1 8 9) 同上書 6 9 頁

( 1 9 0) これは報告書の 序文にお い て ドロ
ー

ル が語 っ て い る ことで ある) 0

( 1 9 1) ｢ 本委員会は 『1 e a r n i n g t o b e』 に述 べ られて い る ､ 『人間開発の 目は個性 の豊 かさと

自己表現や信念 の 多様 さにお い て ､ 個と して ､ 家族の
一

員 と して ､
市民と して

､ 創造者と

して
､ 発明者と して ､ そ して夢想家と して の 個人 の全き完成にある』 とい う原則に諸手を

挙げて賛意 を表す るもの で ある｣ (天城 1 9 9 7 7 5 頁) と述 べ て い る ｡

( 1 9 2) 天城 1 99 7 1 4 頁 参照

( 1 9 3) 天城 1 9 9 7 2 1 頁 参照

( 1 9 4) 文部科学省ホ ー ム ペ ー ジ

htt p :// w w w . n e x t . g o .jp/b _
m e n u / sh i n gi / ch u u o u /t o u s hi n /96 0 7 0 1 e .h t m 2 0 0 8 . 1 . 1 2 参

照

( 1 9 5) こ れは ｢ 今日の 変化 の 激 しい社会 にあ っ て ､
い わゆる知識 の 陳腐化が早ま り ､ 学校

時代に獲得 した知識を大事に保持 して いれば済む と い うこ とはもはや許 されず ､ 不断にリ

フ レ ッ シ ュ す るこ とが求 められ るように なっ てい る｣ とい う文言の 後 に続 けて述 べ られて

い るこ とで あり ､ つ まり ｢ 生き る力｣ は 生涯教育社会 の 到来 を鑑み て提唱されたの で ある｡

(文部科学省ホ ー ム ペ ー ジ

帥 2 0 0 8 .
1

.
1 2 参

照)

( 1 9 6) 文部科学省 ホ
ー ム ペ ー

ジ

h ttp
:// w w w . n e x t .g o .jp /b _

m e n u / s hi n gi /c h u u o u /t o u s hi n /9 6 0 7 0 1 e . h t m 2 0 0 8 . 1 . 1 2 参
●
`

( 1 9 7) ル ブ ー ル は ｢ 能力 と して の 教養｣ と位置づ けて ､ 最も高次 な段階の 能力 を ｢ 生き る

能力｣ で あると して い る ( ル ブ
ー

ル 1 9 8 4 2 9 6
･

2 9 7 頁) 0

( 1 9 8) また ､ こ の ｢ 生き る力｣ で は ､ ラ ン グラン 以降の 生涯教育論 の展開 の
一

つ で ある 『学

習 : 秘 められた宝』 にお い て ､ 地球の グ ロ
ー バ ル化 を背景に強調 される ように なっ た ､

｢ 共

生｣ とい う概念も ､ 重要な構成要素とみ なされて い る

( 1 9 9) 文部科学省ホ ー ム ペ ー

ジ

h ttp
:// w w w . n e x t . g o .jp / a _

m e n u / s h o t o u /g a k u r y o k u /i n d e x . h t m 2 0 0 8 . 1 . 1 2 参照

( 2 0 0) ル ブ ー ル は ｢ 能力と しての 教養｣ と位置づ けて ､ 最も高次な段階の 能力を ｢ 生き る

能力｣ で あると して い る ( ル ブ ー ル 1 9 8 4 2 9 6
･

2 9 7 頁 参照) 0

( 2 0 1) 波多野は成人教育会議 に提 出された ラ ン グラ ン の ワ ー キ ン グ ･ ペ ー パ ー を和訳 し､

1 9 6 7 年 に 『社会教育の新 しい動向』 と して ユ ネ ス コ 国内委員会か ら出版 して い る｡ ま た ､

我国の 生涯教育に対する当初の 動き に つ い て ラ ン グラ ン は『生涯教育入門 第 1 部』に ｢ 日

本版に寄せ る原著者の手紙｣ と して次の ように述 べ て い る｡

･

1 0 6
･



｢現在､ 生涯教育の 理念を断固と してむ か えいれ ようと決心 して い る国はたく さん ありま

す｡ しか し､ それ らの 国の うち ､ 日本が さい しょ の
一

つ で あり ､
か つ また ､ も っ とも賢く

こ の こ とを考えて い る国で ある こ とは ､ うたが い をい れません ｡ ｣ ( ラ ン グラン 1 9 7 1 4

頁)

我国の生涯教育 - の対応 の 早さは世界的にも早か っ た とい うこ とが うかが える. しか し､

そ の 反応 に つ い て 波多野はそ の 後 に出版する こ と になる 『生涯教育論』(1 9 7 2) にお い て ､

我国の生涯教育に対す る最初の 反応 が産業界に よ るもの で あ っ たと述 べ て い る(波多野

19 7 2 1
･

2 頁 参照) 0

( 2 0 2) 文部科学省ホ
ー ム ペ ー

ジ

h ttp
:// w w w . n e x t . g o .jp lb _

m e n u / s hi n gi/ ch u u o u /t o u s hi n /7 1 0 6 0 I .h t m # 5 2 0 0 7 ･ 1 2 ･ 1 7

参照

( 2 0 3) 文部科学省ホ
ー ム ペ ー

ジ

btt p :〟w w w . n e x t . g o .jp /b _
m e n u / sh i n gi/ c b u u o u /t o u s bi n /7 1 0 6 0 1 ･ h t m # 5 2 0 0 7 ･

1 2 ･ 17

参照

( 2 0 4) 文部科学省ホ ー ム ペ ー ジ

btt p
:〟w w w . n e x t . g o .jp /b _

m e n u / sbi n gi/ c h u u o u /t o u sh i n /7 1 0 6 0 1 . h tl n # 5 2 0 0 7 ･ 1 2 ･ 1 7

参照

( 2 0 5) 1 9 7 4 年 の 社会教育審議会建議 ｢ 在学青少年 に対す る社会教育の 在り方に つ い て
一 家

庭教育､ 学校教育と社会教育との 連携- ｣ に よ っ て提起され た言葉で ある ｡

( 2 0 6) こ の ような ｢ 施設 の 相互利用｣ に よる学社連携に よ っ て ､ 学校教育の 社会教育化 ､

社会教育の 学校教育化が 生 じて い ると渋谷 は い う｡ つ ま り ､ 学校 が主導権を握り ､ 社会教

育施設を利用す るとい っ た方法や ､ 社会教育活動 を単に学校と い う場所 を借りて行う と い

う ことで ある｡ (渋谷 2 0 0 3 7 4 頁 参照)
●
†

( 2 0 7) 日本生涯教育学会 19 9 0 2 1 7 頁

(2 0 8) 加 えて社会教育側と しても ｢ 社会教育の 特性が 生か され ない社会教育施設 の利用｣

に対 して抵抗 が あるだろうとも述 べ て い る(渋谷 2 0 0 3 7 5 頁 参照) 0

( 2 0 9)今野雅裕 ( 文部省生涯学習局生涯学習調査官) は彼 の 著書の 冒頭で ｢ 学校 と家庭 と

地域社会の 三者連携の 必要性 は ､ これまで教育関係 の 答申や提言 の た びに何度も言われ て

き た｡ しか し､ 現状 は どうで あろうか｡ 連携の必 要が言われて い る割には ､ 顕著な成果 が

広く見られて い るとは言えな い ｡ か け声倒れに終わ っ て い る の が現状で あろう｣ と批判 を

述 べ て い る｡

(今野 1 9 9 8 i 頁)

( 2 1 0) 文部科学省ホ ー ム ペ ー ジ

h ttp
:// w w w . n e x t . g o j p n ) _

m e n u / s hi n gi /ch u u o u /t o u s hi n/8 1 06 0 1 ･h t m # 8 2 0 0 7 ･ 1 2 ･ 1 7

参照

こ の答申に先立 っ て ､ 1 9 9 5 年 の 国立 青年の 家 ･ 少年自然の 家の 在 り方 に関す る調査研 究協

力者会議に よ っ て ｢ 国立青年 の 家 ･ 少年 自然の 家の 改善に つ い て
-

よ り魅力ある施設 に生

･

1 0 7
･



まれ変わるた め に - ( 報告) ｣ とい う報告が なされ て い るが ､
こ こ に初 めて学社融合とい う

言葉が提起 された ｡ しか しなが らこ の 段階にお い て学社融合とい が何なの か 正確 に定義な

されて お らず ､ 学社連携が上 手く い っ て い ない事実を用語 的に乗り越 えようとい うキ ャ ッ

チ フ レ
ー ズ的なもの で しか ない と､ 鈴木異は指摘 して い る(鈴木 2 0 0 3 2 1 2 頁 参照) 0

( 2 1 1) 渋谷英章は学社連携と学社融合は異なるもの で ある と ｢ 学社連携論 と学社融合論｣

(2 0 03) ( こ れは ｢ 学校教育と学社融合｣ 日本生涯教育学会編『学社融合の 生涯学習』(1 99 7)

をもとに加筆修正 したもの) にお い て述 べ て い る(渋谷 2 0 0 3 7 8 頁 参照) ｡ そ こ では具

体的にそ の違い が 明らか にされて い るが ､ 佐 々 木秀和が ｢ 学社融合と呼ばれ る実践 に つ い

て ､ 学社連携と呼ん で はならない必 然性 は明らか では ない｣ (佐 々 木 2 0 0 3 1 3 頁) と指摘

す る ように ､ 連携 ･ 融合とい う言葉の 問題は解決された とは い えな い状況で ある｡

( 2 1 2) 鈴木 2 0 0 3 2 1 1 ･ 2 1 2 頁

( 2 1 3) 『事例に学ぶ 学校 と地域のネ ッ トワ
ー

ク』 ( 1 9 9 8) で は 3 7 の 家庭 ･ 学校 ･ 地域社

会の連携 ･ 融合に関す る事業が ｢ 地域と学校の相互支援､
パ ー トナ ー

シ ッ プ の形成｣ ､ ｢ 学

社融合｣ ､ ｢ 学校の ス リム 化｣ , ｢ よみが える P ℃A ｣ ､ ｢連携職員の 配置｣ ､ ｢ 地域ぐるみ の連携

組織｣ ､ ｢ 子 どもを育て るネ ッ トワ
ー

ク｣ ､ ｢ マ ス
･ メデ ィ アや企業の 支援｣ の 8 つ に分類 し

て紹介され て い る｡ それらの 事例 を見てみ ても ､ 家庭 ･ 学校 ･ 地域の連携事業は特別 な時

間に 一 放課後や休 日 ､
選択授業一行われ る こ とが多い ｡

( 2 1 4) 渋谷 2 0 0 3 7 8 頁 参照

( 2 1 5) 文部科学省 ホ
ー ム ペ ー ジ

h ttp :〟w w w . n e x t

2 0 0 7 . 1 2 . 1 7 参照

･

1 0 8
･


